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特
瓣
/
観
光
振
興
と
道
路
行
政

観
光
蠣
興
と
週

行
藁

道
路
局
路
政
課

は
じ
め
に

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
｢国
土
交
通
省
重
点
施
策

(平
成
一
四
年
八
月
)｣
の
中
で
、
｢国
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
応
え
ら
れ
る
、
地
域
の
多
様
な
資
源
を
活
用
し
た
魅

力
あ
る
観
光
交
流
空
間
づ
く
り
｣
を
テ
ー
マ
に
、
｢地
域

の
創
意
工
夫
に
よ
る
個
性
的
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
｣
(観
光
、
都
市
、
下
水
道
、
道
路
、
河
川
、
住

宅
、
鉄
道
、
港
湾
、
空
港
、
官
庁
営
繕
行
政
が
連
携
し
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
施
策
を
融
合
し
た
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
景

観
の
保
全

･
形
成
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
に
よ
り
快
適
で

美
し
い
観
光
交
流
空
間
を
形
成
)
等
の
具
体
策
を
掲
げ
、

道
路
行
政
に
お
い
て
も
観
光
振
興
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
一
三
年
一
月
の
省
庁
統
合

(北
海
道
開
発

庁
、
国
土
庁
、
運
輸
省
及
び
建
設
省
を
国
土
交
通
省
に
続

津
若
松
市
、
大
分
県
日
出
町
)

合
)
を
踏
ま
え
、
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
し

･
高
齢
者

･
障
害
者
等
の
円
週

た
連
携
施
策
の
推
進
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
観
光
振
興
の
た
め
に
省
内
各
局
に
お
い
て
観
光
施

策
を
推
進
し
て
い
る
。

各
地
方
公
共
団
体
等
に
お
い
て
も
、
各
々
の
創
意
工
夫

を
活
か
し
た
個
性
的
な
観
光
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

観
光
振
興
と
道
路
行
政

観
光
振
興
の
た
め
の
具
体
的
な
道
路
施
策
と
し
て
は
、

主
に
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

･
観
光
地
に
お
け
る
渋
滞
緩
和
の
た
め
の
、
交
通
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
実
証
実
験

(岐
阜
県
白
川
村
、
奈
良
県
飛
鳥
地
域
、
福
島
県
会

･
高
齢
者

･
障
害
者
等
の
円
滑
な
移
動
の
確
保
の
た

め
、
歩
行
空
間
等
に
つ
い
て
段
差

･
傾
斜
の
改
善
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実
施

･
賑
わ
い
の
道
づ
く
り

(商
店
街
活
性
化
)、
シ
ン
ボ

ル
ロ
ー
ド
整
備

(地
域
の
特
色
あ
る
道
路
空
間
を
整

備
)、
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
支
援
街
路
事
業

(歴
史

的
街
並
み
景
観
を
活
か
し
た
道
筋
の
整
備
等
)
等
を

通
じ
た
、
地
域
の
特
色
を
活
用
し
た
観
光
地
の
地
域

づ
く
り
の
支
援

･
道
の
駅
に
お
け
る
端
末
情
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に

よ
る
道
路
、
観
光
、
医
療
情
報
等
の
提
供
、
都
市
中

心
部
に
お
け
る
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
の
整
備
の
推

進
･
出
発
地
と
周
遊
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
高
速
道
路
料
金



を
割
引
く
と
と
も
に
周
遊
エ
リ
ア
内
を
乗
り
放
題
と

す
る
高
速
道
路
料
金
ス
ー
パ
ー
割
引
の
導
入

(平
成

一
三
年
九
月
か
ら
)

等

ま
た
･

二
0
0
二
年
ワ
ル

が

%
を

平
成
-
四

颯
‘

年
五
月
三
一
日
か
ら
六
月
三
〇
日
ま
で
日
韓
共
同
で
開
催

さ
れ
、
日
本
で
は
計
一
〇
箇
所
に
お
い
て
開
催
)
に
お
い

て
は
、
道
路
行
政
に
お
け
る
観
光
振
興
施
策
と
し
て
、
主

に
以
下
の
取
組
み
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

･
道
路
交
通
情
報
の
総
合
的
な
提
供
や
G
P
S
を
活
用

し
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
連
行
管
理
支
援

･
高
速
バ
ス
の
情
報
提
供
に
よ
る
移
動
支
援

.
バ
ナ
ー
等
の
占
用
の
許
可

･
北
海
道
の
高
速
道
路
に
お
い
て

｢周
遊
エ
リ
ア
乗
り

放
題
｣
の
ス
ー
パ
ー
割
引
チ
ケ
ッ
ト
の
発
行

等

本
特
集
に
お
い
て
は
、
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
観
光
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
る
各
地
方
公
共
団
体
等
の
道
路
施
策

を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。



特
集
/
観
光
振
興
と
道
路
行
顫

ま
ち
づ
く
り
藁
罐
衞
騰
事
業

(幽
壁
の
ま
ち
づ
く
り
)
に
つ
い
て柳

井
市
都
市
計
画
課

一
は
じ
め
に

近
年
、
地
域
活
力
の
低
下
や
交
通
問
題
、
生
活
環
境
の

悪
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
、
長
い
年
月
に
育

ま
れ
て
き
た
地
域
独
自
の
歴
史

･
文
化

･
風
土
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
地
域
の
恵
ま
れ
た
観

光
資
源
を
活
用
し
た
都
市
基
盤
の
整
備
に
よ
り
、
ま
ち
の

歴
史
を
未
来
へ
と
継
承
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
た
っ
て
、
柳
井
市
で
は

『白
壁
の

ま
ち
な
み
』
に
代
表
さ
れ
る
貴
重
な
歴
史
的
資
源
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
の
街
路
事
業
を
推
進

し
て
お
り
、
以
下
で
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

白
壁
通
り
周
辺
地
区
の
概
要

柳
井
市
は
、
市
街
地
中
央
部
を
流
れ
る
柳
井
川
を
中
心

に
室
町
時
代
か
ら
瀬
戸
内
水
運
の
港
町
、
ま
た
水
陸
交
通

の
要
衝
と
し
て
発
展
し
、
特
に
江
戸
時
代
に
は
瀬
戸
内
海

交
易
の
商
業
都
市
と
な
り
、
舟
運
を
利
用
し
た
防
長
路
屈

指
の
港
町
と
し
て
、
主
に
米
穀

･
油
類
･
織
物
な
ど
を
扱

う

｢水
運
の
ま
ち
｣
と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
。

現
在
で
も
、
古
市
金
屋
地
区
に
残
さ
れ
て
い
る
白
壁
の

商
屋
の
ま
ち
な
み
に
、
往
時
の
町
人
文
化
の
伝
統
を
偲
ぶ

こ
と
が
で
き
、
一
七
六
八
年

(明
和
五
年
)
頃
の
代
表
的

商
家
で
あ
る
国
森
家

(国
指
定
重
要
文
化
財
)
を
中
心
と

し
た
ま
ち
な
み
約
一
･
七
m
が
一
九
八
四
年

(昭
和
五
九

年
)
に
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
白
壁
通
り
か
ら
J
R
山
陽
本
線
柳
井
駅

に
至
る
中
心
市
街
地
の
沿
線
に
は
、
『白
壁
の
ま
ち
な
み
』

を
は
じ
め
柳
井
川
の

『雁
木
』
国
木
田
独
歩
旧
宅
や
湘
江

庵

･
普
慶
寺
な
ど
、
数
多
く
の
貴
重
な
歴
史
的
遺
産
が
残

さ
れ
て
お
り
、
｢商
都
柳
井
の
顔
｣
と
な
っ
て
い
る
。

三

柳
井
駅
周
辺
地
区
に
お
け
る
街
路
整
備
の

課
題

J
R
柳
井
駅
北
側
に
展
開
す
る
柳
井
市
の
中
心
市
街
地

一
帯
は
、
白
壁
の
ま
ち
な
み
や
主
要
な
都
市
景
観
軸
と
な

っ
て
い
る
柳
井
川
な
ど
、
歴
史
と
伝
統
に
根
ざ
し
た
落
ち

着
い
た
た
た
ず
ま
い
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
車

社
会
に
対
応
す
る
道
路
整
備
の
遅
れ
や
商
業
活
動
の
停
滞

な
ど
を
背
景
と
し
て
以
下
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

①
地
区
外
周
幹
線
の
整
備
促
進
に
よ
る
中
心
市
街
地
へ

の
交
通
ア
ク
セ
ス
改
善
と
歴
史
的
地
区
内
に
お
け
る
通



過
交
通
の
排
除
。

②
柳
井
川
を
挟
ん
だ
歴
史
的
地
区
と
中
心
商
業
地
区
の

有
機
的
な
連
帯
強
化
と
ま
ち
な
み
景
観
の
形
成
。

③
白
壁
の
ま
ち
な
み
と
調
和
し
た
街
路
空
間
の
創
出
と

景
観
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
電
柱
や
架
空
線
の
撤

去
。

④
地
区
内
に
点
在
す
る
歴
史
的
ス
ト
ッ
ク
の
積
極
的
な

保
全

･
活
用
に
よ
る
拠
点
整
備
。

◎
歴
史
的
遺
産
を
結
ぶ
歩
行
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(散
策

路
)
の
整
備
。

四

課
題
へ
の
対
応

歴
史
的
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
｢ま
ち
の
骨
格
｣
と
な
る
街
路
や

｢人
が

集
ま
る
｣
拠
点
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
を
互
い
に
結
び
つ
け

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
地
区
の

中
心
軸
と
な
る
駅
通
り

(柳
井
駅
門
の
前
線
)
の
整
備
や

地
区
外
周
幹
線
街
路
及
び
地
区
内
部
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た

め
の
補
助
幹
線
街
路
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
地
区
内
に
点
在
す
る
名
所
･
旧
跡
を
結
ぶ

｢歴

史
め
ぐ
り
ル
ー
ト
｣
と
し
て
、
柳
井
の
ま
ち
の
歴
史
を
散

策
で
き
る
歩
行
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
そ
の
中
に

｢人
が
集
ま
り
憩
う
｣
拠
点
と
な
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や

駐
車
場
な
ど
を
効
果
的
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
個
性
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
地
区
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
柳
井

市
で
展
開
さ
れ
て
い
る
主
要
事
業
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

創
造
す
る
こ
と
に
よ
り
美
し
い
ま
ち
な
み
を
実
現
す

御

白
壁
通
り

(伝
建
地
区
)
の
整
備

(図
1
･
2
)

る
た
め
、
沿
噴
に
、

る
b

占
折
阻
戟
が

①
整
備
の
目
的
"
こ
の
地
区
を
訪
れ
る
市
民
や
観
光
客
に

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
空
間
を
提
供
す
る
た
め
、
電
線
類
の

地
中
化
を
含
め
た
街
路
整
備
に
よ
る
歴
史
的
な
み
ち
す

じ
の
創
出

②
事
業
期
間
"
平
成
二
年
度
~
平
成
七
年
度

③
事
業
の
概
要
…
延
長
三
一
0
m
、
幅
員
四
m
、
総
事
業

費
約
三
億
円

④
整
備
内
容
及
び
特
長

･
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
客
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
多
目
的
広
場
と

『白
壁
の
ま
ち
な
み
』

を
結
ぶ
ま
ち
か
ど
広
場
の
整
備
。

･
伝
建
地
区
中
心
部
を
縦
断
す
る
歴
史
的
み
ち
す
じ
と

し
て
柳
井
ら
し
さ
を
随
所
に
盛
り
込
ん
だ
白
壁
通
り

の
整
備
。

②

都
市
計
画
道
路
柳
井
駅
門
の
前
線
の
整
備

①
整
備
の
目
的
…
柳
井
市
の
シ
ン
ボ
ル
軸
と
し
て
、
柳
井

市
の
歴
史
･
文
化
を
表
現
す
る
と
と
も
に
、
人
々
が
集

ま
り
、
賑
わ
う
、
活
気
に
あ
ふ
れ
る
都
市
空
間
の
創
出

②
事
業
期
間
…
平
成
五
年
度
~
平
成
一
六
年
度

(予
定
)

③
事
業
概
要
"
延
長
五
四
0
m
、
幅
員
二
0
m
、
総
事
業

費
約
六
五
億
円

④
整
備
内
容
及
び
特
長

･
各
自
が
地
区
の
伝
統
を
守
り
、
継
承
し
つ
つ
、
個
人

の
自
由
を
最
大
限
に
活
か
し
、
新
し
い
生
活
文
化
を

る
た
め
、
沿
道
に
立
地
す
る
地
元
商
店
街
組
織
が
主

体
と
な
っ
た

｢街
づ
く
り
協
定
｣
の
策
定
。

･
柳
井
市
の
玄
関
口
で
あ
る
J
R
柳
井
駅
か
ら
柳
井
川

ま
で
の
区
間
は
、
明
治

･
大
正
･
昭
和
初
期
の
レ
ト

ロ
調
の
イ
メ
ー
ジ
を
創
出

(市
民
公
募
に
よ
り
、

｢爵
箒
路
通
り
｣
と
命
名
)o

･
柳
井
川
か
ら
、
白
壁
通
り
付
近
ま
で
は
、
｢誰
も
が

や
す
ら
ぎ
歴
史
を
つ
む
ぐ
道
｣
と
し
て
白
壁
の
ま
ち

な
み
と
調
和
し
た
景
観
を
形
成
。

③

中
央
通
り
線
の
整
備

①
整
備
の
目
的
…
｢麗
都
路
通
り
｣
に
直
結
す
る
補
助
幹

線
街
路
の
整
備
に
よ
る
郊
外
か
ら
街
な
か
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
の
向
上

②
事
業
期
間
…
昭
和
六
三
年
度
~
平
成
一
五
年
度
(予
定
)

③
事
業
概
要
…
延
長
三
四
0
m
、
幅
員
一
五
~
一
七
m
、

総
事
業
費
約
二
一億
円

④
整
備
内
容
及
び
特
長

･
｢ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業
｣
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

柳
井
川
の
多
自
然
型
川
づ
く
り
と
の
一
体
的
整
備
に

よ
る
う
る
お
い
と
親
し
み
の
あ
る
親
水
空
間
の
創

出
。

･
沿
道
に
し
ゃ
れ
た
飲
食
店
や
ブ
テ
ィ
ッ
ク
が
立
ち
な

ら
び
、
色
々
な
人
が
集
う
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
の
通

り
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
施
設
整
備
。



五

整
備
…効
果

=
観
光
客
の
増
加

柳
井
市
の
観
光
客
数
は
昭
和
六
二
年
に
約
一
万
七
千
人

で
あ
っ
た
の
が
、
白
壁
通
り
が
完
成
し
た
平
成
七
年
に
は

約
六
万
五
千
人
と
な
り
、
観
光
客
の
飛
躍
的
な
増
加
が
み

ら
れ
た
。
そ
の
主
な
原
因
と
し
て
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ

う
な
総
合
的
な
歴
史
的
み
ち
す
じ
の
整
備
に
よ
り
、
観
光

地
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(写
真
1
)。

①

｢ま
ち
か
ど
広
場
｣
の
整
備
に
よ
り
、
観
光
駐
車
場
か
ら

歴
史
的
ま
ち
な
み
へ
の
歩
行
動
線
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
。

②
文
化
財
保
存
事
業
の
進
捗
に
よ
り
、
美
し
い
商
家
の
ま

ち
な
み
が
よ
み
が
え
り
、
歴
史
的
地
区
と
し
て
の
評
価

が
高
ま
っ
た
こ
と
。

③

『金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
祭
り
』
な
ど
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト

が
催
さ
れ
、
多
く
観
光
客
の
関
心
を
引
き
つ
け
る
イ
ン

セ
ン
テ
イ
ブ
を
与
え
た
こ
と
。

②

街
路
整
備
を
契
機
と
し
た
地
域
の
活
性
化

柳
井
周
辺
地
区
の
街
路
整
備
を
契
機
と
し
て
、
地
域
住

民
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
自
主
的
な

勉
強
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
｢ま
ち
お
こ
し
｣
の
推
進

に
向
け
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
主
な
事
業
に
つ
い
て

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る

(写
真
2
)。

①
民
間
の
修
景
活
動
に
対
す
る
助
成
制
度
の
活
用
に
よ
る

鬘朧

図



図 2

まちかど広場

昭和59年(1984)
平成2年(旧知)
平成4年(1992)
平成7年(↑995)
平成8年(1996)
平成8年(1996)
平成9年(1997)

古市金属地区負7ha)が文化庁の『重要伝統的建造物群保存地区｣に選定される
柳井駅周辺地区(42ha)を対象として歴史的地区環境整備街路事業をスタート
古市金屋線まちかと広場の整備が完了、供用開始
古市金屋線の電線地中化事業が完了、供用開始
柳井川が建設省の｢ふるさとの川整備事業｣に河川指定される
身近なまちづくり支援街路事業(歴史的環境整備地区)としてスタート
都市計画街路柳井駅門の前線(県施行)、中央通り線の整備事業を実施中

r金魚ちょうちん祭り｣

写真 1 白壁通り (伝建地区)



保
存
地
区
内
の
建
築
物
等
の
保
存
修
復
事
業
や
一
般
家

屋
外
観
修
景
整
備
事
業
及
び
工
作
物

(郵
便
受
け
、
土

産
物
陳
列
台
、
自
動
販
売
機
の
囲
い
)
の
修
景
な
ど
、

官
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
な
み
景
観
の
向
上
。

②
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
観
光
ガ
イ
ド
の
充

実
や
保
存
地
区
内
の
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

(土
蔵

を
利
用
し
た

"蔵
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
“
、
大
道
芸
の

復
活
及
び
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
)。

六

お
わ
り
に

以
上
、
｢白
壁
の
ま
ち
づ
く
り
｣
を
実
現
す
る
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
今
日
の
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
地
区
外
周
幹
線
や
歴
史
的
地
区
内
に
お
け
る
通

過
交
通
を
排
除
す
る
た
め
の
効
率
的
な
街
路
整
備
の
計

画
･
実
施
及
び
そ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
透
明
に
す
る
た
め

の
政
策
評
価
の
実
施
等
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
も
山
積

し
て
い
る
。

柳
井
市
と
し
て
は
、
街
路
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
基
盤

の
整
備
に
あ
た
り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
念
頭
に

お
き
つ
つ
、
快
適
性
や
美
し
さ
の
向
上
も
併
せ
て
追
求
し

確
保
し
て
い
く
と
と
も
に
、
都
市
の
中
の
優
れ
た
歴
史
的

建
造
物
･
土
木
工
作
物
を
有
効
活
用
し
こ
れ
ら
を
保
全

･

再
生
す
る
な
ど
、
地
域
に
固
有
な
景
観
資
源
を
活
用
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
で
豊
か
な
都
市
空
間
の
創
出
に
よ
り
、
観
光

振
興
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
。

整備前

写真 2 柳井駅門の前線

整備後



蜷
黛
/
観
光
振
興
≧
道
路
編
贓

総
合
蕊
週
轢
簾
離
遭
⑭
た
●
◎

鬘
幽
稾
週
糧
袋
稟
臟
に
つ
い
て

京
都
市
都
市
計
画
局
都
市
企
画
部
交
通
政
策
課

一
京
都
市
内
の
交
通
渋
滞
を
は
じ
め
と
す
る

交
通
問
題
の
現
状

平
安
京
の
建
都
か
ら
三
一〇
〇
年
余
り
の
歴
史
と
伝
統

に
育
ま
れ
た
京
都
は
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
自

然
豊
泉観
の
中
に
世
界
遺
産
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
文

化
財
な
ど
を
有
し
て
お
り
、
春

･
秋
の
観
光
ピ
ー
ク
時
に

は
た
く
さ
ん
の
観
光
客
の
方
が
訪
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
、

自
動
車
で
来
ら
れ
る
方
が
多
い
た
め
、
市
内
の
観
光
地
を

中
心
に
至
る
と
こ
ろ
で
交
通
渋
滞
な
ど
の
交
通
問
題
が
発

生
し
て
お
り
、
観
光
地
の
魅
力
の
低
下
や
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
に
悪
影
響
な
ど
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
都
市
交
通
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
道

路
整
備
な
ど
と
と
も
に
、
増
え
続
け
る
自
動
車
交
通
に
対

し
て
、ま
ち
の
あ
り
方
や
都
市
に
お
け
る
空
間
上
の
制
約
、

自
動
車
公
害
な
ど
を
考
慮
し
、
特
定
地
域
へ
の
流
入
抑
制

や
ピ
ー
ク
需
要
の
低
減
、
自
動
車
以
外
へ
の
交
通
手
段
へ

の
誘
導
策
な
ど
の
様
々
な
交
通
需
要
管
理
施
策

(T
D
M

施
策
)
を
推
進
す
る
総
合
的
な
交
通
政
策
を
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二

T
D
M
施
策
な
ど
新
し
い
交
通
政
策
を
実

現
す
る
た
め
に

京
都
市
で
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
取
り
組
む
主
要
な

政
策
を
ま
と
め
た

｢京
都
市
基
本
計
画
｣
に
お
い
て
、
観

光
地
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
で
の
様
々
な
交
通
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
T
D
M
施
策
な
ど
新
し
い
交
通
政
策
の

確
立
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
年
間
観
光
客
数
五
、
0
0
0
万
人
の
達

成
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
的
か
つ
具
体
的

な
行
動
計
画
で
あ
る

｢京
都
市
観
光
振
興
推
進
計
画
｣
の

中
で
、
｢快
適
な
受
入
環
境
づ
く
り
~
観
光
地
に
お
け
る

交
通
問
題
解
決
に
向
け
て
の
全
市
民
的
な
取
組
の
実
施
｣

を
重
点
戦
略
･
重
点
事
業
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
分
野
で
の
具
体
的
な
政
策
と
事
業

に
お
い
て
、
京
都
が
有
す
る
世
界
有
数
の
豊
富
な
観
光
資

源
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
市
民
、
事
業
者
、
社
寺
、

関
係
機
関
等
の
皆
さ
ん
と
の
力
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
京
都
を
挙
げ
て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
京
都
市
基
本
計
画
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
京

都
会
議

(C
O
P
3
)
開
催
地
と
し
て

｢環
境
へ
の
負
担

の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
｣
を
進
め
る
た
め
に
、
公
共
交
通

機
関
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
自
動
車
交
通
量
を
抑
制
す
る
と

と
も
に
、
だ
れ
も
が
歩
き
た
く
な
る
よ
う
な
安
全

･
快
適



な
交
通
環
境
が
整
っ
た
ま
ち
、
身
近
な
地
域
で
歩
い
て
生

活
で
き
る
ま
ち
、
来
訪
者
に
と
っ
て
も
歩
く
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
価
値
を
よ
り
深
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

｢歩
い

て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
｣
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
自
動
車
交
通
に
過
度
に
依
存
せ

ず
、
す
べ
て
の
ひ
と
と
環
境
に
や
さ
し
く
、
歩
い
て
楽
し

い
･
京
都
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後
、
本
市
に
お
い
て
T

D
M
施
策
を
推
進
す
る
う
え
で
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示

す

｢京
都
市
T
D
M
施
策
総
合
計
画
｣
を
本
年
度
に
策
定

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、具
体
的
な
施
策
推
進
の
第
一
歩
と
し
て
、

平
成
一
三
年
度
か
ら
の
二
箇
年
で
、
世
界
に
誇
る
観
光
地

で
あ
る
嵐
山
で
T
D
M
施
策
に
よ
る
交
通
社
会
実
験
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三

平
成
一
三
年
度
交
通
社
会
実
験
施
策

表 1 平成13年度実施施策と実施日について

平成 1 3 年度交通社会実験の実施施策と実施日は以下のとおりである。

l 中威す3年趨き験彙

I M /17 (土〕 ↑l/18 (日) ↑'/23 (絵:ぬ
威す3年度実験実施日
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{

n月上旬より

、

11月2日より

11月上旬より“発ちしやま･さが0便利鮎｣,インタ‐ネットによる)

アンケート調査による意向調査を実施

･

ノ
、

.ノ
、

ノ
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=月2日より交i 饑糊 蛔

{交通真態調査.アンケート調査 }

剛
⑥バ‐ク&ライド等の邨寸

⑭嵐山･輳媛野ワンコイ、
バス ｢もみじ号｣の運行圓

写真 1 (H 13 .1 1 18 長辻通)
嵐山地区内交通の円滑化を図るため、 中心部で実施した環状一方通
行規制の状況。 左車線を路線バス、 観光バスなどの公共交通専用レ
ーンとした。 右車線は、 一般車レーン。

昨
年
一
一
月
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
、嵐
山
に
お
い
て
、

｢だ
れ
も
が
安
全

･
快
適
に
歩
け
る
ま
ち
｣
を
基
本
に
し

て
、
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の

｢公
共
交
通
優
先
｣
や

｢自
動

車
交
通
の
抑
制
に
よ
る
地
区
内
交
通
の
円
滑
化
｣
を
目
標

と
し
た
嵐
山
中
心
部
で
の
環
状
一
方
通
行
規
制
の
実
施
、

ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
の
連
行
な
ど
、
全
国
的
に
も
例
の
な
い

規
模
と
内
容
に
よ
る
体
系
的
多
面
的
な
一
0
の
施
策
に
着

手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

(表
1
、
写
真
1
)。
施
策

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
地
元
住
民
や
鉄
道
、
バ
ス
会
社
、

国
、
京
都
府
警
察
な
ど
の
代
表
者
が
委
員
と
な
っ
た

｢嵐

山
交
通
対
策
研
究
会
｣
を
設
置
し
、
こ
こ
で
の
議
論
を
基

に
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。



写真2 (H 13 ,1 1.2 3 渡月橋)
嵐山地区内の鉄道駅間と観光地を周遊するワンコインバス ｢もみじ
号｣ を運行し、 歩いて楽しむ観光を支援した。

四

平
成
一
三
年
度
施
策
結
果

昨
年
度
の
交
通
社
会
実
験
に
際
し
ま
し
て
は
、
マ
ス
コ

ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
観
光
地
に
お
け
る
交
通
問
題
に

つ
い
て
市
民
的
な
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
地
元
自
治

連
合
会
や
商
店
街
な
ど
幅
広
い
関
係
者
の
参
加
を
得
た
こ

と
か
ら
、
地
元
に
お
け
る
交
通
問
題
へ
の
取
組
み
の
気
運

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
鱒
の
施
策
を
一
体
的
に
実
施
し
た
結
果
、
公
共

交
通
を
優
先
と
し
た
嵐
山
地
区
内
交
通
の
一
定
の
円
滑
化

が
図
れ
る
な
ど
の
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

歩
い
て
楽
し
む
観
光
を
支
援
す
る
た
め
に
、
鉄
道
駅
間
と

観
光
地
を
周
遊
す
る
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
の
運
行
に
つ
き
ま

し
て
は
、
｢公
共
交
通
利
用
と
徒
歩
に
よ
る
嵐
山
観
光
｣

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た
も
の
と
し
て
来
訪
者
か

ら
大
変
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

(写
真
2
)。

し
か
し
な
が
ら
、
交
通
社
会
実
験
期
間
中
に
行
っ
た
調

査
の
結
果
、
周
辺
地
域
に
お
け
る
渋
滞
緩
和
に
ま
で
は
至

ら
ず
、
観
光
ピ
ー
ク
時
に
は
、
歩
行
者
が
車
道
に
溢
れ
、

自
動
車
の
走
行
性
も
低
下
す
る
な
ど
、
歩
行
者
の
量
が
一

二
時
間
で
八
万
人
以
上
と
危
険
と
い
え
る
よ
う
な
状
態
に

ま
で
達
し
て
い
た
こ
と
も
判
り
ま
し
た

(写
真
3
)。

′[･
を
に盪
(H 13 .1 1.2 3 長辻通)
を行った翌週の三連休の状況。 嵐山中亡･部では、 歩
こあふれており、 その中を路線バスが走行している。

た翌週の三連休の状況。 嵐山中心･部では、 歩行者が
ており、 その中を路線バスが走行している。

五

平
成
一
四
年
度
実
施
の
施
策

平
成

一
三
年
度
の
結
果
か
ら
、
嵐
山
中
心
部
で
の
安

全

･
快
適
な
歩
行
者
空
間
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、
こ
の
地
区
に
流
入
す
る
自
動
車
交
通
の
総
量

抑
制
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
一
四
年
度
は
、
最
優
先
課
題
で
あ
る
歩
行
者

の
交
通
安
全
強
化
を
図
る
た
め
に
、
今
年
は
、
昨
年
の
実

験
結
果
を
基
に
、
｢だ
れ
も
が
安
全

･
快
適
に
歩
け
る
ま

ち

｢歩
い
て
楽
し
い
嵐
山
の
実
現
｣｣
を
目
標
に
、
｢公
共

交
通
優
先
施
策
の
推
進
｣
と

｢地
区
内
へ
の
自
動
車
交
通

の
流
入
抑
制
｣
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
に
取
組
み
ま
す

(図
-
)。

御

施
策
の
柱
は
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
と
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド

施
策
の
柱
は
、
一
一
月
一
七
日

(日
)
に
、
嵐
山
の
幹

線
道
路
で
あ
る
長
辻
通
を
歩
行
者
と
北
行
き
バ
ス
だ
け
を

通
す

｢も
み
じ
モ
ー
ル
嵐
山
｣
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
地
域

内
へ
の
自
動
車
流
入
量
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
一
一
月
一

六
、
一
七
日
の
両
日
に
は
、
地
域
外
に
駐
車
場
を
設
置
し
、

公
共
交
通
機
関
へ
の
転
換
を
図
る

｢パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
｣

を
京
都
で
初
め
て
導
入
し
ま
す
。
パ
ー
ク
の
場
所
と
し
て

は
、
J
R
丹
波
口
駅
周
辺
地
区
、
J
R
二
条
駅
周
辺
地
区

及
び
京
福
電
鉄
三
条
口
駅
周
辺
地
区
の
三
地
区
に
、
合
計

約
一
、
七
〇
〇
台
の
収
容
規
模
の
駐
車
場
を
設
け
、
鉄
道

に
乗
り
換
え
て
嵐
山
ま
で
向
か
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で



す
。
特
に
、
京
福
電
鉄
三
条
口
駅
周
辺
地
区
に
お
い
て
は
、

ま
ず
、
嵐
山
ま
で
の
到
着
時
間
に
つ
い
て
、
パ
ー
ク
&

ノ
ー
ベ
ル
賞
で
全
国
の
一
般
の
方
々
に
も
有
名
に
な
っ
た

ラ
イ
ド
を
利
用
す
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
到
着
で
き
、
そ
の

、 鰹相隣とす猟　　

　　　 　　　　　　 　

　　　　　　　
′ 園山h向めち ＼

･

た
だ
き
ま
し
た
。

　

　

　
　

　

/

＼

讓

!
筍
“

②

バ
I
ク
&
ラ
イ
ド
施
策
の
実
施
に
当

　
　
　

　

　
　
　

　
　

　
　

-

〆

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
駐
車
場
に
つ
き
ま
し

駒鞠
鑓

“

て
は

い
か
に
車
か
ら
纂

通
機
関
で

あ
る
鉄
道
に
乗
り
換
え
て
い
た
だ
く
動
機

付
け
が
で
き
る
か
が
大
き
な
鍵
を
握
る
た

め
、
そ
の
利
用
料
や
付
加
サ
ー
ビ
ス
づ
く

り
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

図1 平成14年度施策の実施イメージ
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寧成 M年 = 月16日◎･l7日◎ 9:oo~ l8 :oo

京都初のパ…ク&ライド(リンコイン増◎◎円)
クルマから鞭単に景り換えて行くこと。これが,新しい塩山緻光のスタイルです。
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もみじモール嵐山ポスター

【中も能う司
自家用.士錺流献進飾り
(トランジットモニノリ



チラシ 2表

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
利
用
料
と
し
て
、
嵐
山
地

区
ま
で
行
っ
て
駐
車
す
れ
ば
八
0
0
円
か
ら
｢

三
〇
〇

円
程
度
か
か
る
料
金
を
一
台
当
た
り
一
〇
〇
円
と
し
て
、

ま
ま
車
で
行
く
よ
り
最
大
三
時
間
短
く
て
済
み
、
現
地
で

歩
い
て
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
時
間
が
で
き
る
こ

と
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
乗
換
え
の
動
機
付
け

と
な
る
よ
う
、
実
験
当
日
の
午
前
中
に
、
名
神
京
都
南
I

C
と
京
都
東
I
C
で
降
り
て
く
る
車

(E
T
C
車
除
く
)

に
、
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
の
利
用
の
仕
方
と
比
較
デ
ー
タ
を

掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を
配
る
こ
と
と
し
ま
し
た

(チ
ラ
シ
1

　 　 　
パ び 載 、

1 2 し パ
ク 参 た l
& 照 チ ク

嵐山交通社会実験
紅葉あざやかな嵐山から,私たちは新たな交通スタイルを提案します。

もみじの歪風人と自圀随で混みあう塑山聟,だれもが繋全･快適に歩けるまち｢歩
いて楽しい国山｣にできたら･･･o

で,のんびりゆコくり資しんでいただく

嵐山は, もみじモールから。
ゆったり歩く, 新しい紅葉の楽しみ方を
4綾供します。

の規制実施日時
　　　　　　　　　　　　　 　　

の規制区間
　　　　　　　　 　　　

′鉄のみ通行可【北行き一方通行規制)
数一粒覇･タクシ…は豊辻園ハ逆入するこ
とができませんので亡注窟下さし、

eその他 !
　　　　　　　　　　　
区朝:盤媛邁遊く滋月錮北翳~四条項)
内呂:教鱗聾き端行目一方通行親利
鸚鰯10月26日は]~11月24日‘日-
鰐岡:±聴く正午~"6ぎ51

チラシ 1表と裏 (右)

窩聾 クルマが行くなら

　　　　　　　
平成14年1 1月16日◎.17日◎ 9 :o o ~ -盤oo

(入庫は潟:00まで)
クルマから超車に祟り換えて行くこと。これが、新しい嵐山観光のスタイルです･

麗山まで 榊

奪鬮鬮嚢騨

なら, 3 時間戦 /

なら, 5 6 分叙)/
40分(クルマ)十16分(報車)

ミ、
産山の移鴎は ! 籤-m 化す3. 儀 g "“ 島 T.“ ↓魅

蛋れをら,気軽に累燭りして軟しるしミコロで.蒔gこれどりの嵐山乞貝つけて下さい,
◎平成=年=月17日(日)

10時~ 16時台
◎20分間髄で迩行
最終便は

阪急嵐山駅前発18ぐl2
大覚寺発 総:35

(道路事博により変更することがあります)
◎ ¥100円(1回)

梨め-窺濁犯輻踰□磯ぬ鰹蝉今獲山の惣6)しかかから鬱,クルマより2時間以上も早く{
′擁護襲用すると

讓
諌め瀬山まで最大でも56分璧

う到韓することり艇きます。
クルマの鯉合,際雛祭℃から3時間““,京部禧ぬからはS時間約分もかかります,

おまけに ◎ 利用料金並TOO

　　　　 　　　　　　　 　　　

I
′

★利用車に畿山地区の商店で利用できる亀000四分の金券をプレゼント“鱒円脣xlo牧セ
ット,,POO円ことにK〕○円秀1校が移用できます)
★17日の利用車のうち抽選でリンコインバス｢もみじ号｣乗車労を計200枚プレゼント
★アンケート回答者に,抽選で京都の短銃漉簾品が当たるお楽しみ鰡還台を実施

駐車場予約もできる熊課□彌辺毀か区は.ホーム*りからの邸鍔縞行ってし、ます･
無料シャトル便踪稠≦票□鰡辺翳では囮施り駅まで鰭日シャトル露ピストン蓬行します･

クルマから登謳に襄り数えて行く

◎平成潟年=月18(土),17日(日) 9時~ 18時
(両日とも入場は=時まで)

◎JR丹波口駅周辺地区JR二条駅周辺地区
京福電鉄三条口駅周辺地区の3地区で実施

◆脱山地区のバス廃納及びバス停の良実のお知らせ
曲臼上履リトランジソトモールの契る遂に拝し、京滌鳶増′欣扱び寮はU(スのバスル-ト.バス修好堅竇となりますので,し↑"豆確います,
[民罠日特1:=月-フ日(日)樽鷺~18日



気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
料
金
設
定
と
し
て
い
ま

す
。
パ
ー
ク
を
使
用
す
る
に
当
た
り
、
駐
車
料
金
と
い
う

･大室車･二鞆車は不司)
お翔りの脂,お稾り問週えのないようこ注糘下さい.

こ

考
え
方
は
取
ら
な
い
こ
と
と
し
、
嵐
山
ま
で
の
鉄
道
切
符

は
付
け
て
い
な
い
た
め
、
鉄
道
駅
ま
で
誘
導
す
る
こ
と
と

き
か
ね
壷
ノ

　　
　　
　
　

･′‐#‐31-･･、.･、.･･

　　
　
　
　　　　
　　

　
　　

琥

あ
辺
地

所
周
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箇
駅
周

　
　
　

は
門
二

ノノノノ▲℃＼

ヌ
ン
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譜
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し
て
い
ま
す
。
更
に
シ
ス
テ
ム
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
嵐

山
地
区
の
商
店
街
で
利
用
で
き
る
一
、
0
0
0
円
分
の
金

券

(
一
0
0
円
券
×
-
0
枚
セ
ッ
ト
、

一
、
0
0
0
円
ご

と
に
一
〇
〇
円
券
一
枚
使
用
可
能
)
や
抽
選
で
ワ
ン
コ
イ

ン
バ
ス

｢も
み
じ
号
｣
の
乗
車
券
を
二
0
0
枚
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
と
と
も
に
、
パ
ー
ク
利
用
者
が
観
光
後
、
駐
車
場

で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
際
に
は
、
抽
選
で

京
都
の
伝
統
産
業
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
と
し
て
、

デ
ー
タ
の
収
集
に
も
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
七
日
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
嵐
山
地
域

内
の
移
動
手
段
と
し
て
、
阪
急
嵐
山
駅
と
大
覚
寺
を
結
ぶ

巡
回
の
嵐
山

･
嵯
峨
野
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス

｢も
み
じ
号
｣

を
一
律
一
〇
〇
円
で
連
行
し
ま
す
。

六

今
後
の
交
通
施
策
に
お
け
る
取
組
み
に
つ

い
て

今
後
は
、
今
年
度
に
策
定
す
る

｢京
都
市
T
D
M
施
策

総
合
計
画
｣
に
基
づ
い
て
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
嵐
山
の
交
通
社
会
実
験
で
得
ら
れ
た
数
々
の

デ
ー
タ
や
成
果
は
、
今
後
の
嵐
山
は
も
ち
ろ
ん
、
京
都
市

全
体
の
交
通
問
題
の
解
決
に
向
け
て
生
か
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

詳
細
情
報
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す

(U
R
L

宣
言

"
"
増
"
鶏
･の【彗
Dの田
邉
日
p
8
日
)
。

問
合
せ
=
京
都
市
都
市
計
画
局
都
市
企
画
部
交
通
政
策
課

(T
E
L

0
七
五
ー
二
二
ニ
ー
三
四
八
三
)

《駐車場のこ案内》



鷲
榊
特
簾
/
観
護

興
と
遭
難

嗽

象鱸
鬘

信
纜
範
震
榊
を
酒
癒
し
た

週
騰
鬱
嚢
薹
榊
と
囃
心
髄
衝
地
酒
轤
化

金
沢
市
土
木
部
用
水
･
み
ち
筋
整
備
課

一

は
じ
め
に

金
沢
は
、
四
六
七

･
七
七
m
の
市
域
と
四
五
万
六
、

0
0
0
人
の
人
口
を
有
す
る
中
核
市
で
、
北
陸
の
行
政
、

文
化
、経
済
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

地
形
的
に
は
、
白
山
山
系
に
つ
な
が
る
山
々
を
背
に
日

本
海
に
面
し
、
寺
町
.
小
立
野
･
卯
辰
山
の
三
つ
の
丘
陵

地
と
そ
の
間
を
流
れ
る
犀
川
･
浅
野
川
の
二
つ
の
清
流
、

海
に
向
か
っ
て
展
開
す
る
平
野
地
と
潟
と
砂
丘
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
二
つ
の
清
流
か
ら
は
、
用
水
が
市

街
地
を
網
の
目
の
よ
う
に
流
れ
、
丘
陵
地
と
斜
面
緑
地
が

ま
ち
の
眺
望
の
骨
格
を
成
し
て
い
ま
す
。

歴
史
的
に
は
、
四
〇
〇
年
間
戦
禍
や
大
き
な
災
害
に
見

舞
わ
れ
な
か
っ
た
ま
ち
で
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
都
市

が
戦
災
や
急
速
な
近
代
化
等
を
通
じ
て
ま
ち
の
歴
史
的
資

産
を
喪
失
し
て
い
く
中
で
、
金
沢
は
藩
政
期
時
代
の
面
影

を
伝
え
る
遺
構
や
伝
統
的
な
ま
ち
な
み
が
、
今
な
お
色
濃

く
残
り
、
市
民
生
活
の
中
に
広
く
深
く
根
付
い
て
い
る
独

自
の
伝
統
文
化
と
と
も
に
、
都
市
の
風
格
を
醸
し
出
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
、
緑
豊
か
な
起
伏
に
富
ん
だ
自
然
環
境
と
歴

史
的
風
情
と
が
、
と
も
に
ま
ち
の
彩
り
と
な
っ
て
金
沢
の

個
性
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。

三

中
心
市
街
地
の
現
状

全
国
的
に
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
が
大
き
な
都
市
問

題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
人
口
の
流
出
、
高
齢
化
の
進

行
、
空
店
舗
の
増
加
、
空
き
地
や
空
き
家
な
ど
の
低
末
利

用
地
の
増
加
、
事
業
所
の
流
出
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

' ^ 0 ･0 %
韶和35年 40年 45年 50年 55年 60年平成2年 7年 l2年

･重点整備地区は人口、人口の市占有率ともに減少
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昭和終7年 50年 53年 68年 6-年平成3年 8年 8年 期年

重点整備地区の事業所、従業者とも減少している。

図 2 事業所数、従業者数 (民営) の推移
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爵
圓

金
沢
も
例
外
で
は
な
く
、人
口
･
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、

当
市
全
体
が
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
、
中
心
市
街
地
は
人

口
、
人
口
の
市
占
有
率
と
も
に
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、

事
業
所
数
、従
業
者
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
(図
-
･
2
)。

車
社
会
の
進
展
、
宅
地
の
郊
外
化
、
い
わ
ゆ
る
流
通
革

命
に
よ
る
郊
外
型
大
型
店
の
進
出
な
ど
、
そ
の
要
因
は

様
々
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
言
っ
て
み
れ
ば
中
心
市
街
地

自
体
に
か
つ
て
の
よ
う
な
求
心
性
が
な
く
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

三

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
て
の
取
組
み

1

｢金
沢
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
｣
の
策
定

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
国
に
お
い
て
は
、
｢中
心
市
街

地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活
性
化

の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
法
律
｣
を
平
成
一
〇
年
七
月
に

施
行
し
、
地
域
の
実
情
に
即
し
て
市
町
村
が
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
視
点
に
立
っ
て
推
進
す
る
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
を
積
極
的
に
支
援
す
る

と
/
ま
ノ
と
o
二
犯
を
裟

搬
鱗
翻
さ寒
袋
さ
そ

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

け
、
当
市
に
お
い
て
も
平
成
一

“¥

饑
薹
学
ノ
ゞ

　
　
　　
　

　
　
　
　　
　

下
町
の
区
域

鮪
八
÷6

m
)

総蝋騨
窓翻
彩轡
轆

と
し
、
さ
ら
に
こ
の
中
で
特
に

讓
癰

‘既

鞆

商
業
機
能
が
集
積
し
て
い
る
区

鷺
薹

･鱗.

基
本
計
画
で
は
、
中
心
市
街

地
が
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
都
心
と
し
て
活
性
化
す
る
た
め
の

基
本
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

①

歴
史

･
文
化

･
自
然
を
活
か
し
た

"歩
く
ま
ち
“

づ
く
り

②

伝
統
環
境
と
調
和
し
た
住
環
境
づ
く
り

③

商
店
街
の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
商
業
環
境

の
形
成

④

総
合
的
な
交
通
体
系
の
確
立
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の

騨
　　
　

L I l重点塾中心市街地

図 3 中心市街地位置図



向
上

⑤

基
盤
整
備
の
推
進
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出

特
に
方
針
の
第
一
に

｢歴
史
･
文
化

･
自
然
を
活
か
し

た

"歩
く
ま
ち
"
づ
く
り
｣
を
挙
げ
た
の
は
、
金
沢
の
歴

史
･
文
化
･
自
然
と
い
っ
た
街
の
個
性
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
を
も
っ
て
対
時
し
て
は
じ
め
て
そ
の
本
来
的
な

役
割
と
魅
力
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
す
。
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
と
は
、
歩
く
人
の
感
覚
に
着
目
し
た
概

念
で
あ
り
、
つ
ま
り
人
が
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
ま
ち
の
魅

力
を
再
認
識
し
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
が
期
待
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

当
市
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
国
土
交
通
省
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
･
ト
レ
イ
ル
事
業
等
に
よ
り
道
路
整
備
を
行
い
、

歩
行
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た

｢
"歩

く
ま
ち
"
づ
く
り
｣
に
は
、

も
ち
ろ
ん
道
路
整
備
が
重
要
な
要
素
で
す
が
、
道
路
整
備

だ
け
で
は
大
き
な
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
伝
統
的
景

観
の
保
全
や
集
客
力
の
あ
る
交
流
･
拠
点
施
設
の
充
実
等

と
あ
い
ま
っ
て
こ
そ
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
よ
う
な
魅

力
的
な
歩
行
空
間
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

2

｢ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
｣
の
採
択

こ
う
し
た
複
数
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
中
心
市
街

地
の
事
業
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
国
土
交
通
省
の

｢ま
ち

づ
く
り
総
合
支
援
事
業
｣
の
採
択
を
目
指
し
ま
し
た
。

｢ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
｣
と
は
、
地
域
だ
け
で

金沢中央地区
2 9 0 h a

は
解
決
困
難
な
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
対
し
て
、
地
域
と

国
が
協
力
し
て
、
問
題
の
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た

め
の
補
助
制
度
で
す
。
市
町
村
が
地
区
単
位
で
策
定
す
る

｢ま
ち
づ
く
り
事
業
計
画
｣
に
基
づ
き

一
括
採
択
さ
れ
、

年
度
毎
に
補
助
金
が
一
括
交
付
さ
れ
る
こ
と
や
、
施
設
整

備

･
面
整
備
等
の
ハ
ー
ド
事
業
か
ら
、
街
に
魅
力
と
潤
い

を
も
た
ら
す
ソ
フ
ト
事
業
ま
で
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る

こ
と
な
ど
が
特
徴
で
す
。

こ
の
制
度
に
よ
れ
ば
、
交
流
･
拠
点
施
設
の
整
備
や
道

路
整
備
と
い
っ
た
複
数
の
事
業
を
一
括
し
て
実
施
で
き
る

こ
と
か
ら
、
当
市
と
し
て
は
、
制
度
が
創
設
さ
れ
た
平
成

三
一年
度
に
申
請
を
行
い
、
補
助
採
択
を
受
け
ま
し
た
。

3

｢金
沢
中
央
地
区
｣
の
整
備

｢ま
ち
づ
く
り
事
業
計
画
｣
で
は
、
重
点
整
備
地
区
と

ほ
ぼ
重
複
す
る
エ
リ
ア
を

｢金
沢
中
央
地
区
｣
と
し
て
設

定
し
ま
し
た

(図
4
)。

金
沢
中
央
地
区
は
、
市
内
交
通
の
要
衝
に
あ
り
小
売
業

図4 金沢中央地区整備方針概要図



を
中
心
と
し
た
当
市
最
大
の
商
業
集
積
地
を
形
成
し
、
業

○
都
市
計
画
道
路
整
備
!
･寺
町
今
町
線
･本
多
広
坂

務
･
居
住
機
能
や
公
共
施
設
等
も
集
積
し
て
お
り
、
中
心

線
･橋
場
若
宮
線

市
街
地
の
中
で
も
特
に
重
要
な
地
区
で
す
。
こ
の
地
区
の

中
央
に
位
置
す
る
片
町
･
香
林
坊
地
区
に
は
、
大
型
商
業

施
設
の
ほ
か
長
町
武
家
屋
敷
跡
や
市
庁
舎
な
ど
が
、ま
た
、

北
側
に
位
置
す
る
武
蔵
地
区
に
も
、
大
型
商
業
施
設
や
横

安
江
町
商
店
街
の
ほ
か
郷
土
の
文
豪
で
あ
る
泉
鏡
花
の
記

念
館
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
南
側
に
位
置
す
る
犀
川
周

辺
地
区
に
も
、
室
生
犀
星
の
記
念
館
が
あ
り
、
こ
の
地
区

全
体
が
文
化
行
政
ゾ
ー
ン
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

先
に
挙
げ
た
基
本
方
針
を
受
け
、
こ
の
地
区
の
整
備
方

針
と
し
て
は
、

①

回
遊
性
の
向
上
と
人
の
交
流
拡
大
に
重
点
を
置
い

た
都
心
の

｢に
ぎ
わ
い
･
交
流
空
間
｣
の
再
生
を
基

本
テ
ー
マ
と
す
る

②

中
心
市
街
地
活
性
化
広
場
を
核
と
し
て
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ス
ケ
ー
ル
を
重
視
し
た
空
間
を
構
築
し
、
併
せ

て
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
交
流
･
拠
点
施
設
を
ま
ち

な
か
に
配
置
し
て
い
く
。

③

そ
の
た
め
、
あ
ら
た
め
て
｢人
｣
が
快
適
に
歩
く
た

め
の
歩
行
空
間
環
境
を
整
え
、
都
心
の
回
遊
性
や
動

線
又
は
防
災
機
能
を
高
め
る
環
境
を
整
備
し
て
い

ノヘ、oそ
し
て
、主
な
事
業
と
し
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
中
心
市
街
地
活
性
化
広
場
整
備
!
片
町
広
場
･竪

町
広
場
･
木
倉
町
広
場
･香
林
坊
広
場

線
･橋
場
若
宮
線

○
電
線
類
地
中
化
及
び
道
路
修
景
整
備
!
里
見
町
･

長
町

こ
こ
で
は
道
路
修
景
整
備
の
事
例
と
し
て
、
里
見
町
を

取
り
上
げ
ま
す
。

四

里
見
町
の
取
組
み
事
例

1

金
沢
市
の
景
観
施
策
と
｢こ
ま
ち
な
み
｣
保
存

里
見
町
の
整
備
に
つ
い
て
説
明
す
る
前
に
、
当
市
の
景

観
施
策
に
触
れ
て
お
き
ま
す
。

ま
ず
、
昭
和
四
三
年
、
全
国
に
先
駆
け
て

｢伝
統
環
境

保
存
条
例
｣
を
制
定
し
、
そ
し
て
、
こ
の
条
例
を
継
承
、

発
展
さ
せ

｢景
観
条
例
｣
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

｢こ
ま
ち
な
み
保
存
条
例
｣
、
｢用
水
保
全
条
例
｣
、
｢斜
面

緑
地
保
全
条
例
｣
、
｢寺
社
風
景
保
全
条
例
｣
な
ど
も
制
定

し
、
他
都
市
に
な
い
当
市
独
自
の
条
例
を
柱
に
、
金
沢
の

伝
統
的
景
観
の
保
全
を
図
っ
て
い
ま
す
。

｢こ
ま
ち
な
み
保
存
条
例
｣
で
す
が
、
こ
ま
ち
な
み
の

｢こ
｣
は
、
｢歴
史
的
風
情
を
残
す
町
並
み
｣
と
い
う

｢古

(こ
)｣
と
共
に
、
｢ち
ょ
っ
と
し
た
小
さ
い
町
並
み
｣
と

い
う

｢小

(こ
)｣
の
意
味
も
合
わ
せ
て
持
ち
ま
す
。
市

内
の
あ
ち
こ
ち
に
は
、
土
塀
の
連
な
る
武
家
屋
敷
や
、
町

家
な
ど
の
歴
史
を
色
濃
く
残
す
町
並
み
が
残
り
、
金
沢
の

大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

｢ち
ょ
っ
と

い
い
町
並
み
｣
を
、
守
り
、
育
て
、
そ
の
雰
囲
気
を
活
か

し
た
風
格
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
で
は
、
保
存
が
必
要

な
町
並
み
を
｢こ
ま
ち
な
み
保
存
区
域
｣
と
し
て
指
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
特
徴
に
応
じ
た

｢保
存
の
基
準
｣
を
つ

く
り
、
改
築
や
修
繕
な
ど
の
際
、
事
前
に
届
け
出
を
お
願

い
し
た
り
、
補
助
を
行
う
こ
と
で
保
存
や
修
景
を
進
め
て

い
ま
す
。

2

里
見
町
に
つ
い
て

里
見
町
は
、
平
成
七
年
四
月
に
最
初
の

｢こ
ま
ち
な
み

保
存
区
域
｣
に
指
定
さ
れ
た
、
伝
統
的
景
観
に
優
れ
た
町

で
す
。
藩
政
期
、
加
賀
藩
士

･
里
見
氏
の
屋
敷
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
、
敷
地
を
囲
む

土
塀
や
、
豊
か
な
前
庭
の
緑
、
そ
の
奥
に
控
え
る
母
屋
の

大
屋
根
な
ど
、
か
つ
て
武
士
が
暮
ら
し
た
町
の
特
徴
を
よ

く
留
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
金
沢
二
一
世
紀
美
術
館

(仮
称
)
と
金
沢
の
代

表
的
な
繁
華
街
で
あ
る
竪
町
商
店
街
を
結
ぶ
位
置
に
あ

り
、
歩
行
空
間
の
面
的
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
回
遊
性
を

高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
｢歴
史

･
文

化

･
自
然
を
活
か
し
た
“
歩
く
ま
ち
"
づ
く
り
｣
の
基
本

方
針
に
ふ
さ
わ
し
い
箇
所
と
し
て
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た

(図
5
)。

3

道
路
修
景
整
備
の
概
要

道
路
改
良
事
業
と
し
て
、
こ
の
地
区
の
中
心
路
線
で
あ



2 1世紀美術館

ゑ

が
く
も
き

　
　　
　

　

　
　
　

里見町位置図

る
二
連
区
線
二
七
号
と
他
六
路
線
の
整
備
を
、
高
質
空
間

形
成
施
設
事
業
と
し
て
、
二
連
区
線
二
七
号
の
電
線
類
地

中
化
整
備
を
行
い
ま
す
。

整
備
に
関
す
る
デ
ザ
イ
ン
･
意
匠
に
つ
い
て
は
、
地
元

説
明
会
で
の
意
見
交
換
を
も
と
に
、
都
市
景
観
審
議
会
の

審
議
を
経
て
、
次
の
と
お
り
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
舗
装
工

脱
色
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

里
見
町
の
伝
統
的
な
趣
に
な
じ
む
よ
う
、
落
ち
着
い
た

色
合
い
の
大
磯
を
種
石
と
し
た
グ
レ
ー
系
と
す
る
。

○
照
明
灯
工

周
辺
と
な
じ
む
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

組
木
風
で
武
士
景
観
を
イ
ー
メ
ジ
し
た
も
の
と
す
る
。

○
排
水
工

開
渠
及
び
自
由
勾
配
側
溝
タ
イ
プ

(化
粧
型
)

特
に
武
士
系
景
観
が
感
じ
ら
れ
る
二
連
区
線
二
七
号
の

景
観
構
築
は
、
景
観
に
奥
行
き
を
与
え
る
開
渠
側
溝
タ
イ

プ
と
し
、
他
六
路
線
に
つ
い
て
は
交
通
及
び
住
環
境
を
考

慮
し
た
自
由
勾
配
側
溝
タ
イ
プ
と
す
る
。

○
電
線
類
地
中
化

ソ
フ
ト
地
中
化
方
式

中
心
市
街
地
で
、
車
道
の
幅
員
も
狭
い
た
め
、
十
分
な

路
上
機
器
の
置
き
場
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
路
上
機
器

の
う
ち
低
圧
分
岐
装
置
を
照
明
灯
に
設
置
す
る
ソ
フ
ト
地

中
化
方
式
と
す
る
。

○
事
業
期
間

平
成

一
三
j

エ
ハ年
度
予
定

(写
真
参
昭
巴
。



里見町の完成予想図

五

展
望

こ
の
よ
う
な
道
路
修
景
整
備
と
広
場
整
備
な
ど
の
総
合

的
連
続
的
な
整
備
と
、
伝
統
的
景
観
の
保
全
施
策
と
が
連

動
す
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
相
乗
効
果
を
発

揮
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
平
成
一
六
年
度
の
事
業
完
了
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
｢
こ
ま
ち
な
み
｣
は
、
兼
六
園
、
茶
屋
街
、
武

家
屋
敷
群
や
寺
院
群
の
よ
う
な
名
所
と
異
な
り
、
一
般
の

住
宅
地
と
し
て
先
人
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
場
所
で

す
。
こ
の
整
備
に
よ
り
、
住
ん
で
い
る
人
々
が
ま
ち
の
歴

史
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、
歴

史
を
色
濃
く
残
し
た
す
て
き
な
裏
通
り
と
し
て
、
｢こ
ん

な
町
が
残
っ
て
い
た
の
か
｣と
周
知
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

里見町の現況



特
簾
/
観
光
振
興
と
道
路
行
政

飛
鳥
地
鰔
に
諦
捗
る
歩
行
者
の
自
転
藁

ナ
ビ
ゲ
…
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

近
畿
地
方
整
備
局
奈
良
国
道
事
務
所

を
活
用
し
た
経
路
案
内
や
歴
史
･
文
化
情
報
提
供
に
よ
っ

て
、
徒
歩

･
自
転
車
に
よ
る
周
遊
観
光
の
快
適
性

･
利
便

性
の
向
上
と
、
そ
れ
に
伴
う
自
家
用
車
等
か
ら
徒
歩
･
自

転
車
へ
の
周
遊
手
段
の
変
更
に
よ
る
交
通
環
境
改
善
の
可

能
性
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
･
奈
良
国
道
事
務
所

は
、
奈
良
県
飛
鳥
地
域

(図
1
参
昭
◇
を
対
象
に
、
奈
良

県

･
橿
原
市

･
明
日
香
村
と
共
同
で
、
携
帯
情
報
端
末

(p
D
A
な
會
のo
口
巴
曲
四
国

D望
め‐官
房
)
を
用
い
た
経
路
案

内
や
観
光
案
内
の
有
効
性
、
そ
の
普
及
の
た
め
の
課
題
を

検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
社
会
実
験
を
実
施
し
た
。

一

概
要

奈
良
盆
地
南
部
に
位
置
す
る
飛
鳥
地
域
は
、
我
が
国
の

歴
史
を
物
語
る
古
墳
や
史
跡
、
神
社
仏
閣
な
ど
を
中
心
と

し
た
多
数
の
観
光
資
源
が
、
約
四
踊
四
方
に
及
ぶ
広
い
範

囲
に
分
布
し
、年
間
数
百
万
人
が
訪
れ
る
観
光
地
で
あ
る
。

ま
た
、
当
地
を
訪
れ
る
観
光
客
の
多
く
は
、
徒
歩
ま
た
は

自
転
車
で
周
遊
し
て
い
る
。

し
か
し
、
歴
史
的
風
土
特
別
保
存
地
区
の
指
定
に
よ
り

土
地
利
用
が
規
制
さ
れ
て
い
る
区
域
で
は
、
主
要
な
分
岐

点
に
は
道
標
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
遊
時
の
目

印
と
な
る
建
物
が
少
な
く
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
案
内
を

求
め
る
声
も
多
い
。
ま
た
、
観
光
客
の
自
動
車
が
集
中
す

る
時
間
帯
に
は
交
通
混
雑
が
発
生
す
る
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
飛
鳥
地
域
で
は
、
歩
行
者
I
T
S
の
技
術

二

社
会
実
験
の
目
的

対
象
地
域
の
特
性
を
勘
案
し
、
社
会
実
験
の
目
的
を
以

下
の
よ
う
に
設
定
し
た
。

観
光
地
に
お
け
る
歩
行
者

･
自
転
車
I
T
S
に
よ
る
経

路
案
内
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
の
検
証

経
路
案
内
と
一
体
と
な
っ
た
歴
史
･
文
化
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
の
情
報
提
供
の
あ
り
方
の
検
討

経
路
案
内
シ
ス
テ
ム
、
歴
史
･
文
化
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
の
実
現
化
可
能
性
の
検
討

三

導
入
施
策
及
び
シ
ス
テ
ム
構
築
の
検
討

今
回
の
実
験
に
お
い
て
地
域
特
性
や
現
地
状
況
、
観
光

形
態
を
充
分
に
把
握
し
た
上
で
、
導
入
す
べ
き
施
策

(シ

ス
テ
ム
要
求
機
能
)
を
図
2
に
示
す
よ
う
に
選
定
し
た
。

四

提
供
情
報
概
要

提
供
情
報
内
容
は
、
以
下
に
示
す
六
項
目
で
あ
る
(表

1
)
。



表 1 提供情報内容
①自己位置情報 ･ G P S による自己位置情報提供

･進行してきた軌跡を表示

②経路情報 ･ 8 つのモデルコースを案内

･49 の観光スポットから任意コースを案内

③分岐点情報 ･主要交差点での進路を音声、画像で案内

④目標物情報 ･観光スポットへの接近情報を案内

･その他公共施設･トイレ･休憩所等も表示

⑤観光施設ガイド情
報

･観光施設の解説を音声･画像･動画案内
･季節の情報、 イベント情報の提供

⑥公共交通情報 ･鉄道時刻表、 バス時刻表を表示

写真 1 P D A 図 1 対象地域

実験における情報提供方針 導入する施策

安 全 性

車の往来の少ない道(周遊歩道)を
中心とした道案内をする。

自己位置情報

快 適 性

迷わず効率的に周遊できるよう、
ナビゲートする。

分岐点情報

利 便 性

休憩スポットやトイレなど、移動
中に利用する施設を案内する。

目標物情報

休憩所等施設案内

経路情報 観光モデルコースの提供

地図情報の提供

現在位置情報の提供

進行方向情報提供

音声による進路表示

写真による進路表示

観光スポットへの近接案内

休憩所等施設案内

公共交通情報 鉄道･バス等運行情報提供

魅 力 度
歴史情報提供

PDAによる観光施設の解説を行う。 観光施設ガイド
季節だより･イベント情報

図 2 情報提供方針及び導入施策



五

社
会
実
験
の
実
施

社
会
実
験
は
下
記
の
と
お
り
実
施
し
た
。

○
実
験
期
間
…
二
〇
〇
一
年
一
○
月
六
日
~
一
一
月
一
人

日
の
土
日
を
中
心
と
し
た
延
べ
ー
七
日
間

,

0
実
験
地
域
"
奈
良
県
飛
鳥
地
域

(橿
原
市
、
明
日
香
村
)

○
実
験
内
容
…
公
募
に
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
、
P
D

A
を
利
用

(観
光
)
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施

(図
4
)。

○
参
加
者
人
数
等

･
モ
ニ
タ
ー
参
加
者
人
数
"
-
、
0
二
六
人

･
P
D
A
貸
出
台
数
"
延
べ
五
〇
一
台

･
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
票
数
…
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
七

一
八
票

六

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
評
価
結
果

効
果
検
証
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
及
び
問
題
箇
所

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
P
D
A
に
記
録
さ
れ
た
行
動
軌
跡
、

操
作
ロ
グ
の
照
合
に
よ
っ
て
行
っ
た
。

主
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
以
下
に
示
す
。

1

飛
鳥
ナ
ビ
の
評
価
と
有
効
性

◎
飛
鳥
ナ
ビ
を

｢非
常
に
便
利
、
ま
あ
便
利
｣
と
評
価
し

た
割
合
は
六
八
%
、
｢や
や
不
便
、
非
常
に
不
便
｣
は

一
0
%
で
あ
る
。
ま
た
、
飛
鳥
ナ
ビ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
今
後
の
有
効
性
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、
｢有
効
だ
と
思
う
｣
が
七
人
%
と
な
っ
て
お
り
、

分岐点情報 自己位置 ･経路 ･目標物情報

公共交通情報

図3 P D A情報提供画面

《亀右> (わ、めいし)

田んぼの畦道(あせみち)を行くと、重さ10
トンを超す巨大な花崗岩くがこうがん)に
出会います。
石に彫られた顔が亀を想わせるので、古
くから亀石と呼ばれています。

目標物情報

まもなく石舞台古墳到着
です。

観光施設ガイド情報



飛
鳥
ナ
ビ
の
有
効
性
が
示
さ
れ
た

(図
5
･
6
)。

2

飛
鳥
ナ
ビ
を
便
利
と
評
価
し
た
理
由

◎

｢歴
史
情
報
｣
の
評
価
が
最
も
高
く
、
次
い
で

｢自
己

位
置
情
報
｣
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
情
報
提

供
が
飛
鳥
ナ
ビ
を
便
利
と
評
価
し
た
理
由
と
考
え
ら
れ

る
。

　　
　

　

　

　
　　

　
　

　

　
　
　　
　　
　

　れれヤ

′

図
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.

価

無
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も

効

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　図

◎
個
別
に
見
る
と
、
｢音
声
の
聞
き
取
り
や
す
さ
｣
｢音
声

の
解
説
｣
の
評
価
が
高
く
、
音
声
に
よ
る
案
内
が
特
に

好
評
で
あ
っ
た
。
(以
上
表
2
参
照
)

◎
六
〇
歳
代
以
上
の
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
と
っ
て
は
、
操
作

性
に
つ
い
て
相
対
的
に
評
価
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

3

有
料
化
に
対
す
る
意
見

◎
有
料
で
も
良
い
と
回
答
し
た
モ
ニ
タ
ー
が
半
数
近
く
を

表 2 飛鳥ナビを便利と評価した理由

評価項目 0% 20% 40% 60% 80% 100% (指標)

置位
報

己
情

白
H 饑鍼

蛔
聯
%

鰍
%轡蘭

分かりやすい*2

分岐点情報･
観光施設情報

グ

示
報

ゐ轡
初
熱
織

壕
分
概

蝋分
%

%

聯“鬮 物い蜥粉ノ""“
分

ガ臘鸚
示
示
説

説

礒
礒
猟
獺

真
文
声

團

写
説
音

勳

解 霊 解
象

0

鷄
の窃か

り動離
さ

“励
識麗勧
め

な
説
に
注

の
手

八
勝

D
い

P
使 麓回 剛 ℃ 鱒たつか良

便利◆~ 非常に便利+まあ便利
分かりやすい◆礼非常に分かりやすかった+分かりやすかった 圃 :75%以上 鬮 :74~ 51% :50%以下

良かった“:非常に良かった十良かった



否可のし
し料　

　

　

　

　
　

不
4

,
キ

50

4

棚
上
%

0 0

以
3

博
蛯

円
00
満

希

　
　　
　 額金るす　希

占
め
て
お
り

(図
7
)
、
事
業
化
の
可
能
性
を
示
し
て

い
る
。

◎
ま
た
、
有
料
で
も
良
い
と
回
答
し
た
モ
ニ
タ
ー
に
希
望

金
額
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
約
六
割
が
五
〇
〇
円
以
下
を

希
望
し
て
い
る

(図
8
)。
属
性
別
の
回
答
を
み
る
と
、

飛
鳥
ナ
ビ
を
高
く
評
価
し
て
い
る
モ
ニ
タ
ー
ほ
ど
有
料

化
へ
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。

七

今
後
の
方
針

飛
鳥
ナ
ビ
で
提
供
し
た
経
路
案
内
シ
ス
テ
ム
、
歴
史

･

文
化
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
検
証
さ

れ
た
。
今
後
は
、
本
格
実
施
に
向
け
て
、
運
用
体
制
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
を
検
証
す
る
た
め
、
地
元
自
治
体

(橿
原
市
、
明
日
香
村
)
に
お
い
て
試
行
運
用
を
行
い
、

課
題
の
整
理
を
行
う
。

試
行
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
情
報
更
新
作
業
と
そ
れ
に

伴
う
費
用
の
低
減
及
び
操
作
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
頻

繁
な
更
新
を
必
要
と
す
る
情
報
を
削
除
す
る
等
シ
ス
テ
ム

を
変
更
し
た
。
試
行
運
用
は
平
成
一
四
年
一
〇
月
二
一
日

~
三
一月
一
日
の
期
間
、
橿
原
市
･
明
日
香
村
･
橿
原
市

観
光
協
会

･
飛
鳥
京
観
光
協
会
の
主
催
で
行
わ
れ
る
。
試

行
運
用
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
橿
原
市
H
p

(宣
言
ミ

"
"
"
白
雪

対
p豊
野
茸
p
b
費
p･超
)
で
紹
介
し
て
い
る
。



特
集
/
観
光
振
興
と
道
路
行
政

『遭
の
駅
』
に
飜
け
る
情
報
･特
産
晶
⑭
提
供

一

は
じ
め
に

長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
や
、
女
性
や
高
齢
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
増
加
す
る
な
か
で
、
道
路
利
用
者
の
た
め
の

『休
憩
機

能
』
、
道
路
利
用
者
や
地
域
の
方
々
の
た
め
の

『情
報
発

信
機
能
』、
町
と
町
と
が
手
を
結
び
あ
う

『地
域
の
連
携

機
能
』
の
三
つ
の
機
能
を
共
通
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
整
備

さ
れ
た
施
設
が

｢道
の
駅
｣
で
す
。

平
成
五
年
二
月
に

｢道
の
駅
｣
の
登
録

.
案
内
制
度
が

定
め
ら
れ
、
同
年
四
月
に
全
国
一
〇
三
箇
所
の
施
設
に
第

一
回
の

｢道
の
駅
｣
登
録
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
現
在
で
は
、
全
国
で
七
〇
一
箇
所
の
施
設
が
｢道
の
駅
｣

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

(表
1
)。

二

｢道
の
駅
｣
登
録
要
件

｢道
の
駅
｣
は
様
々
な
道
路
利
用
者
に
利
用
さ
れ
る
た

め
、
登
録
申
請
に
あ
た
っ
て
は
一
定
の
要
件
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
一
四
年
度
に
は
障
害
者
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
新
た
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
項
目
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た

(表
2
)。

三

｢道
の
駅
｣
施
設
内
容

｢道
の
駅
｣
で
一
番
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
施
設
は
ト

イ
レ
で
、
利
用
者
の
*
約
九
割
が
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
ト
イ
レ
は
、
｢道
の
駅
｣
の
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す

る
大
事
な
施
設
で
、
い
つ
で
も
安
全
に
利
用
で
き
、
清
潔

を
維
持
す
る
事
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
プ
ラ
ン
で
は
、
す
べ
て
の

｢道
の
駅
｣

に
障
害
者
用
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
事
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
現
在
、
｢道
の
駅
｣
の
約
九
三
%
に
障
害
者
用
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
七
〇
一
箇
所
の

｢道
の
駅
｣
に
設
置
さ
れ
て
い
る

そ
の
他
の
各
種
施
設
の
状
況
は
、図
1
に
示
す
通
り
で
す
。

四

｢道
の
駅
｣
か
ら
の
情
報
発
信

｢道
の
駅
｣
で
は
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、
掲

示
板
等
、
様
々
な
方
法
で
道
路
利
用
者
に
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
主
な
内
容
は
、
道
路
情
報
と
観
光
情
報
で
、

そ
れ
ぞ
れ
約
八
八
%
、
約
九
六
%
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
｢道
の
駅
｣
利
用
者
の
*
約
半
数
が

｢道
の
駅
｣

に
お
い
て
観
光
情
報
を
、
*
約
四
割
が
道
路
情
報
を
入
手

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

｢道
の
駅
｣
で
の
情
報
提
供

は
、
道
路
利
用
者
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
と
な
っ
て
き
て



表 1 都道府県別 ｢道の駅｣ 数

都道府県名 登録数 都道府県名 登録数 都道府県名 登録数
北海道 76福井県 8 広島県 1l
青森県 24 山梨県 14 山口県 14
岩手県 26 長野県 33御弐島県 11
宮城県 8 岐阜県 37推"川県 17
秋田県 22 静岡県 14 売

ク教授県 20
山形県 14 愛知県 9 F作r

で矢口県 18
福島県 10 三重具 14 求

I
t岡県 6

茨城県 8 滋賀具 9 "な賀県 , 6
栃木県 10 京都府 1l占"崎県 4
群馬県 15 大阪府 3箕:本県 15
埼玉県 13 兵庫県 25 大分県 12
千葉県 14 神戸市 l 呂崎県 13
東京都 O 奈良県 11 鹿児島県 13
神奈川県 2和歌山県 17 沖縄県 3
新潟県 31鳥取県 6 合計 701
富山県 12 島根県 18
石川県 9 岡山県 14

表2 ｢道の駅｣ 登録要綱

1 提供サービス
◎駐車場
2 4時間利用可能で、利用者が無料で利用できる十分な容量の駐車場。
◎トイレ
清潔で 2 4時間利用可能。障害者用も設置。
◎バリアフリー
駐車場とトイレ及びその間を結ぶ主要な歩行経路はバリアフリー化を図ることとし、
歩行経路以外についてもバリアフリー化を極力努めることとする。
◎案内 ･サービス施設
原則として案内人がいて、道路や地域の情報を親切に提供。
情報提供にあたっては、適切な位置に情報提供場所を確保し、次の情報を含めて積極
的に行うこととする。

･道路情報及び近隣の ｢道の駅｣ 情報
･近隣地域まで含めた観光情報
･緊急医療情報
･その他利用者の利便に供する情報

2 設置場所
休憩施設としての利用しやすさ、
｢道の駅｣ 相互の機能分担の観点から、適切な場所に設置。

3 地域振興腕設の設置者
市町村または市町村に代わりうる公的な団体。
4 配慮事項
年少者 ･高齢者 ･障害者等、 様々な人々の使いやすさに配慮。
地域の優れた景観を損なうことのないよう、充分に配慮した施設計画。
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図 1 ｢道の駅｣ 施設内容

い
ま
す
。

ま
た
、
｢道
の
駅
｣
を
旅
行

･
ド
ラ
イ
ブ
の
行
程
に
組

み
入
れ
て
い
る
人
も
増
加
、
休
憩
所
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
と
し
て
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、
車
で
の
旅
行
や
ド
ラ
イ
ブ
に
は
欠
か
せ
な
い
施
設
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

(写
真
1
.
2
)。

五

地
域
振
興
施
設
と
地
元
特
産
品
の
提
供
…

｢道
の
駅
｣
は
、
道
を
介
し
て
広
い
地
域
か
ら
人
を
集

め
る
事
が
で
き
る
施
設
で
す
。
沿
道
の
自
治
体
等
に
と
っ

て
は
、
｢道
の
駅
｣
に
地
域
振
興
施
設
を
一
体
的
に
整
備

し
て
、
地
域
の
歴
史
･
文
化
等
の
情
報
や
特
産
物
等
を
提

供
す
る
な
ど
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
事
で
、
地
域

の
活
性
化
に
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

現
在
、
全
国
の

｢道
の
駅
｣
で
は
、
地
元
の
特
徴
を
活

か
し
た
様
々
な
施
設
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
種
地
域

振
興
施
設
の
整
備
状
況
は
、
一
位
は
物
産
販
売
施
設
で
六

九
一
箇
所

(九
八
%
)、
二
位
は
レ
ス
ト
ラ
ン
･
食
堂
等

の
飲
食
施
設
で
六
〇
四
箇
所

(八
六
%
)、
三
位
は
観
光

案
内
施
設
の
五
六
三
箇
所

(八
0
%
)
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。

｢道
の
駅
｣
利
用
客
の
*
約
七
割
が

｢道
の
駅
｣
で
飲

食
し
、
*
約
五
割
が
買
い
物
を
し
て
お
り
、
施
設
内
容
は
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

｢道
の
駅
｣
の
物
産
販
売
施
設
で
は
、
様
々
な
特
産
品

が
販
売
さ
れ
、
特
に
農
産
物
は
施
設
や
敷
地
内
に
直
売
コ



｢道の駅｣ 施設内情報提供コーナー
近つ飛鳥の里太子)

　 　　　

施設内情報提供装置

ー
ナ
ー
や
直
売
所
を
整
備
し
て
い
る
所
も
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
直
接
、
地
元
農
家
が
販
売
に
係
わ
る
仕
組
み
を

用
意
し
て
い
る

｢道
の
駅
｣
も
あ
り
ま
す
。
東
北
の
あ
る

｢道
の
駅
｣
で
は
、
直
売
所
の
利
用
は
会
員
制
と
し
、
地

元
農
家
が
会
員
と
し
て
登
録
、
納
入
か
ら
販
売
ま
で
会
員

自
身
が
行
っ
て
い
ま
す
。
売
り
場
に
は
旬
の
新
鮮
な
野
菜

が
並
び
、
売
り
上
げ
も
好
調
で
す
。
関
東
の

｢道
の
駅
｣

の
農
産
物
直
売
所
で
は
、
開
店
前
よ
り
入
り
口
に
買
い
物

客
が
並
び
、
よ
り
新
鮮
な
野
菜
等
を
買
い
求
め
る
姿
が
見

ら
れ
ま
す

(写
真
3
･
4
)。

六

終
わ
り
に

｢道
の
駅
｣
は
、
地
域
振
興
の
面
か
ら
有
効
な
施
設
と

な
る
よ
う
整
備

･
企
画
･
運
営
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
周
知
度
も
高
ま
り
、
利
用
率
も
向
上
し
、
社
会

的
に
も
定
着
し
た
と
言
え
ま
す
。
登
録
数
も
登
録
開
始
時

の
約
七
倍
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
一
市
町
村
内

に
二
な
い
し
三
箇
所
を
登
録
し
て
い
る
地
方
自
治
体
が
一

七
市
町
村
あ
り
ま
す
。
｢道
の
駅
｣
が
地
域
の
顔
と
し
て
、

重
要
な
公
共
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い
る
事
が
う
か
が
え

ま
す
。

来
年
、
｢道
の
駅
｣
の
制
度
も
一
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今
後
も
登
録
数
は
増
え
て
い
く
事
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現

在
登
録
さ
れ
て
い
る

｢道
の
駅
｣
も
更
に
内
容
の
充
実
を

図
り
、
地
域
に
根
付
い
た
施
設
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

注
*
印
の
数
字
は

｢道
の
駅
｣
の
あ
り
方
を
考
え
る
研
究
会
調
査
報
告

(平
成
一
三
年
度
調
査
)
に
よ
る
。

｢道の駅｣ 取扱特産品事例
川場田園プラザ)

地域振興施設内3
駅　 郷　　
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特
築
/
観
光
振
興
と
道
路
行
政

ス
ー
パ
ー
割
弓
ハ
イ
ウ
霊
イ
チ
ケ
ツ
ト
に
つ
い
て

J
H
日
本
道
路
公
団

一

は
じ
め
に

日
本
の
高
速
道
路
は
、
昭
和
三
八
年
の
名
神
高
速
道
路

開
通
以
来
、
着
実
に
そ
の
整
備
を
重
ね
、
本
年
九
月
一
六

日
の
高
知
自
動
車
道
伊
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
~
須
崎
東

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
及
び
東
北
中
央
自
動
車
道
山
形
上

山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
~
東
根
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の

開
通
を
も
ち
ま
し
て
延
長
が
七
、
0
0
0
燈
を
突
破
い
た

し
ま
し
た
。
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
、
沿
線

地
域
の
交
通
条
件
を
飛
躍
的
に
高
め
、
地
域
の
生
活
を
潤

い
あ
る
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
工
業
や
農
業
な
ど
の
産

業
を
発
展
さ
せ
、
地
域
お
こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
で
す
。
観
光
に
関
し
て
も
、
交
通
ア
ク
セ

ス
の
改
善
に
よ
り
、
観
光
振
興
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

J
H
日
本
道
路
公
団
で
は
、
安
全
で
快
適
な
高
速
道
路

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様
と
の
相

互
協
力
の
下
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
実
情
を
踏
ま
え
た
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
利
用
促
進
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
の
各
種
団
体
、

道
路
の
沿
線
や
通
過
す
る
地
域
の
皆
様
と
も
、
積
極
的
、

継
続
的
に
交
流
を
深
め
る
な
ど
、
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
地
域
振

興
や
道
路
の
有
効
活
用
、
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
地
域
と
連
携
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
稿
で

は
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
一
例
と
し
て
ス
ー
パ
ー
割
引

ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
一

ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
割
弓

J
H
日
本
道
路
公
団
で
は
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
観
光
需
要
の
創
出
に
よ
る
地
域
振
興
、
そ
れ
に
伴
う
高

速
道
路
の
利
用
促
進
を
目
的
と
し
て
、
平
成
八
年
一
○
月

か
ら
高
速
道
路
に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
割
引
を
導
入
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
地
域
の

特
色
に
合
わ
せ
た
通
行
料
金
割
引
制
度
で
、
割
引
率
二

0
%
以
下
で
発
行
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
高
速

道
路
料
金
の
割
引
に
加
え
、
沿
線
自
治
体
等
と
の
協
力
に

よ
り
、
料
金
割
引
の
他
に
も
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
な
ど

の
優
待
も
付
加
さ
れ
て
お
り
、
旅
行
を
目
的
と
す
る
お
客

様
の
利
便
向
上
と
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
振
興
を
図
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
実
施
状
況
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
平

成
八
年
一
〇
月
発
売
の

｢磐
越
秋
遊
チ
ケ
ッ
ト
｣
か
ら
昨

年
七
月
発
売
の

｢ト
ク
ト
ク
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
｣
ま

で
四
八
種
類
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
し
、
合
計

約
三
八
万
冊
を
販
売
い
た
し
ま
し
た

(表
1
)。



表 1 これまでに実施したハイウエイチケット一覧

チケット名 利用期間 対象地域

磐越秋選チケット H8凄0,13 ~ l2.1 首都圏 O会津 ･いわき

2 J H パスポート i n N A G A N O 96/餌冬 H8‘l2.5~ 9、3.23 首都圏◇長野

3 スキーごハイウェイチケット広島 ･西中国 H9、16 ~ 3.31 広島の西中国
4 中園さんかいチケット H9 3 8 ~ 9.28 , 米子の四国

6 東海北陸道 夏剤チケット H9,7よ9~ 9.30 名古屋の奥美濃

8 東北グッドライブチケット H9幻,23 ~ 10,22 仙台 ･秋田

7 西九州遊蘭物語 H9.7.26 ~ 10.25 福岡咎佐世保

8 砂川オアシスチケット H9.8.23~ 11,24 ･ . 札幌の砂川

S 磐越ワイド秋遊チケット H9,9.1~ 1れ1 首都圏のいわき ･会津 ･新鶴

10 能登 ･加賀 ･越前秋滋チケット H9,9,封｣12.1 大阪 ･名古屋の金沢

= スキー ･ハイウェイチケット広島 ･西中国 H9,12,6 ~ 10,3,24 広島の西中国

12 岡山 ･四国周遊チケット H9よ2,lo ~ 10.3,9 大飯“岡山 ･四回

l3 J H パスポート i n N A G A N ○ 98冬 田。‐1お~ 3･31 首都圏分長野

14 瀬戸内 ･四国周遊チケット H1o.4.5~ 7,6 大阪算岡山 ･四国

l5 ⑧ 札幌 ,旭川チケット H10.7.1~ 9.30 札幌等旭川

l6 東海北陸道 夏割チケット-98 HIO.7よ8~ 10 4 8 名古屋の実美筬

“ 備北 ･石見周遊チケット H1o,7.18~ 1la 広島咎備北 ･石見

18 婚越ワイド秋凝チケット H1o.9.1~ 11,30 首都圏算いわき ･会津 ･新潟

19 能登 ･加賀 ･越前秋滋チケット H1o.9.1~ 11.30 大阪 ･名古屋◇金沢

20 J H パスポート i n N A G A N O 98秋 H10.9.1~ 11.30 首都圏の長野

21 西九州遊煎物語 H1o、9 2 5~ 12.17 福岡0佐賀 ･長崎

22 アクアライン往復チケット 組0ぼ1,22~ ロ.2,28 神奈川◇千葉

23 スキー ･ハイウェイチケット広島 ･西中国 H10.蛇苺 ･̂1｣ 3.23 広島･西中国

24 J H パスポート i n N A G A N O 99冬 H114 ,4~ 3,31 首都圏◇長野

26 湯沢 ･塩沢石打スキーチケット H11,亀路~ 3,31 首都圏◇湯沢 ･塩沢

26 スプリングチケット宮崎 H1L 3.12~ 6,1l 福岡･佐賀O醤崎

27 瀬戸内 ･しまなみ周遊チケット H u .5,1~ 10,31 岡山 ･広島◇四国

28 アクアライン往復チケット H I1,6.25~ 9.26 神奈川◇千葉

29 夏器ハイウェイチケット 北チケット (札幌、旭川鷹栖) H 11.7･10~ 10･は 札幌の旭川

30 熨得ハイウェイチケット 南チケット (札幌南~ 長万部) H u ･7 4 0~ lo 4 1 札競争長万部

3す 備北 ･石見周遊チケット H 11 7,17~ 113 広島の備北 ･石見

92 能登 .加賀 ･越前秋遊チケット H11,9.1~ 11.30 大阪 ･名古屋咎金沢

33 磐越ワイド秋滋チケット H11.9,1~ ll.叙) 首都圏のいわき ･会津 ･新潟

94 上信越遣全線開通記念ハイウェイチケット H11.10 3 0【･12.20 首都圏･新潟

35 スキー ･ハイウェイチケット広島 ･西中国 H1ま,12 4 ~ H12急.20 広島の西中国

38 湯沢 ･塩沢石打ハイウェイスキーチケット lテー12･Iユー~日f12 3 ,31 首都圏◇湯沢 ･塩沢

37 エックスハイウエイチケット Hl2‐3‐n ~ 6‐員 四国圏内

38 南九州周遊ハイウェイチケット H12.3.25~ 6.25 福岡･佐賀◇鹿児島･宮崎

39 夏得ハイウェイチケット 北チケット H端了.20~ lo、9 札幌“旭川

40 夏得ハイウェイチケット 南チケット H12.7 2 0~ lo g 孔繞の室蘭

41 トクとくハイウェイチケット H12･?･15~ 1L 5 広島の億北･石見

42 スプリングチケット宮崎 Hl3,2 9 ~ 5.31 福岡 ･佐賀咎宮崎

43 山形道ハイウェイチケット Hl3.3 2 4~ 7,l ‐ 仙台0月山

44 山口さらら博記念ハイウェイチケット H13,7,14~ 9,30 広島 ･福間の山口 ･宇部

46 夏得ハイウェイチケット 札幌“旭川チケット H13,7.7~ 10 8 札顔咎旭川

46 夏得ハイウェイチケット 札幌の長万部チケット H13,7 7 ･ 10 8 札幌◇長万部

47 夏得ハイウェイチケット 札幌◇十勝ススカイロ- ドチケット H13,7,7~ 10君 札擬 ･苫小牧咎帯広 池田

48 トクとくハイウエイチケット 日13･7･20~ 11 4 広島の備北 ･石見



表 2 これまでに実施したスーパー割引ハイウェイチケット一覧

チケット名 利用期間 対象地域

晴れの国おかやまスーパー割引 3 D A Y S チケット H 13.9 2 8 ~ H 13次2 2 4 . 大阪分岡山

宮崎スーパー割引 3 D A Y S チケット 班3,10.29 ~ H14.6,2 福岡 ･佐賀の宮崎

C a n D O 大分スーパー割引 3 D A Y S チケット 班4,L夕 ~ H14.6,30 福岡 ･佐賀 a 大分

･高山スーパー割引 2 D A Y S チケット 組4,4,lo ~ H14.lo,14 名古屋 @ 飛騨 ･高山

勝スカイロードスーパー割引 3 D A Y S チケット 報4,6,25 ~ H 14ゞ 10. 14 札幌咎帯広

7 V I V A !遊遊山形スーパー割引 2 D A Y S チケット 班4,6, 1 ~ H 14 ,lo. 14 仙台分山形

スーパー割引 5 D A Y S チケット 班4.7,6 ~ H 14 ,lo ,14 北海道内

-lスーパー割引 3 D A Y S チケット 組後 7.6 ~ H 14 .lo .14 札幌得旭川QV
lo 札幌“伊達スーパー割引 3 D A Y S チケット 班仏 7.6 ~ H 14 ,10 ,幹 札幌“登別 ･室蘭

ス
ー
パ
ー
割
弓
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
は
、
昨

年
九
月
発
売
の

｢晴
れ
の
国
お
か
や
ま
ス
ー
パ
ー
割
引
3

D
A
Y
S
チ
ケ
ッ
ト
｣
か
ら
本
年
九
月
発
売
の

｢さ
わ
や

か
信
州
ス
ー
パ
ー
割
引
3
D
A
Y
S
チ
ケ
ッ
ト
｣
ま
で
延

べ
一
六
種
類
を
発
行
し
、
本
年
九
月
末
ま
で
で
約
三
万
冊

を
販
売
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
｢さ
わ
や
か
信
州
ス

ー
パ
ー
割
引
3
D
A
Y
S
チ
ケ
ッ
ト
｣
他
五
種
類
が
発
売

中
と
な
っ
て
お
り
ま
す
(平
成
一
四
年
三

月
一
日
現
在
)

三

ス
ー
パ
ー
割
弓
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト

ス
ー
パ
ー
割
弓
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
は
ハ
イ
ウ
ェ
イ

チ
ケ
ッ
ト
割
引
の
発
展
型
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
で
、
昨

年
九
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

従
来
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
が
周
遊
エ
リ
ア
内
で
の

高
速
道
路
の
乗
り
降
り
の
回
数
に
制
限
を
設
け
て
い
た
の

に
対
し
、
ス
ー
パ
ー
割
り
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
で
は
、

周
遊
エ
リ
ア
内
を
二
~
三
日
間
乗
り
放
題
と
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
沿
線
の
観
光
施
設
に
数
多
く
立
ち
寄

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
お
客
様
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
掘

り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
新
た
な

観
光
需
要
の
創
出
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま

す 観 り る た 周 に 高 年 チ( 中 ー を べ か D 年 T - “ -と パ 販 ー 信 A 九 ス o 光 起 こ o 遊 対 速 従 九 ケ ス ー

) な ー 毒 六 州 Y 月 I 需 こ と こ エ し 道 来 月 ッ 1



四

｢飛
競
･
高
山
ス
ー
パ
ー
割
引
2
D
A
Y

S
チ
ケ
ッ
ト
｣
(ス
ー
パ
ー
割
引
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ

ケ
ッ
ト
の
具
体
例
と
し
て
)

ス
ー
パ
ー
割
引
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
の
具
体
例
な
例

と
し
て
、
本
年
実
施
し
た

｢飛
騨
･
高
山
ス
ー
パ
ー
割
引

2
D
A
Y
S
チ
ケ
ッ
ト
｣
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

本
チ
ケ
ッ
ト
は
、
名
古
屋
周
辺
か
ら
飛
騨
･
高
山
方
面

へ
の
観
光
を
目
的
と
す
る
お
客
様
を
対
象
と
し
、
名
古
屋

地
区
か
ら
出
発
し
て
岐
阜
県
飛
騨
地
方
の
周
遊
エ
リ
ア
内

の
高
速
道
路
が
二
日
間
乗
り
放
題
と
な
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ

ケ
ッ
ト
で
、
本
年
四
月
一
〇
日
か
ら
一
〇
月
一
四
日
ま
で

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
東
海
地
区
で
は
初
め
て
の
乗
り
放

題
型
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
が
、
対
象
地
と

し
て
飛
騨
･
高
山
地
域
が
選
ば
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
白
川
郷
合
掌
造
り
集
落
及
び
高
山

祭
り
で
有
名
な
飛
騨
高
山
を
は
じ
め
、
郡
上
八
幡
、
下
呂

温
泉
等
の
著
名
な
観
光
地
が
存
在
し
、
観
光
資
源
に
恵
ま

れ
た
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に

近
年
は
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
延
伸
も
あ
っ
て
、
こ
の
地

域
へ
の
高
速
道
路
利
用
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加

え
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
飛
騨
高
山
及
び
古
川
を
舞
台
と

す
る
N
H
K
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

｢さ
く
ら
｣
の
放
映

が
開
始
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
利
用
者
に
飛
騨
地
域
を
ア

ピ
ー
ル
し
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
と

き
メ精
奴

ツ

　
　
　

　

に
*
“

チ

さ鬮
瀰
臓
端“総灘藁
幾鱗
鱗
…議
鱗
簿
藤
議
そ
1

　　
　　
　
　　　
　
　
　
　
　
　　
　
　　
　

　

し
て
高
速
道
路
が
更
な
る
観
光
需
要
創
出
に
貢
献
す
る
こ

と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
思
い
、
地
元
支
社
に
お
い
て
企

画
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す

(図
-
)。

本
チ
ケ
ッ
ト
は
高
速
道
路
の
通
行
料
金
が
割
引
と
な
る

ほ
か
、
チ
ケ
ッ
ト
冊
子
に
観
光
施
設
等
の
共
通
優
待
券
を

付
け
ま
し
て
、
周
遊
エ
リ
ア
内
沿
線
の
岐
阜
県

･
福
井
県

内
の
観
光
施
設
等
一
〇
五
施
設
で
入
場
料

･
入
浴
料

･
宿

泊
料
割
引
等
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
チ
ケ
ッ
ト

一
つ
あ
れ
ば
観
光
地
で
不
自
由
無

く
行
動
で
き
る
よ
う
、
付
録
と
し
て
観
光
ガ
イ
ド
冊
子
も

用
意
し
、
本
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
全
員
に
配
布
い
た
し
ま
し

た
。
更
に
、
利
用
さ
れ
た
お
客
様
が
ア
ン
ケ
ー
ト
付
き
応

募
は
が
き
を
送
っ
て
頂
く
と
抽
選
で
地
元
観
光
協
会
等
の

提
供
に
よ
る
地
元
特
産
品
等
が
当
た
る
と
い
う
特
典
も
用

意
い
た
し
ま
し
た

(図
2
)。

販
売
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、
料
金
所
事
務
室
と
い
っ
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図 3 チケット冊子見本 (表紙) と引換券見本

た
高
速
道
路
区
域
内
の
販
売
場
所
に
加
え
、
お
客
様
が
よ

り
お
求
め
や
す
く
な
る
よ
う
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
取
扱
っ
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
、
合
計
で
二
、
0
0
0

箇
所
以
上
の
販
売
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。な

お
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
販
売
に
当
た
っ

て
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
冊
子
型
の
チ
ケ
ッ
ト
を

販
売
す
る
と
い
う
通
常
の
方
式
に
替
え
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
店
頭
の
既
存
の
チ
ケ
ッ
ト
発
券
端
末
を
用
い

て
引
換
券
を
発
行
す
る
方
式
を
採
用
い
た
し
ま
し
た
。
お

客
様
に
は
こ
の
引
換
券
を
持
っ
て
高
速
道
路
に
乗
っ
て
頂

き
、
目
的
地
で
高
速
道
路
を
降
り
る
際
に
料
金
所
の
ブ
ー

ス
で
引
換
券
を
出
し
て
頂
く
と
、
料
金
所
で
そ
れ
と
引
き

換
え
に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
の
冊
子
及
び
観
光
ガ
イ
ド

冊
子
の
セ
ッ
ト
を
お
渡
し
す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
冊
子
型
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
す
る
よ
り

も
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
い
て
在
庫
管
理
の
労

力
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

チ
ケ
ッ
ト
引
換
券
方
式
と
い
う
従
来
に
無
い
手
法
で
あ

っ
た
た
め
、
お
客
様
に
混
乱
が
生
じ
な
い
か
関
係
者
一
同

心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
料
金
所
等
で
の
混
乱
も

無
く
、
お
客
様
に
も
す
ん
な
り
と
受
け
入
れ
て
頂
け
た
模

様
で
す

(図
3
)。

地
元
観
光
協
会
や
観
光
施
設
、
自
治
体
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
旅
行
代
理
店
等
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
ご
協

力
に
よ
り
、約
半
年
間
と
い
う
期
間
限
定
商
品
な
が
ら
三
、

0
0
0
冊
以
上
の
販
売
実
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
れ
ら
の
方
々
、
そ
し
て
、
本
チ

ケ
ッ
ト
を
ご
購
入
頂
い
た
お
客
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

五

結
び

当
公
団
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
高
速
道
路
の
更
な
る
需

要
開
拓
と
、
使
っ
て
楽
し
い
高
速
道
路
と
い
う
印
象
を
お

持
ち
頂
く
た
め
に
、今
後
も
地
域
に
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

交
通
量
の
動
向
等
及
び
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
等
を
勘
案
の
う

え
、
今
後
も
新
た
な
チ
ケ
ッ
ト
の
導
入
に
向
け
て
検
討
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
も
機
会
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
便
利
で
お
得
な
ス
ー
パ
ー
割
引
ハ
イ

ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
を
是
非
ご
利
用
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
既
に
ご
利
用
経
験
が
お
有
り
の
方
々
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
ス
ー
パ
ー
割
引
ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ

ケ
ッ
ト
を
ご
愛
顧
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

へ参
考
〉

｢飛
騨
･
高
山
ス
ー
パ
ー
割
引
2
D
A
Y
S
チ
ケ
ッ
ト
｣

の
概
要

1

通
用
区
間

○
発
着
エ
リ
ア

名
神
高
速
道
路
…
小
牧
~
岐
阜
羽
島



東
海
北
陸
自
動
車
道
…
尾
西
~
美
並

○
周
遊
エ
リ
ア

東
海
北
陸
自
動
車
道
…
郡
上
八
幡
~
飛
彈
清
見

2

通
用
期
間

平
成
一
四
年
四
月
一
〇
日

(水
)
か
ら
平
成
一
四
年

一
〇
月
一
四
日

(月
)
ま
で
の
期
間
内
の
連
続
す
る
二

日
間
。

※
た
だ
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
及
び
お
盆
の
期
間

は
利
用
不
可
。

3

発
売
開
始
日

平
成
一
四
年
四
月
一
〇
日

(水
)
か
ら
平
成
一
四
年

一
〇
月

一
四
日

(月
)
ま
で
。

4

対
象
車
種

軽
自
動
車
等
、
普
通
車
及
び
中
型
車

5

販
売
額

軽
自
動
車
等
…
四
、
0
0
0
円

普
通
車
…
五
、
O
O
0
円

中
型
車
…
六
、
0
O
0
円

T　　
　

路

牧

灘
小

高

周遊エリアァ

鵜
【東海北陸自動車道】

飛騨清見

　

　

鰐
西

【

宮
岐阜羽島

川

西

-惟

　

　

　

発着エリアアリ

T

エ

CT
J

図 4 概要図



一
は
じ
め
に

こ
の
度
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
た
め
の
道
路
の
移
動
円
滑

化
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
向
け
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
た
の
で
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
背

景
、
方
針
及
び
概
要
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二

背
景

我
が
国
に
お
い
て
は
、
今
後
の
本
格
的
な
高
齢
者
社
会

を
迎
え
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
が
社

会

･
経
済
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
、
二
一
世
紀
の
経

済
･
社
会
の
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
誰
も
が

安
全
で
安
心
し
て
参
加
で
き
る
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
が

国
の
主
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
一
二
年
五
月
一
七
日
に
公
布
さ

れ
た
｢高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
｣
(通
称

｢交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
｣)
及
び
平
成
一
二
年
三

月
一

五
日
に

｢重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
移
動
円
滑
化
の
た
め

に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
｣
(平
成
一
二
年

建
設
省
令
第
四
〇
号
)
が
制
定
さ
れ
、
道
路
空
間
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
よ
り
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
移
動

に
際
し
て
の
身
体
の
負
担
を
軽
減
し
、
も
っ
て
移
動
の
利

便
性
及
び
安
全
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
法
的
に
位
置
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
国
土
交
通
省
で
は
、
｢道
路
空

間
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
懇
談
会
｣
を
設

置
し
、
有
識
者
、
関
係
団
体
、
福
祉
関
連
に
携
わ
る
専
門

家
、
行
政
担
当
者
等
か
ら
、
多
角
的
な
ご
意
見
、
ご
要
望

を
伺
い
、
道
路
空
間
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
へ
反

映
さ
せ
て
き
て
い
ま
す
。
同
懇
談
会
で
出
さ
れ
た

｢道
路

空
間
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
懇
談
会
の
提

言
｣
を
受
け
、
平
成
一
二
年
三

月
一
五
日
に

｢重
点
整

備
地
区
に
お
け
る
移
動
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の

構
造
に
関
す
る
基
準
｣
(平
成
一
二
年
建
設
省
令
第
四
〇

号
)
を
制
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
道
路
管
理
者
が
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
対

象
と
な
る
地
域
等
に
お
い
て
実
施
す
る
道
路
特
定
事
業
の

整
備
の
考
え
方
を
示
す
た
め
、
同
基
準
の
運
用
を
補
完
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

三

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
経
緯

昨
年
度
策
定
し
た
｢道
路
の
移
動
円
滑
化
整
備
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

(基
礎
編
)｣
(歩
道
等
、
立
体
横
断
施
設

(横
断

歩
道
橋
等
)
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
)
に
引
き

続
き
、
｢道
路
空
間
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え

邇
離
の
鰺
醐
鬮
糒
電
離
榊
ガ
イ
ド
ラ
イ
レ
◎

簾
鱈
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課



る
懇
談
会
｣
に
お
い
て
、
基
礎
編
に
追
加
す
る
内
容
に
つ

い
て
実
証
実
験
等
を
踏
ま
え
て
検
討
い
た
だ
き
、
こ
の
た

び
、
追
加
部
分
の
原
案
を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
て
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

追
加
さ
れ
る
内
容
は
、
歩
車
道
境
界
部
の
形
状
、
乗
合

自
動
車
停
留
所

(バ
ス
停
)、
路
面
電
車
停
留
場
、
自
動

車
駐
車
場
、
案
内
標
識
、
道
路
照
明
施
設
、
積
雪
寒
冷
地

に
お
け
る
配
慮
、
駅
前
広
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

本
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等

を
は
じ
め
と
す
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は
も
と
よ
り
、
す
べ

て
の
人
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
も
の
が
望
ま
し
い
と
い
う

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
も
配
慮
し
て
お

り
、
本
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
整
備
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
利
用
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
道

路
空
間
と
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す

(以
下
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
提
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
各

項
目
に
対
す
る
概
要
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
い
た
だ
い
た

意
見
を
踏
ま
え
、
修
正
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
)。

1

歩
車
道
境
界
段
差

歩
車
道
境
界
の
段
差
に
つ
い
て
は
、
段
差
を
二
皿
と
す

る
こ
と
の
み
で
は
視
覚
障
害
者
の
識
別
性
及
び
車
い
す
使

用
者
の
通
行
性
を
高
い
レ
ベ
ル
と
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ま
た
、
安
易
に
o

(ゼ
ロ
)
の
段
差
と
し
て
視
覚
障

害
者
の
識
別
性
を
確
保
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が
あ
る
と
い

は

者

者

用

殺

害

便

　
　
　

　
　
　

白杖や足により歩車道境界を認知可能

車いすで段差を登ることが可能

歩道側
車道側2cm ↑

　　　
隊石の群き:筋姫以上

線
端
段
差 20 %o

　　　　　　　　
Q 5c m

　　　
　
　　　　　　 　

と一歩髪5副孃

(国土交通省の実験の結果、車いす使用者及び視覚障害者ともに評価の高かったものの例)

図 1 対象となる緑右形状の例



図 2 バス停のベンチ及び上
屋の例

っ
た
意
見
が
懇
談
会
で
出
さ
れ
、
実
験
に
よ
る
検
証
を
行

う
よ
う
に
指
摘
を
受
け
、
実
験
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

そ
の
結
果
、
歩
車
道
境
界
の
緑
端
段
差
に
つ
い
て
以
下

を
規
定
し
て
お
り
ま
す

(図
1
)。

･
段
差
は
標
準
2
伽
と
す
る

･
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
や
緑
石
形
状
、
突
起

等
で
視
覚
障
害
者
の
識
別
性
を
確
保
す
る
こ
と
等
の

条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
2
皿
未
満
の
段
差
を
整
備

す
る
こ
と
も
可
能
と
す
る

2

乗
合
自
動
車
停
留
所

(バ
ス
停
)

乗
合
自
動
車
停
留
所
に
は
、
ベ
ン
チ
及
び
そ
の
上
屋
を

設
け
る
こ
と
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
事
例
を
例
示
し
て

い
ま
す

(図
2
)。

乗
合
自
動
車
停
留
所
に
バ
ス
が
停
留
所
か
ら
離
れ
ず
に

ぴ
っ
た
り
停
車
す
る
こ
と
は
車
い
す
使
用
者
、
高
齢
者
に

と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
例
示

し
て
い
ま
す

(図
3
)。

ま
た
、
停
留
所
の
部
分
の
高
さ
を
胚
皿
(
一
般
部
は
5

飢
)
と
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
バ
ス

ヘ
の
乗
降
を
容
易
と
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す

(図

4
)0

ノンステップバスの例

歩道部が高いと乗り降りが容易

図 3 新型バスベイの例

バス車両のバス停留場へ

の接近性が向上

パスが停留所から

離れてしまう

　
鏑
棄

　
　

ず ※娘合自動申停留所の区間の長さは、歩行者
の港留人数を考慮して決定する◇

図 4 乗合自動車停留所を設ける歩道の構造の例



3

路
面
電
車
停
留
場

乗
降
場
の
有
効
幅
員
は
、
両
側
を
使
用
す
る
も
の
に
あ

っ
て
は
2

m
以
上
、片
側
を
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、

蟠
m
以
上
確
保
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す

(図
5
)。

車
い
す
使
用
者
等
の
通
行
を
考
慮
し
、
乗
降
場
と
路
面

電
車
の
車
両
の
乗
降
口
の
床
面
と
は
で
き
る
限
り
平
ら
と

す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す

(図
6
)。

乗
降
場
は
、
利
用
者
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

柵
、
車
両
衝
突
防
止
用
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
と
も
に
、

乗
降
場
と
車
道
等
の
間
を
ス
ロ
ー
プ
と
す
る
こ
と
を
規
定

し
て
い
ま
す

(図
7
)。

4

自
動
車
駐
車
場

下
記
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す

(図
8
)。

･
身
体
障
害
者
用
駐
車
施
設
に
つ
い
て
は
、
車
い
す
使

用
者
等
に
考
慮
し
た
設
置
数
、
大
き
さ

(幅
三
･
五

m
)、
構
造
、
案
内
表
示
等

･
同
乗
す
る
身
体
障
害
者
の
円
滑
な
乗
降
を
確
保
す
る

た
め
の
身
体
障
害
者
用
停
車
施
設
の
設
置
位
置
、
大

き
さ
等

･
屋
外
に
設
け
ら
れ
る
自
動
車
駐
車
場
の
身
体
障
害
者

用
駐
車
施
設
･
停
車
施
設
及
び
通
路
に
は
、
屋
根
を

設
け
る
も
の
と
す
る

･
自
動
車
駐
車
場
に
設
置
す
る
便
所
に
つ
い
て
は
、
大

き
さ
、
出
入
口
、
手
す
り
等
車
い
す
使
用
者
等
に
配

慮
し
た
構
造
と
す
る

･
そ
の
他
、
場
内
の
案
内
施
設
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用

図 5 乗降場の有効幅員 (1.5 m 以上) 確保することを規定

幅員1 .5 m 以上を確保 k

ケはベンチ及びその上屋を設置することも規定

乗降場と路面電車の車両の乗降口の床面とはできる限り平らとすることを規定

柵 ･スロープの設置例　緘
衝

7図



ブ
ロ
ッ
ク
、
照
明
施
設
、
発
券
機

･
精
算
機
等

出入口

身体障害者の円滑な通行を確保

QU図
身体障害者用停車施設
同乗する身体障害者の円滑な乗降を
確保

適する施設

し定例

5

案
内
標
識

歩
行
者
系
の
案
内
標
識
を
設
置
す
る
際
の
配
慮
事
項
等

を
規
定
し
て
い
ま
す

(図
9
)。

｢著
名
地
点
｣
を
表
示
す
る
案
内
標
識
に
は
、
必
要
が

あ
る
場
合
に
、
現
在
位
置
、
当
該
案
内
標
識
に
示
す
著
名

地
点
及
び
表
示
す
る
必
要
の
あ
る
立
体
横
断
歩
道
等
の
施

　
　

　
　

　
　

べ

で

例

　
　
　

　　
　　
　QU図

設
の
位
置
等
を
表
示
す
る
地
図
を
附
置
す
る
こ
と
を
規
定

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
該
地
図
の
車
い
す
使
用
者
、
外
国
人
等
に
配

慮
し
た
、
様
式
、
情
報
内
容
、
掲
示
位
置
等
に
つ
い
て
例

示
し
て
い
ま
す

(図
中
)。

交通施設や公約施設を
ビクトグラムで表示

公衆便所やエレベータ
一等の施設をピクトグ
ラムで表示

　勘
0

地

図

剛

身体障害者の安全かつ円滑な乗降を確
保

=
n
日

便所
身体障害者が円滑に利用でき
るため広さ ･施設等を確保

視覚障害者誘導用ブロック

視覚障害者に対しての障害物
の回避及び誘導



6

休
憩
施
設

歩
行
者
の
休
憩
需
要
に
応
じ
、
交
差
点
、
バ
ス
停
等
の

交
通
結
節
点
等
に
適
当
な
間
隔
に
ベ
ン
チ
及
び
そ
の
上
屋

を
設
け
た
休
憩
施
設
を
設
け
る
こ
と
を
規
定
、
ま
た
、
歩

行
空
間
等
を
有
効
利
用
し
た
休
憩
施
設
の
設
置
事
例
に
つ

い
て
例
示
し
て
い
ま
す

(図
=
)。

7

道
路
照
明
施
設

･高
齢
者
や
身
体
障
害
者
等
の
身
体
特
性
を
考
慮
す
る

と
、
安
心

･
安
全
に
移
動
で
き
る
明
る
さ
と
し
て
水

平
照
度
一
〇
ル
ク
ス
以
上
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

･
確
保
す
べ
き
均
斉
度

(当
該
歩
道
路
面
上
の
水
平
面

照
度
の
最
小
値
を
平
均
値
で
除
し
た
値
)
等
の
歩
道

照
明
施
設
の
配
慮
事
項
を
規
定
し
て
い
ま
す
(図
胆
)。

図

8

積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
配
慮

積
雪
寒
冷
地
に
お
い
て
防
雪
施
設
、
除
雪
施
設
等
の
設

置
の
必
要
な
箇
所

･
区
間
に
つ
い
て
明
示
す
る
と
と
も

に
、
消
雪
施
設
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
に
つ
い
て
事

例
を
例
示
し
て
い
ま
す

(図
幹
)。

9

駅
前
広
場

主
た
る
歩
行
者
動
線
は
可
能
な
限
り
水
平
移
動
と
す
る

も
の
と
し
、
で
き
る
限
り
垂
直
移
動
が
少
な
い
動
線
設
定

　
　　
　
　

大

き　
　
　
　

図13 立体的駅前広場に設置された垂直移動設備の事例
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を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
垂
直
移
動
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
り
行
え
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
を
規

定
し
て
い
ま
す

(“
ペ
ー
ジ
図
旧
参
照
)。

歩
行
者
の
主
動
線
上
に
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動

の
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
連
続
し
た
上
屋
を
設
置
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま

す

(図
旧
)。

ま
た
、
バ
ス
停
留
所
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
つ
い
て
も
、

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
へ
の
配
慮
事
項
に
つ
い
て
例
示

し
て
い
ま
す

(図
捲
)。

五

今
後
の
予
定

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え

た
修
正
を
行
い
、
今
後

｢道
路
空
間
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
考
え
る
懇
談
会
｣
に
ご
確
認
い
た
だ
い
て
、

｢移
動
円
滑
化
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
｣
を
策
定
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
当
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
書
籍
と

し
て
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

図 16 タクシー停車位置に接する部分切
下げ、乗車しやすくする。

図15 連続的に上屋を設置した事例
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嫌鷺圓補卿の嚏まつり

一

は
じ
め
に

毎
年
八
月
に
開
催
す
る

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
各
道
路
管
理
者
に
お
か
れ
て
も
知
恵
を
絞
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
年
八
月
一
〇
日
に
金
沢
市
で
開
催
し
た

｢第
一
六
回

石
川
の
夏
祭
り

･
歩
行
者
天
国

へ
道
路
ま
つ
り
こ

の
直

接
参
加
者
は
数
千
人
、
参
加
者
総
数
の
公
式
発
表
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
沿
道
の
観
衆
を
加
え
る
と
数
万
人
規
模
と
な

り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国

道
一
五
七
号
に
歩
行
者
天
国
を
設
け
て
開
催
す
る
本
イ
ベ

ン
ト
は
、
本
年
は
そ
の
区
間
延
長
を
約
一
･
五
蛔
に
拡
大

し
て
実
施
し
、
金
沢
の
二
大
繁
華
街
で
あ
る

｢片
町
･
香

林
坊
｣
と

｢武
蔵
｣
を
一
体
化
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

道
路
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
例
と
し
て
、
ま
た
、
地
元
振

興
策
と
し
て
も
ご
参
考
と
な
れ
ば
と
思
い
、
本
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
皆
様
に
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

二

道
路
ま
つ
り
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

昭
和
六
0
、
六
一
年
度
に
国
道
一
五
七
号
香
林
坊
キ
ャ

ブ
事
業
、市
街
地
再
開
発
事
業
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

尾
山
町
交
差
点
か
ら
香
林
坊
交
差
点
ま
で
約
七
〇
0
m
の

景
観
が
大
変
良
く
な
り
、
両
側
の
商
業
施
設
が
一
体
感
を

持
て
る
よ
う
な
環
境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
周
辺
環
境
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
地
元
の

商
店
街
、
商
工
振
興
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
賑
わ
い
を
創

出
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
盛
り
上
が
り
、
そ
の
意
向
を
受

け
、
県
民
の
よ
り
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
暮
ら
し
、
そ
し
て

道
路
の
意
義

･
重
要
性
に
対
す
る
認
識
の
高
揚
を
図
る
環

境
と
し
て
、
県
都
金
沢
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
一
部

を
解
放
し
、
｢人
｣
｢道
｣
｢生
活
｣
｢車
社
会
｣
に
つ
い
て

じ
っ
く
り
考
え
る
場
と
し
て
の

｢歩
行
者
天
国
｣
を
実
施

し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。

す
で
に
歩
行
者
天
国
は
、
全
国
各
地
で

｢ホ
コ
テ
ン
｣

と
し
て
一
般
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
北
陸
地
方
建

設
局
金
沢
工
事
事
務
所
と
し
て
も
、
｢道
路
に
関
す
る
P

R
が
も
っ
と
必
要
｣
と
い
う
認
識
の
下
、
そ
の
方
法
を
模

索
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
同
事
務
所
、
石
川
県
、
金
沢

市
及
び
日
本
道
路
公
団
金
沢
管
理
局
の
四
機
関
で
構
成
す

る
道
路
管
理
者
連
絡
会
が
、
片
町
･
香
林
坊
の
商
店
街
と

と
も
に
実
行
委
員
会
の
一
員
に
加
わ
り
、
昭
和
六
二
年
八

月
に

｢石
川
の
夏
祭
り
･
歩
行
者
天
国
｣
が
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

以
後
、
毎
年
、
お
お
む
ね
八
月
の
第
一
日
曜
日
午
後
四

時
か
ら
、
道
路
の
P
R
関
係
の
コ
ー
ナ
ー
、
キ
リ
コ
の
練

り
歩
き
、
獅
子
舞
、
人
気
歌
手
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
大
道
芸
、

子
供
と
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
太
鼓
の
競
演
、
ス
ト

リ
ー
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
乗
馬
体
験
と
い
っ
た
若
者
を
集
め

る
催
し
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

本
来
な
ら
ば
、
市
民
に
道
路
の
役
割
や
大
切
さ
を
理
解

い
た
だ
き
、
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
行
事
に
参
加
し
て
も



ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
主
催
者

(道
路
管
理
者
)
側
主
体
と
な
っ
て
実
施

さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
道
路
ま
つ
り
そ
の
も
の
の
盛

り
上
が
り
が
欠
け
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

三

平
成
二
四
年
度
の
道
路
ま
つ
り

近
年
、
国
道
一
五
七
号
尾
山
町
交
差
点
か
ら
武
蔵
交
差

点
ま
で
の
香
林
坊
拡
幅
事
業
が
完
成
、
歩
道
が
広
く
美
し

く
整
備
さ
れ
、
武
蔵
ヶ
辻
地
下
歩
道

(む
さ
し
ク
ロ
ス
ビ

ア
)
が
出
入
口
上
屋
を
透
明
ガ
ラ
ス
構
造
と
し
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。ま
た
、

む
さ
し
交
差
点
に
近
接
し
た
名
鉄
エ
ム
ザ

(デ
パ
ー
ト
)

も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
一
層
の
環
境
改
善
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
石
川
県
庁
が
平
成
一
五
年
に
金
沢
駅
西
地
区
の

新
庁
舎
へ
移
転
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
地
元
商
店

街
は
、
武
蔵
~
香
林
坊
エ
リ
ア
の
空
洞
化
に
対
す
る
危
機

感
を
強
く
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
片
町
･
香
林
坊
地
区
と
武
蔵
地
区
と

が
別
々
に
競
う
の
で
は
な
く
、
時
に
は
互
い
に
連
携
し
再

活
性
化
に
力
を
合
わ
せ
よ
う
と
い
う
機
運
が
そ
れ
ぞ
れ
の

商
店
街
を
中
心
に
起
き
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

今
年
度
は
、
歩
行
者
天
国
の
実
施
区
間
を
従
前
の
香
林
坊

か
ら
片
町
ま
で
の
約
七
〇
0
m
を
武
蔵
地
区
ま
で
延
伸

し
、
合
計
約
一
、
五
〇
0
m
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
時
間

も
午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
と
し
て
開
催
す
る
こ
と

広坂

ず

　

　

国

主　

　　

　
　
　

道路まつり 規制図

綿場



と
な
り
ま
し
た
。

四

｢今
回
の
夏
ま
つ
り
｣
の
特
徴

今
回
の
夏
祭
り
か
ら
新
た
に
、
｢
Y
O
S
A
K
O
I
｣

(高
知
県
の
よ
さ
こ
い
祭
り
と
北
海
道
の
ソ
ー
ラ
ン
節
が

ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
、
鳴
子
を
持
っ
て
踊
る
こ
と
、
地
元
民
謡

の
一
節
を
曲
に
取
り
入
れ
る
こ
と
、
ソ
ー
ラ
ン
節
の
フ
レ

ー
ズ
を
曲
に
取
り
入
れ
る
こ
と
と
い
っ
た
ル
ー
ル
以
外
は

自
由
な
、
踊
り
が
中
心
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
ま
つ
り
)

が
加
わ
り
ま
し
た
。
｢Y
O
S
A
K
O
I
｣
の
特
徴
は
老

若
男
女
を
問
わ
ず
、
企
業

･
地
域
･
学
校
単
位
の
組
織
体

で
構
成
さ
れ
、
地
域
と
の
協
同
･
連
帯
感
の
高
揚
に
寄
与

虐
　　　
　
　

　　
　
　　　

　　

　

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
何
よ
り
も
自
ら
が
ま
つ
り
を
運

営
す
る

｢チ
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
｣
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
約
｢

五

〇
0
m
の
区
間
に
五
箇
所
の
演
舞
会
場
を
設
け
、
二
八
チ

ー
ム
の
約
一
、
四
〇
〇
人
に
よ
る
華
麗
な
演
舞
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
｢石
川
踊
り
天
国
｣
と
し
て
石
川
県

内
各
地
の
踊
り
流
し
チ
ー
ム
約
一
、
六
〇
O
人
が
浴
衣
姿

で
踊
り
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
企
画
が
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
り
、
予

想
以
上
の
観
客
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
路
上
で
は
、
踊
り
手

だ
け
で
な
く
、
一
般
参
加
者
も
踊
り
手
と
一
体
感
を
持
っ

｢Y O S A K 0 u には多くの若者が参加

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
熱
気
に
包
ま
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、国
道
に
面
し
た
商
店
が
行
う
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
、

飲
食
な
ど
の
出
店
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
の
休
憩
空
間

や
、
キ
リ
コ
の
練
り
歩
き
や
太
鼓
の
競
演
、
道
路
P
R
コ

ー
ナ
ー
な
ど
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
た
飽
き
さ
せ
な
い
イ

ベ
ン
ト
空
間
が
連
続
し
て
出
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
武
蔵

か
ら
片
町
の
一
体
感
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
一
層
の
絆
が
強

ま
り
ま
し
た
。

武
蔵
と
香
林
坊
に
は
そ
れ
ぞ
れ
北
陸
を
代
表
す
る
百
貨

店
が
あ
り
、
片
町
は
北
陸
を
代
表
す
る
繁
華
街
で
す
。
今

回
の
実
施
区
間
の
両
端
そ
し
て
中
間
地
点
に
は
、
こ
の
よ

石川県内各地からの踊り流し

テープカットにより、 道路まつりがスタート



う
に
コ
ア

(核
)
と
な
る
商
業
施
設
が
立
地
し
て
い
る
場

所
で
実
施
で
き
た
こ
と
が
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
い

っ
た
単
発
の
事
業
で
終
わ
ら
ず
、
複
合
的
に
プ
ラ
ス
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
要
素
で
あ
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
、
実
施
区
間
が
倍
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、

市
民
の
関
心
を
呼
び
、
心
理
的
要
因
も
プ
ラ
ス
し
て
相
乗

的
に
作
用
し
た
結
果
、
爆
発
的
な
人
出
と
な
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

五

道
路
管
理
者
の
立
場

道
路
管
理
者
連
絡
協
議
会
と
し
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
協

力
す
る
た
め
音
宙
心統

一
を
図
り
準
備
を
進
め
ま
し
た
が
、

表
に
立
っ
て
協
力
す
る
の
で
は
な
く
、
実
行
委
員
会
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
い
わ
ば
黒
子
役
に
徹
す
る
こ
と
で
、
よ
り
実

行
委
員
会
の
工
夫
や
意
欲
を
引
き
出
す
よ
う
努
め
ま
し

た
。ま

た
、
金
沢
東
部
環
状
道
路
の

(仮
称
)
月
浦
I
C
付

近
の
立
体
模
型
展
示
や
道
路
相
談
室
の
開
設
、
ホ
ッ
ピ
ン

グ
、
竹
馬
、
落
書
き
コ
ー
ナ
ー
、
水
鉄
砲
、
除
雪
車
の
試

乗
体
験
と
い
っ
た
道
路
と
ふ
れ
あ
う
場
を
提
供
し
ま
し

た
。穴

パ
ー
ク
&
バ
ス
ラ
イ
ド
の
裏
施

実
行
委
員
会
が
実
施
主
体
と
な
り
、
当
日
の
交
通
混
雑

対
策
と
し
て
、
既
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
兼
六
園
な

ど
で
毎
年
実
施
し
良
好
な
実
績
を
あ
げ
、
利
用
者
の
評
判

分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
)

おなじみの道路管理者の ｢らくがきコーナー｣

当
初
各
ル
ー
ト
三
一往
復
ず
つ
、
合
わ
せ
て
四
八
便
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者
が
当
初
の
予
定
を
は
る

か
に
上
回
っ
た
た
め
、
臨
時
に
増
便
す
る
こ
と
と
な
り
、

午
後
三
時
半
か
ら
九
時
半
頃
ま
で
、
一
〇
分
か
ら
一
五
分

間
隔
で
連
行
し
た
結
果
、
城
北
ル
ー
ト
が
往
復
で
二
七

便

･
利
用
者
一
、
五
七
四
人
、
横
宮
ル
ー
ト
は
往
復
で
三

一
便
、
利
用
者
一
、
七
九
〇
人
と
な
り
ま
し
た
。

七

終
わ
り
に

毎
年
、
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
て
い
る
と
、

と
も
す
れ
ば
マ
ン
ネ
リ
化
し
が
ち
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

年
は
、
地
元
の
強
い
気
持
ち
に
も
引
っ
張
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
ひ
と
工
夫
も
ふ
た
工
夫
し
た
こ
と
に
よ
り
、
金
沢
を

代
表
す
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
交
通
機
能
や
景
観
面
に

お
い
て
、
さ
ら
に
一
体
感
を
増
し
、
地
域
の
活
性
化
の
一

助
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
様
々
な
取
組
み
、工
夫
を
継
続
し
て
い
く
中
で
、

道
路
の
P
R
に
努
め
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
道
路
空
間
が

交
流
の
空
間
と
し
て
お
互
い
に
気
持
ち
が
か
よ
い
合
う
場

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
極
め
て
良
い
、
パ
ー
ク
&
バ
ス
ラ
イ
ド
を
今
回
初
め
て

導
入
し
ま
し
た
。
次
の
二
ル
ー
ト
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
連

行
す
る
こ
と
で
、道
路
ま
つ
り
参
加
者
の
利
便
性
の
向
上
、

交
通
混
雑
の
緩
和
を
図
り
ま
し
た
。

･
城
北
ル
ー
ト

…
能
登
方
面
か
ら
の
利
便
性
対
策

(金
沢

市
郊
外
)
城
北
運
動
公
園

(四
五
〇
台

分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
)

･
横
宮
ル
ー
ト
"
加
賀
方
面
か
ら
の
利
便
性
対
策

(野
々

市
町
)
旧
ジ
ャ
ス
コ
跡
地

(四
五
〇
台



ダ
イ
ス
ケ
…
路
政
課
･
三
年
目
係
員

や
す
お

…
路
政
課
･
新
人
係
員

(あ
る
昼
休
み
、
食
事
に
向
か
う
一
コ
マ
)

ダ
イ
ス
ケ

そ
ろ
そ
ろ
紅
葉
の
季
節
だ
ね
。
街
路
樹
も
い

い
感
じ
で
色
づ
い
て
き
た
。
今
週
の
週
末
あ
た
り
、
ド

ラ
イ
ブ
が
て
ら
山
に
紅
葉
で
も
見
に
行
こ
う
か
な
。

や
す
お

僕
は
こ
の
銀
杏
の
つ
ぶ
れ
た
匂
い
が
け
っ
こ
う

苦
手
な
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ダ
イ
ス
ケ
さ
ん
、
誰
か
ご

一
緒
に
ド
ラ
イ
ブ
に
行
く
よ
う
な
方
で
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
ん
で
す
か
?

そ
う
い
え
ば
今
週
末
は
確
か
ダ
イ
ス

ケ
さ
ん
の
誕
生
日

!
o

ダ
イ
ス
ケ

(ギ
ク
!

話
を
そ
ら
す
よ
う
に
)
ま
あ
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て

!
。
と
こ
ろ
で
や
す
お
君
、

今
歩
い
て
い
る
道
路
だ
け
ど
、
こ
れ
県
道
で
あ
っ
て
か

つ
市
道
で
も
あ
る
っ
て
知
っ
て
た
?

や
す
お

そ
う
な
ん
で
す
か
。
県
道
と
市
道
が
重
複
す
る

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
か
。
で
も
そ
の
場
合
、
道
路
管
理

者
は
誰
に
な
る
ん
で
す
か
?

県
と
市
の
二
者
が
共
同

で
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
?

ダ
イ
ス
ケ

や
す
お
君
、
道
路
法

(以
下
、
法
)
に
道
路

の
路
線
が
重
複
す
る
場
合
の
措
置
に
関
す
る
規
定
が
あ

る
よ
。
法
第
十
一
条
第
二
項
に
よ
る
と
、
｢都
道
府
県

道
の
路
線
と
市
町
村
道
の
路
線
と
が
重
複
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、そ
の
重
複
す
る
道
路
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
道
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
｣
と
さ
れ
て

い
る
。

や
す
お

で
は
、
こ
の
道
路
の
道
路
管
理
者
は
県
と
い
う

こ
と
で
す
か
。

ダ
イ
ス
ケ

そ
う
だ
ね
。
法
は
国
道
と
都
道
府
県
道

･
市

町
村
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
同
条
第
一
項
で

｢国

道
の
路
線
と
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
の
路
線
と
が

重
複
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
重
複
す
る
道
路
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
道
に
関
す
る
規
定
を
適

用
す
る
｣
と
し
て
い
る
。

や
す
お

と
い
う
こ
と
は
、
法
の
規
定
か
ら
す
る
と
、
例

え
ば
都
道
府
県
道
と
市
町
村
道
の
路
線
が
重
複
す
る
場

合
、
市
町
村
が
道
路
管
理
者
に
な
る
こ
と
も
で
き
な
い

し
、
都
道
府
県
と
市
町
村
と
が
道
路
管
理
権
限
を
共
同

で
行
使
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

ダ
イ
ス
ケ

う
ん
。
都
道
府
県
道

･
市
町
村
道
に
関
す
る

規
定
に
国
道
に
関
す
る
規
定
を
優
先
さ
せ
、
市
町
村
道

に
関
す
る
規
定
に
都
道
府
県
道
に
関
す
る
規
定
を
優
先

さ
せ
て
い
る
理
由
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
的
な
幹
線
道
路

網
を
構
成
し
、
地
方
的
な
幹
線
道
路
網
を
構
成
し
て
い

る
国
道
、
都
道
府
県
道
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
必
要
か
つ
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
な
ん
だ
。

道
路
を
共
同
で
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由

は
、道
路
管
理
権
限
を
行
使
す
る
も
の
が
二
者
い
て
は
、

例
え
ば
道
路
占
用
の
許
可
を
得
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ

て
手
続
が
煩
雑
に
な
っ
て
困
る
だ
ろ
う
し
、
道
路
管
理

者
が
二
者
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
責
任
の
所
在
が
不
明

確
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
ね
。

や
す
お

な
る
ほ
ど
。
で
は
、
例
え
ば
都
道
府
県
道
と
市

町
村
道
の
路
線
と
が
重
複
し
て
い
た
場
合
に
、
道
路
本

体
は
都
道
府
県
が
管
理
し
て
、
道
路
の
附
属
物
は
市
町

村
が
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
も
認
め
ら
れ
な
い
ん
で
し

ょ
う
か
。

ダ
イ
ス
ケ

管
理
を
複
雑
に
し
な
い
、
責
任
の
所
在
を
不

明
確
に
し
な
い
等
の
法
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
も

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
ね
。

や
す
お

で
も
待
て
よ
。
ダ
イ
ス
ケ
さ
ん
、
法
に
共
用
管

理
施
設
の
管
理
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
道
路
本
体
の
管
理
と
は
別
に
、

附
属
物
に
関
し
て
は
市
町
村
が
管
理
す
る
と
い
う
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
り
は
し
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
?

讓
睡
濃
稔
鬮
無
鱸
驫
魚

轢
讓
◎
轤
構



ダ
イ
ス
ケ

確
か
に
、
法
第
十
九
条
の
二
で
共
用
管
理
施

設
の
管
理
に
関
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
で
も
本
条
で

特
別
に
管
理
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

る
共
用
管
理
施
設
と
は
、
一
の
道
路
の
施
設
で
あ
り
な

が
ら
、
隣
接

･
近
接
す
る
他
の
道
路
の
管
理
の
た
め
の

施
設
と
し
て
の
効
用
を
も
有
す
る
施
設
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
施
設
の
周
辺
に
つ
い
て
二
以
上
の
道
路
の
道

路
区
域
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い

ん
だ
。
あ
く
ま
で
道
路
区
域
は
一
つ
な
ん
だ
。
だ
か
ら
、

路
線
が
重
複
す
る
場
合
に
道
路
附
属
物
の
管
理
に
つ
い

て
は
別
の
道
路
管
理
者
が
行
え
る
と
い
う
こ
と
を
、
本

条
か
ら
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
ん
だ
。

や
す
お

な
る
ほ
ど
。
じ
ゃ
あ
、
都
道
府
県
道
と
市
町
村

道
の
路
線
が
重
複
し
て
い
る
場
合
、
市
町
村
は
何
ら
管

理
権
限
を
行
使
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

ダ
イ
ス
ケ

い
や
、
本
条
は
道
路
管
理
権
が
必
要
以
上
に

競
合
し
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
の
規
定
で

あ
り
、
こ
の
趣
旨
に
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
は
、
他

の
道
路
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
認
め
て
も
問
題
は
な

い
。
例
え
ば
、
当
然
、
都
道
府
県
道
と
市
町
村
道
の
路

線
が
重
複
す
る
場
合
に
お
い
て
も
市
町
村
は
市
町
村
道

に
つ
い
て
道
路
の
区
域
の
決
定
又
は
変
更
を
行
う
権
限

を
有
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
権
限
ま
で
も
、
都
道

府
県
道
の
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
に
行
わ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
は
な
い
ん
だ
。
ま
た
、
市
町
村
道
の
管
理

権
限
は
潜
在
化
し
て
い
る
だ
け
で
消
滅
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
か
ら
、
都
道
府
県
道
の
路
線
が
廃
止
さ
れ
た

場
合
は
、
市
町
村
の
道
路
管
理
権
限
が
顕
在
化
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
都
道
府
県
道
を
市
町

村
へ
引
き
継
ぐ
手
法
が
考
え
ら
れ
る
。
法
第
十
条
第
一

項
に
お
い
て

｢都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
都

道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
に
つ
い
て
、
一
般
交
通
の
用

に
供
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
路
線
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
路
線
が
重
複
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
同

様
と
す
る
。｣
と
あ
る
。
ま
ず
市
町
村
道
の
路
線
を
都

道
府
県
道
の
路
線
と
重
複
さ
せ
て
認
定
し
た
上
で
、
都

道
府
県
道
の
路
線
の
廃
止
を
行
う
ん
だ
。
た
だ
、
こ
の

場
合
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
路
線
を
重

複
さ
せ
る
期
間
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
、

三
月
三
一
日
に
都
道
府
県
道
を
廃
止
し
て
、
四
月
一
日

に
市
町
村
道
を
認
定
す
る
こ
と
は
、
路
線
が
重
複
し
て

い
る
期
間
が
な
く
、
都
道
府
県
道
の
路
線
の
廃
止
は
認

め
ら
れ
な
い
。

や
す
お

な
る
ほ
ど
。

ダ
イ
ス
ケ

と
こ
ろ
で
、
や
す
お
君
。
最
近
腹
が
減
っ
て

し
ょ
う
が
な
い
こ
と
な
い
?

僕
は
昨
日
久
し
ぶ
り
に

お
昼
に
カ
レ
ー
パ
ン
を
七
個
食

っ
た
よ
。

や
す
お

ホ
ン
ト
で
す
か
?

カ
レ
ー
パ
ン
だ
け
で
七
個

で
す
か
。
ち
ょ
っ
と
想
像
で
き
な
い
で
す
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

い
や
ぁ
、
｢天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
｣
と
は
よ

く
言
っ
た
も
の
だ
よ
。
で
も
昼
に
食
べ
過
ぎ
る
と
午
後

眠
く
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
な

い
と
ね
!

○
道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
六
月
十
日
法
律
第
百
八
十
号
)

(路
線
の
廃
止
又
は
変
更
)

第
十
条

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村

道
に
つ
い
て
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め

る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
路
線
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
路
線
が
重
複
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

2
･
3

(略
)

(路
線
が
重
複
す
る
場
合
の
措
置
)

第
十
一
条

国
道
の
路
線
と
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
の
路
線
と
が
重

複
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
重
複
す
る
道
路
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

国
道
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

2

都
道
府
県
道
の
路
線
と
市
町
村
道
の
路
線
と
が
重
複
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
そ
の
重
複
す
る
道
路
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
道
に

関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

3

他
の
道
路
の
路
線
と
重
複
す
る
よ
う
に
路
線
を
指
定
し
、
認
定
し
、

若
し
く
は
変
更
し
ょ
う
と
す
る
者
又
は
他
の
道
路
の
路
線
と
重
複
し
て

い
る
路
線
に
つ
い
て
路
線
を
廃
止
し
、
若
し
く
は
変
更
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
現
に
当
該
道
路
の
路
線
を
認
定
し
て
い
る
者
に
、
あ
ら
か
じ
め

そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(共
用
管
理
施
設
の
管
理
)

第
十
九
条
の
二

道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
又
は
軽
減
、

道
路
の
排
水
そ
の
他
の
道
路
の
管
理
の
た
め
の
施
設
又
は
工
作
物
で
、

当
該
道
路
と
隣
接
し
、
又
は
近
接
す
る
他
の
道
路
か
ら
発
生
す
る
道
路

交
通
騒
音
に
ょ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
又
は
軽
減
、
当
該
他
の
道
路
の

排
水
そ
の
他
の
当
該
他
の
道
路
の
管
理
に
資
す
る
も
の

(第
五
十
四
条

の
二
第

一
項
に
お
い
て

｢共
用
管
理
施
設
｣
と
い
う
。
)
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
及
び
当
該
他
の
道
路
の
道
路
管
理

者

(以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
四
条
の
二
に
お
い
て

｢共
用
管
理
施
設

関
係
道
路
管
理
者
｣
と
い
う
。
)
は
、
第
十
三
条
第

一
項
及
び
第
三
項

並
び
に
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
協
議

し
て
別
に
そ
の
管
理
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
~
5

(略
)



三

野
.

鬮
曲

◎

$

▲

-寵

◎

回

嚢
離
占
鬮
醐
帶
と
轢

(そ
⑭
@

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

第
二
項
で
は
、
当
該
申
請
に
係
る
道
路
の
占
用
が
第
三

十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合

す
る
と
き
は
、
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
許
可
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
、
ひ
と
つ
疑
問
な
ん
で
す
け
ど
、
一
般
の
占

用
物
件
に
つ
い
て
は
政
令
で
定
め
る
基
準
以
外
に
、
道

路
の
敷
地
外
に
余
地
が
な
い
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
も
要
件
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す

け
ど
、
義
務
占
用
物
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
定
は
要

件
に
な
っ
て
い
な
い
っ
て
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か
。

坂
上
係
員

い
わ
ゆ
る
無
余
地
性
の
問
題
ね
。
確
か
に
法
律
で
の

要
件
と
は
さ
れ
て
い
な
い
け
ど
、
電
柱
や
水
道
管
な
ど

の
物
件
ご
と
に
、
政
令
で
定
め
る
基
準
の
中
に
、
例
え

ば

｢道
路
の
敷
地
外
に
、
適
当
な
場
所
が
な
く
、
公
益

上
や
む
を
得
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
。
(※
)｣
と
規
定

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
全
く
要
件
に
な
っ
て
い
な
い
わ
け

で
は
な
い
わ
ね
。

(翌
日
の
朝
。
道
路
法
解
説
を
読
み
な
が
ら
う
な
っ

て
い
る
大
野
係
員
)

坂
上
係
員

ど
う
し
た
の
?

朝
か
ら
そ
ん
な
う
な
り
声
を
あ
げ
て
。

大
野
係
員

昨
日
の
義
務
占
用
物
件
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
た
ん

で
す
け
ど
、
な
か
な
か
わ
か
ら
な
く
て
。

坂
上
さ
ん
は
、
昨
日
課
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

｢義
務
占
用
物
件
と
そ
の
他
の
占
用
物
件
と
は
、
な
ぜ

違
う
の
か
｣
っ
て
わ
か
り
ま
す
か
。

坂
上
係
員(ド

キ
ッ
。
そ
ん
な
こ
と
い
わ
れ
て
も
私
も
な
ん
と

な
く
し
か
わ
か
ら
な
い
わ
よ
。)

じ
ゃ
、
最
初
か
ら
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、

義
務
占
用
物
件
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
第
三
十

六
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
よ
ね
。

大
野
係
員

そ
う
で
す
ね
。
第
一
項
で
は
、
工
事
実
施
の
一
月
前

ま
で
に
、
あ
ら
か
じ
め
工
事
計
画
書
を
道
路
管
理
者
に

提
出
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
て
、

大
野
係
員

な
る
ほ
ど
、
義
務
占
用
物
件
で
あ
っ
て
も
、
無
余
地

性
の
判
断
は
道
路
管
理
者
が
判
断
す
る
問
題
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

坂
上
係
員

そ
う
ね
。
あ
と
は
、
何
か
規
定
が
あ
る
か
し
ら
。

大
野
係
員

施
行
令
第
九
条
で
占
用
の
期
間
に
つ
い
て
規
定
さ
れ

て
ま
す
ね
。
義
務
占
用
物
件
は
期
間
が
十
年
と
さ
れ
て

ま
す
け
ど
、そ
れ
以
外
は
期
間
が
五
年
と
さ
れ
て
ま
す
。

坂
上
係
員

ほ
か
に
は
?

大
野
係
員

え
っ
、
あ
と
何
か
あ
り
ま
し
た
っ
け
。

坂
上
係
員

道
路
法
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
駐
車
場

法
の
規
定
に
基
づ
く
路
外
駐
車
場
や
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業

の
用
に
供
す
る
石
油
管
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法

律
に
さ
っ
き
言
っ
た
道
路
法
第
三
十
六
条
と
同
じ
様
な

規
定

(※
)
が
あ
る
の
よ
o

※

道
路
法
施
行
令
第
十
一
条
第
一
号

(電
柱
、
電
線
又
は
公
衆
電
話
所
の
占

用
の
場
所
)

一

道
路
の
敷
地
外
に
、
当
該
場
所
に
代
わ
る
適
当
な
場
所
が
な
く
、
公
益

上
や
む
を
得
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
他
、
第
十
二
条
第
一
号
、
第
十
二
条
の
三
第
二
号
等
に
お
い
て
同
様
の

条
文
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。



大
野
係
員(道

路
法
令
総
覧
を
確
認
し
な
が
ら
)

あ
っ
、
ほ
ん
と
だ
。
で
も
、
道
路
法
施
行
令
第
九
条

の
占
用
の
期
間
で
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
十
年
の
規
定

が
あ
り
ま
す
け
ど
、
路
外
駐
車
場
は
な
い
で
す
け

ど

･
･
･
。

坂
上
係
員

そ
れ
は
、
路
外
駐
車
場
は
義
務
占
用
物
件
だ
け
ど
、

占
用
の
期
間
は
五
年
だ
っ
て
こ
と
よ
o

大
野
係
員

へ
え
~
。

渡
邊
課
長

あ
と
、
そ
れ
以
外
に
通
達
等
で
義
務
占
用
物
件
に
準

じ
た
取
扱
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
ん
だ
よ
。

坂
上
係
員

あ
っ
、
課
長
。
(そ
れ
、
私
が
い
ま
か
ら
説
明
し
よ

う
と
思
っ
て
た
の
に
~
。
)

P
H
s
の
無
線
基
地
局
や
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

施
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

渡
邊
課
長

そ
う
だ
ね
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度

の
公
益
性
を
有
し
て
い
る
と
み
て
、
義
務
占
用
物
件
に

準
じ
て
、
原
則
と
し
て
占
用
許
可
を
与
え
る
こ
と
に
し

て
い
る
ん
だ
。
と
こ
ろ
で
、
義
務
占
用
物
件
と
そ
の
他

の
占
用
物
件
と
は
、
な
ぜ
取
扱
い
が
違
う
か
分
か
っ
た

か
い
。

大
野
係
員

そ
、
そ
れ
は

･
･
･
o

渡
邊
課
長

じ
ゃ
あ
、
坂
上
さ
ん
。

坂
上
係
員

あ
ん
ま
り
う
ま
く
は
言
え
な
い
ん
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
物
件
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
と

っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
も
の
で
あ
る
の
で
、

そ
う
し
た
も
の
を
一
般
の
占
用
物
件
と
同
じ
規
定
と
す
る

こ
と
は
、
適
当
で
は
な
い
っ
て
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
?

渡
邊
課
長

ま
あ
、
一
言
で
言
う
と
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
な
。
も
う

少
し
言
う
と
、
義
務
占
用
物
件
は
、
極
め
て
高
い
公
益

性
を
有
し
て
い
て
、
か
つ
、
道
路
の
地
下
を
最
も
多
く

占
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
公
益
事
業
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
の

事
情
を
踏
ま
え
て
、
電
気
事
業
、
ガ
ス
事
業
、
水
道
事

業
等
の
公
益
事
業
に
係
る
物
件
を
義
務
占
用
物
件
の
対

象
と
し
て
い
る
っ
て
こ
と
に
な
る
ね
。
大
野
君
、
わ
か

っ
た
か
い
?

大
野
係
員

ま
あ
、
何
と
な
く
で
す
が

!

渡
邉
課
長

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
性
質
ま
で
は
道
路
法
に
書
い
て

あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
業
法
を
じ
っ

く
り
読
ん
で
み
る
と
い
い
。
私
の
六
法
を
貸
そ
う
。

(大
野
係
員
の
机
の
上
に
六
法
全
書
を
ド
サ
ッ
と
置

く
。)

大
野
係
員

え
~
!

こ
れ
か
ら
で
す
か
。
(が
っ
く
り
と
肩
を

落
と
す
。)

(こ
の
頃
終
わ
り
)

※

駐
車
場
法
第
十
七
条
第
一
項

都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
路
外
駐
車
場
の
用
に
供
す
る
た
め
、
道

路
の
地
下
の
占
用
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
占
用

が
道
路
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基

準
に
適
合
す
る
限
り
、
道
路
管
理
者
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
に
よ
る
占
用
の
許

可
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
第
三
十
五
条
第
二
項

道
路
管
理
者
は
、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
用
に
供
す
る
導
管
に
つ
い

て
、
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
の
占
用

の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
道
路
の
占
用

が
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合

す
る
と
き
は
、
そ
の
許
可
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

O

P
H
S
無
線
基
地
局

｢P
H
s
無
線
基
地
局
の
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
(平
成
七
年
一
月

二
十
六
日
付
け
道
路
局
長
通
達
)

○

光
ア
ク
セ
ス
装
置

｢柱
上
設
置
の
光
ア
ク
セ
ス
装
置
の
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
(平
成

七
年
三
月
十
五
日
付
け
路
政
課
長
通
達
)

O

W
L
L
方
式
無
線
装
置

｢W
L
L
方
式
の
導
入
に
伴
う
無
線
装
置
の
道
路
占
用
に
つ
い
て
｣

平̂
成
十

年
七
月
十
日
付
け
道
路
利
用
調
整
室
長
通
達
)

0

有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
･有
線
役
務
利
用
放
送
施
設

｢有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
の
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
(平
成

八
年
六
月
二
十
八
日
付
け
道
路
局
長
通
達
)

0

熱
供
給
導
管

｢熱
供
給
導
管
の
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
(平
成
八
年
六
月
二
十
八

日
付
け
路
政
課
長
通
達
)

○

大
口
ガ
ス
事
業
に
基
づ
く
大
口
ガ
ス
管

｢ガ
ス
事
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
道
路
占
用
許
可
関
係
事
務
の
取
扱
い
に

つ
い
て
｣
(平
成
七
年
五
月
二
十
二
日
付
け
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室
課
長
補

佐
、
国
道
課
課
長
補
佐
事
務
連
絡
)

○

卸
供
給
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設

｢電
気
事
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
道
路
占
用
許
可
関
係
事
務
の
取
扱
い
に

つ
い
て
｣
(平
成
八
年
十
月
十
八
日
付
け
路
放
課
道
路
利
用
調
整
室
課
長
補
佐
、

国
道
課
課
長
補
佐
事
務
連
絡
)



大
阪
市
道
路
照
明
灯
著
作
権
侵
害
損
害
賠
償

請
求
事
件

〔
一
審
判
決
〕
平
成
三
一年
六
月
六
日

大
阪
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

〔二
審
判
決
〕
平
成
一
三
年
一
月
二
三
日

大
阪
高
等
裁
判
所

控
訴
棄
却

〔最
高
裁
判
決
〕
平
成
一
四
年
六
月
一
三
日

最
高
裁
判
所

上
告
棄
却

1

事
件
の
概
要

本
件
は
、
照
明
器
具
の
卸
販
売
、
電
気
工
事
等
を
葉
と

す
る
原
告
が
、
被
告
大
阪
市
に
対
し
て
、
被
告
が
行
っ
た

装
飾
街
路
灯
の
製
作

･
設
置
が
、
原
告
が
作
成
し
た
装
飾

街
路
灯
の
デ
ザ
イ
ン
図
の
著
作
権
を
侵
害
し
、
ま
た
、
営

業
上
の
利
益
を
侵
害
し
た

(不
法
行
為
)
と
し
て
損
害
賠

償
請
求
を
し
た
も
の
で
あ
る

(請
求
額
…
四
、
八
九
七
万

六
、
O
O
〇
円
)。

本
件
街
路
灯
の
設
置
工
事
は
、
地
元
町
会
連
合
会
の
要

望
に
よ
り
、
被
告
の
公
共
工
事
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
地
元
町
会
連
合
会
は
、
工
事
に
際
し
て
、
新
し

い
街
路
灯
の
デ
ザ
イ
ン
案
を
提
出
し
、
工
事
は
当
該
デ
ザ

イ
ン
の
作
成
者
で
あ
る
原
告
に
受
注
さ
せ
る
よ
う
要
望
し

た
。
地
元
町
会
連
合
会
は
、
本
件
街
路
灯
が
本
件
工
事
に

よ
り
改
修
さ
れ
る
以
前
は
原
告
が
街
路
灯
の
設
置
･
管
理

を
担
当
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
原
告
に
新
し
い
街
路
灯
の

デ
ザ
イ
ン
案
の
作
成
を
依
頼
し
て
い
た
。

2

両
者
の
主
張

①

原
告
の
主
張

本
件
デ
ザ
イ
ン
図
は
、
極
め
て
創
作
性
、
創
造
性
の
高

い
美
術
的
装
飾
品
と
し
て
著
作
物
性
を
有
し
、
原
告
が
そ

の
著
作
権
を
有
す
る
と
こ
ろ
、
被
告
が
、
本
件
デ
ザ
イ
ン

図
に
描
か
れ
た
街
路
灯
の
特
徴
を
全
て
含
ん
だ
本
件
街
路

灯
の
設
計
図
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
本
件
街
路
灯

を
製
作
、
設
置
し
た
行
為
は
、
本
件
デ
ザ
イ
ン
図
の
複
製

又
は
翻
案
に
あ
た
り
、
著
作
権
の
侵
害
で
あ
る
。
ま
た
、

被
告
は
、
地
元
町
会
連
合
会
が
本
件
デ
ザ
イ
ン
図
の
作
成

者
で
あ
る
原
告
に
本
件
工
事
を
請
け
負
わ
せ
る
よ
う
に
要

望
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
他
の
業

者
に
工
事
を
行
わ
せ
、
原
告
が
本
件
デ
ザ
イ
ン
図
に
基
づ

き
装
飾
街
路
灯
を
製
作
し
て
こ
れ
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
得
ら
れ
た
営
業
上
の
利
益
を
侵
害
す
る
と
と
も
に
、

｢新
世
界

(本
件
街
路
灯
設
置
箇
所
界
隈
の
通
称
)、
通
天

閣
前
の
装
飾
街
路
灯
で
お
な
じ
み
の
0
0
で
す
｣
と
い
う

企
業
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
営
業
活
動
を
行
う
利
益
を
侵
害

し
、
さ
ら
に
は
、
本
件
デ
ザ
イ
ン
図
に
お
い
て
表
象
さ
れ

る
本
件
デ
ザ
イ
ン
を
不
当
に
模
倣
さ
れ
な
い
利
益
を
侵
害

し
た
。

②

被
告
の
主
張

本
件
デ
ザ
イ
ン
図
は
、
街
路
灯
と
い
う
実
用
的
な
設
備

の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
こ
ろ
、
街
路
灯
は
、
美
的
追
求
よ

り
も
構
造
面
、
材
質
面
等
技
術
的
諸
条
件
の
確
保
が
優
先

さ
れ
る
道
路
の
付
属
物
で
あ
り
、
そ
の
性
質
上
実
用
面
･

機
能
面
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
件
デ
ザ
イ
ン
図
は
、
専
ら
鑑
賞
を
目
的
と
す
る

純
粋
美
術
に
は
該
当
せ
ず
、
著
作
物
性
を
有
す
る
も
の
と

は
い
え
な
い
。

仮
に
、
本
件
デ
ザ
イ
ン
図
が
著
作
物
性
を
有
す
る
と
し

て
も
、
本
件
デ
ザ
イ
ン
図
は
単
な
る
イ
ラ
ス
ト
画
で
あ
る

の
に
対
し
、
本
件
設
計
図
は
、
土
木
･
機
械
工
学
上
の
技

術
的
検
討
を
経
て
、
独
自
に
作
成
さ
れ
た
図
面
で
あ
り
、

ま
た
、
本
件
設
計
図
中
の
街
路
灯
は
本
件
デ
ザ
イ
ン
図
中

の
そ
れ
と
は
形
状
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
本
件
設
計

図
の
作
成
が
、
本
件
デ
ザ
イ
ン
図
の
複
製
権
又
は
翻
案
権

大
阪
市
道
路
照
明
灯
著
作
権
侵
害
損
害
賠
償

請
求
事
件

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訴
務
係



を
侵
害
す
る
こ
と
は
な
く
、
本
件
設
計
図
に
基
づ
い
て
本

件
街
路
灯
を
製
作
、
設
置
す
る
行
為
も
、
何
ら
本
件
デ
ザ

イ
ン
図
の
複
製
権
又
は
翻
案
権
を
侵
害
す
る
こ
と
は
な

い
。
ま
た
、
原
告
が
被
告
の
行
為
に
よ
り
侵
害
さ
れ
た
と

主
張
す
る
営
業
上
の
利
益
は
、
本
件
工
事
が
公
共
工
事
と

し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
業
者
選
定
は
指
名
競
争

入
札
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
原
告
は
入

札
参
加
資
格
を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
実
現
不
可
能
な
事

態
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
法
的
保
護
に
値
し
な
い
も
の

で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
同
様
に
、
営
業
活
動
に
際

し
て
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
も
、
原
告
が
主
張
す
る
イ
メ
ー
ジ

が
世
間
一
般
に
定
着
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
な
い
こ
と

か
ら
、
法
的
利
益
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
不
当
に
模
倣
さ
れ
な
い
利
益
は
、
既
述
の
と
お

り
本
件
デ
ザ
イ
ン
図
が
著
作
物
性
を
有
し
な
い
こ
と
か

ら
、
法
的
利
益
と
し
て
認
め
ら
れ
る
余
地
は
な
い
。

3

判
決
の
要
旨

本
件
デ
ザ
イ
ン
図
は
、
著
作
物
に
該
当
す
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。
ま
た
、
被
告
が
本
件
工
事
を
原
告
以
外
の
者

に
請
け
負
わ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
原
告
の
利
益
を
不
当
に

侵
害
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

4

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

著
作
権
の
侵
害
に
つ
い
て

本
件
デ
ザ
イ
ン
図
は
、
構
図
や
色
彩
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

等
に
お
い
て
絵
画
的
な
表
現
形
式
が
取
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
図
そ
れ
自
体
は
、
美
的
表
現
を
追
求
し
、
美
的
鑑
賞

の
対
象
と
す
る
目
的
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
か

つ
、
内
容
的
に
も
、
純
粋
美
術
と
し
て
の
性
質
を
是
認
し

得
る
よ
う
な
思
想
又
は
感
情
の
高
度
な
創
作
的
表
現
ま
で

看
取
り
得
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
街
路
灯
の
デ
ザ
イ

ン
部
分
に
つ
い
て
も
、
専
ら
街
路
灯
と
い
う
物
品
の
性
質

を
考
慮
し
た
上
で
、
そ
の
産
業
上
の
利
用
目
的
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
産
業
デ
ザ

イ
ン
の
一
種
と
し
て
と
ら
え
る
の
が
相
当
で
あ
っ
て
、
産

業
上
の
利
用
を
離
れ
て
、
独
立
に
美
的
鑑
賞
の
対
象
と
な

り
得
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
よ
っ
て
、
本
件
デ
ザ
イ
ン

図
は
著
作
物
性
を
有
す
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
著
作

権
侵
害
に
関
す
る
原
告
の
主
張
は
、
そ
の
余
の
点
に
つ
い

て
検
討
す
る
ま
で
も
な
く
理
由
が
な
い
。

②

不
法
行
為
の
成
否
に
つ
い
て

本
件
工
事
は
、
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
被
告
が
発
注
者

と
な
る
公
共
工
事
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

工
事
請
負
業
者
の
選
定
は
指
名
競
争
入
札
そ
の
他
相
当
な

方
法
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
町
会
連
合
会

は
、
被
告
に
対
し
て
地
元
住
民
と
し
て
要
望
を
述
べ
る
立

場
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
、
原
告
は
、
町
会
連
合
会
が
要
望

を
述
べ
る
た
め
に
あ
た
っ
て
の
案
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
た

者
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
が
原
告
を
工
事
業

者
と
し
て
選
定

･
発
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
負

う
こ
と
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。本
件
に
お
い
て
は
、

原
告
が
抱
い
た
期
待
は
一
方
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
被
告
が
原
告
の
営
業
上
の
利
益
を

違
法
に
侵
害
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
営
業
活

動
を
行
う
に
際
し
て
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
原

告
が
当
該
イ
メ
ー
ジ
で
営
業
活
動
を
行
え
る
の
は
、
単
に

従
前
の
街
路
灯
の
製
作
･
設
置
を
原
告
が
請
負
い
、
そ
の

管
理
等
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
の
反
射
的
利
益
に
す
ぎ

ず
、
被
告
と
の
関
係
で
法
的
に
保
護
さ
れ
る
利
益
で
あ
る

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
本
件
デ
ザ
イ
ン
図
を
不

当
に
模
倣
さ
れ
な
い
利
益
に
つ
い
て
も
、
既
述
の
と
お
り

本
件
デ
ザ
イ
ン
図
に
は
著
作
物
性
が
認
め
ら
れ
ず
、ま
た
、

右
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
原
告
が
意
匠
権
を
有
し
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
か
ら
、
被
告
が
右
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
て
街

路
灯
を
製
作
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
違
法
で
あ
る
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。



艦れ鬱◎廳嶬

さ
い
た
ま
新
産
業
拠
点

As
k
虹
P
シ
テ
ィ
)

…
二
〇
〇
三
年
二
月
に
衝
び
ら
き
…

埼
玉
県
塞
泉
事
務
所

築
地

良
和

埼
玉
県
で
は
、
南
の
玄
関
と
も
い

う
べ
き
川
口
市
に
、
新
た
な
産
業
の

拠
点
と
し
て

｢さ
い
た
ま
新
産
業
拠

点

(S
K
I
P
シ
テ
ィ
)｣
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は

｢さ
い
た
ま
新
都
心
｣
や

｢本
庄
地

方
拠
点
都
市
地
域
｣
と
と
も
に
、
本

県
の
背
骨
づ
く
り
と
な
る
最
重
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
す
。

N
H
K
ラ
ジ
オ
放
送
所
跡
地
で
あ

る
S
K
I
P
シ
テ
ィ
計
画
地
は
、
全

体
で
約
一
五
m
、
A
か
ら
D
ま
で
の

四
街
区
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
南
部
分
で
あ
る
A
街
区

(約
五
蹴
)
の
整
備
が
先
導
的
に
進

め
ら
れ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
放
送
開
始

五
〇
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
三
年
の

二
月
に
街
び
ら
き
を
迎
え
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

A
街
区
に
整
備
さ
れ
る
主
な
施
設

は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
街
区
東
側
に
は
、
彩
の
国
ビ
ジ

ュ
ア
ル
プ
ラ
ザ
、
N
H
K
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
や
民
間
企
業
入
居
施
設
が
整
備

さ
れ
ま
す
。

◆
彩
の
国
ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
ラ
ザ

彩
の
国
ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
ラ
ザ
は
、

｢映
像
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
｣
、
｢
ス
タ
ジ

オ
｣
、
｢映
像
ホ
ー
ル
｣
、
｢イ
ン
キ
ユ

ベ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
｣
、
｢映
像
制
作
支

援
室
｣、
｢映
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
｣
の

六
施
設
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
｢映
像
デ
ー
夕
べ
J

ス
｣
は
、
埼
玉
県
が
誇
る
貴
重
な
映

像
資
料
の
ほ
か
、
伝
統
文
化
映
像
や

科
学
技
術
映
像
な
ど
良
質
で
価
値
の

高
い
映
像
資
産
を
管
理
、
保
存
し
て

い
く
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
映
像
は
、

N
H
K
の
番
組
公
開
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

と
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る
映
像
公
開

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

{計画図】

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

!翁産業技術総合センター(仮称濱
i◎生活科学センター(仮称) !
!薄サイエンスワールド(仮称) "

図 1 計画図

　　　　　　　　　　　　　　　　
影の園ビジュアルプラザ(仮称)

謎NHKアー力イプス
民間企業入居施設

今
N
H
K
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

一
二
世
紀
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
向

け
て
、
N
H
K
が
制
作

･
収
集
し
た

映
像
、
音
声
ソ
フ
ト
を
一
元
的
に
管

理
し
、
多
角
的
に
活
用
す
る
拠
点
で

す
。
こ
こ
に
は
、
V
T
R
で

一
人
0

万
本
を
収
容
で
き
、
規
模
は
国
内
最

大
級
、
世
界
で
も
有
数
の
デ
ジ
タ

ル

･
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
と
な
り
ま
す
。

｢番
組
公
開
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
｣
も

設
け
ら
れ
、
N
H
K
が
か
つ
て
放
送

し
た
番
組
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
で

無
料
閲
覧
で
き
ま
す
。開
館
当
初
は
、

テ
レ
ビ
番
組
約
二
、
0
0
0
本
、
ラ

ジ
オ
番
組
約
二
〇
〇
本
が
公
開
さ
れ

る
予
定
で
す
。

◆
早
稲
田
大
学
川
□
芸
術
学
校

S
K
I
P
シ
テ
ィ
の
民
間
企
業
入

居
施
設
に
は
、
情
報
通
信
関
連
企
業

等
が
入
居
す
る
ほ
か
、
早
稲
田
大
学

川
口
芸
術
学
校
が
開
校
さ
れ
ま
す
。

西から東から



一
学
年
四
〇
名
昼
間
三
年
制
の
専
門

学
校
で
、
新
し
い
映
像
文
化
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
た
め

｢映
像
情
報

科
｣
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

S
K
I
P
シ
テ
ィ
A
街
区
の
西
側

に
は
、
企
業
の
研
究
開
発
か
ら
事
業

化
ま
で
に
至
る
一
貫
し
た
プ
ロ
セ
ス

を
総
合
支
援
す
る
産
業
技
術
総
合
セ

ン
タ
ー

(仮
称
)
、
総
合
的
な
消
費

者
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
生
活
科
学

セ
ン
タ
ー
、
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

(仮
称
)
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

S K IPシティ鰡葡区イメージ図

◆
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

(仮
称
)

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
は
川
口
市

が
運
営
す
る
太
陽
を
テ
ー
マ
と
し
た

科
学
館
で
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
三

つ
の
天
文
台
、
科
学
展
示
室
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は

リ
ア
ル
な
星
空
や
星
の
世
界
･
時
間

旅
行
を
再
現
し
、
天
文
台
で
は
太
陽

や
月
、
星
団
や
星
雲
等
の
様
々
な
星

が
観
測
で
き
る
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
参

加
体
験
型
の
科
学
館
と
な
り
ま
す
。

ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
、
こ
れ
ら

の
施
設
は
二
〇
〇
三
年
二
月
の
街
び

ら
き
か
ら
同
年
五
月
に
か
け
て
順

次
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
S
K
I
P

シ
テ
ィ
へ
は
、
J
R
京
浜
東
北
線
の

西
川
口
駅
か
ら
バ
ス
で
約
七
分
、
川

口
駅
か
ら
は
バ
ス
で
約
一
三
分
、
埼

玉
高
速
鉄
道
線
の
鳩
ヶ
谷
駅
か
ら
は

バ
ス
で
約
一
三
分
と
、
都
心
か
ら
も

お
気
軽
に
お
越
し
い
た
だ
け
ま
す
。

是
非
、
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

図 3 アクセスマップ



監れ鬱◎嶬蠣

島
根
へ
き
ん
さ
い

嚢麗
澤

の
二
年
半
の
間
に
、
こ
こ
ま
で
状
況

が
変
わ
る
う
と
は

!
。
全
く
予

想
だ
に
出
来
な
い
こ
と
で
し
た
。

◆
マ
イ
ナ
ー

皆
さ
ん
は
、
島
根
県
と
そ
の
隣
り

に
あ
る
県
と
の
位
置
関
係
が
お
分
か

り
で
し
ょ
う
か
?

漢
字
で
正
し
く

両
県
名
が
書
け
ま
す
か
?

両
県
名

の
漢
字
表
記
を
正
し
く
読
め
ま
す

か
?

県
庁
所
在
地
名
を
ご
存
じ
頂

い
て
ま
す
で
し
ょ
う
か
?

以
前
県

庁
某
課
に
勤
務
し
て
い
た
と
き
の
こ

と
で
す
o
あ
る
県
か
ら
の
郵
便
物
の

宛
先
が
、
｢鳥
根
県
松
江
市
殿
町
一

番
地

鳥
取
県
庁
0
0
部
△
△
課
御

中
｣
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
身

に
覚
え
の
あ
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
?

皆
さ
ん
は
、
山
陰
の
小
京
都

｢津

和
野
｣
と
い
う
観
光
地
を
ご
存
知
で

す
よ
ね
。
明
治
の
文
豪
森
鴎
外
先
生

や
同
じ
く
明
治
の
思
想
家
西
周
先
生

な
ど
多
数
の
著
名
人
を
輩
出
し
て
い

る
県
最
西
端
の
町
で
す
が
、
こ
の
町

が
山
口
県
だ
と
思
っ
て
い
る
方
が
多

す
島
根
県
東
京
事
務
所
の
天
津
と
申

し
ま
す
。
愛
す
る
家
族
を
松
江
市
に

残
し
た
東
京
で
の
単
身
生
活
も
三
年

目
と
な
り
、
既
に
身
も
心
も
ボ
ロ
ボ

益田市

き
遂
群

島
根
県
東
京
事
務
所

天
津

芳
郎

◆
は
じ
め
に

全
国
の
道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
読
者

の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
度
と
ん

び
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま

ロ
の
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
残
り

五
ヵ
月
弱

(と
信
じ
て
)、
何
と
か

乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
と
、
改
め
て
決

意
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
島
根
県
と
い
え
ば
一

人
当
た
り
の
公
共
投
資
額
で
い
ろ
い

ろ
槍
玉
に
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
県
内
の
社
会
資
本
は
、
高
速
道

路
や
下
水
道
の
供
用
率
な
ど
全
国
平

均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
も
の
が

ま
だ
ま
だ
多
い
の
が
現
状
で
す
。
国

民
と
し
て
、
等
し
く
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ

ニ
マ
ム
と
し
て
の
公
共
施
設
に
よ
る

利
便
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
今
後
と

も
重
点
的
効
率
的
整
備
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
関
係
の
皆
様
方
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。そ

れ
に
し
て
も
、
東
京
勤
務
の
こ

西から東から



い
ん
で
す
よ
!

以
前
夏
の
甲
子
園

に
津
和
野
高
校
が
出
場
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
山
口
県
庁
に
は
、

｢な
ん
で
山
口
県
か
ら
二
校
出
場
す

る
の
9
｣
と
言
う
問
い
合
わ
せ
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
正
し
く

理
解
頂
け
て
な
い
方
の
多
い
こ
と
!

で
も
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
こ
の
紙
面

を
読
ん
で
い
る
あ
な
た
豊

こ
れ
で

あ
な
た
は
島
根
通
だ
鯛

い
わ
み

◆
石
見
地
方
の
紹
介

本
県
の
観
光
地
と
言
え
ば
、
松
江

城
、
宍
道
湖
、
玉
造
温
泉
、
出
雲
大

社
、
あ
る
い
は
隠
岐
諸
島
等
が
、
比

較
的
有
名
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
観
光
地
は
、
出
雲
地
方
と
呼
ば
れ

る
県
東
部
に
あ
り
、
訪
れ
て
い
た
だ

い
た
方
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
東
西
に
長
い
本
県
の
西
部
、

石
見
地
方
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
も
た

く
さ
ん
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
ん
で

す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
小
生
の

故
郷
周
辺
の
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た

"し
守
令
し
よ
う
。

◆
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
石
見
銀

山
遺
跡

県
の
中
央
部
大
田
市
大
森
町
に
あ

る
石
見
銀
山
遺
跡
。
一
五
二
六
年
に

博
多
の
蒙
商
神
谷
寿
禎
に
よ
り
発
見

さ
れ
て
以
来
、
約
四
〇
〇
年
に
渡
り

採
掘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
六
世
紀

か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
は
世
界
の

銀
の
産
出
量
の
三
分
の
一
近
く
を
占

め
て
い
た
と
の
こ
と
。
戦
国
時
代
は

大
内
、
尼
子
、
毛
利
各
氏
の
戦
国
大

名
が
争
奪
戦
を
繰
広
げ
ま
し
た
。
徳

川
幕
府
は
こ
こ
を
直
轄
領
と
し
て
統

治
。
江
戸
幕
府
の
財
政
を
支
え
ま
し

た
。
全
盛
期
に
は
二
〇
万
人
が
住
ん

で
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
周

辺
に
は

｢間
歩
｣
と
呼
ば
れ
る
坑
道石見銀山 龍源寺間歩

や
製
錬
所
跡
な
ど
が
多
数
残
り
、
隣

に
ま

ゆ
の
っ

の
仁
摩
町
や
温
泉
津
町
に
は
積
出
港

の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。地
元
で
は
、

こ
の
遺
跡
群
の
世
界
遺
産
登
録
を
目

指
し
て
活
動
中
で
、
二
〇
〇
一
年
四

月
に
は
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
域
が
、
我

が
国
経
済
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
あ

っ
た
ん
で
す
よ
。

さ
ん
べ
さ
ん

◆
活
火
山
に
な
る
三
瓶
山

同
じ
大
田
市
に
あ
る
三
瓶
山
。

主
峰
は
一
、
一
二
六
m
で
四
つ
の
峰

か
ら
な
る
ト
ロ
イ
デ
型
の
休
火
山

(今
も
こ
の
分
類
が
あ
る
ん
だ
っ

た
い
せ
ん
お
さ

げ
?
)
で
す
。
大
山
隠
岐
国
立
公
園

の
一
部
で
、
登
山
、
温
泉
、
ハ
イ
キ

ン
グ
、
山
菜
採
り
、
ス
キ
ー
な
ど
家

族
連
れ
で
楽
し
め
る
の
ど
か
な
山
で

す
。
そ
う
い
え
ば
高
校
の
校
歌
の
中

に
も
歌
わ
れ
て
い
た
な
~
。
県
民
な

ら
全
員
必
ず
生
涯
に
五
度
は
頂
上
に

登
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す

(?
)
。

私
な
ど
、
小
中
高
の
遠
足
等
で
合
計

五
〇
回
ぐ
ら
い
登
ら
さ
れ
ま
し
た

(?
)。

三瓶山
今日ものどかな国立

発見された縄文時代
の巨木本木

近
年
周
辺
の
水
田
の
下
か
ら
、
約

三
五
〇
〇
年
前
の
噴
火
で
埋
ま
っ
た

縄
文
時
代
後
期
の
杉
の
巨
木
を
中
心

と
し
た
埋
没
林
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
一
部
は
掘
出
さ
れ
、
近
く

の
三
瓶
自
然
館
に
保
存
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
地
で
は
、
｢縄
文
の
巨

木
林
発
掘
保
存
展
示
棟

(仮
称
)｣

を
整
備
中
で
す
の
で
、
ま
た
皆
さ
ん

も
御
家
族
連
れ
で
お
こ
し
下
さ
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
の
ん
び

り
し
た
山
が
、
突
然

｢活
火
山
｣
に

な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

ぜ
?
う
･
実
は
、
活
火
山
の
指
定
基



準
が
、
過
去
二
〇
〇
〇
年
以
内
か
ら

｢過
去
一
万
年
以
内
に
噴
火
｣
し
た

山
に
変
更
さ
れ
る
た
め
、
同
山
も
な

っ
ち
や
っ
た
訳
で
す
。
お
か
げ
で
県

は
、
地
域
防
災
計
画
に
新
た
に

｢火

山
災
生
温

の
項
目
を
設
定
し
、
火
山

災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
迫

ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
な
~
ん

か
、
急
に
危
険
な
山
に
な
っ
ち
や
っ

た
感
じ
で
す
ね
。

◆
シ
ロ
イ
ル
カ
が
人
気

島
根
海
洋

館
ア
ク
ア
ス

人気者シロイルカ (写真上)と島根海洋館アクアス

浜
田
自
動
車
道
の
日
本
海
側
起
点

の
浜
田
市
。
浜
田
藩
五
万
石
の
城
下

町
で
、石
見
地
方
の
中
心
都
市
で
す
。

こ
こ
に
あ
る
西
日
本
随
一
の
規
模
の

県
立
水
族
館
ア
ク
ア
ス
。
そ
の
目
玉

商
品
は
、
ロ
シ
ア
よ
り
購
入
し
た
シ

ロ
イ
ル
カ
で
す
。
そ
の
美
し
い
泣
き

声
は
海
の
カ
ナ
リ
ア
と
呼
ば
れ
、
愛

く
る
し
い
表
情
や
か
わ
い
ら
し
い
し

ぐ
さ
で
子
供
達
の
人
気
者
で
す
。
北

極
海
生
ま
れ
の
割
に
は
結
構
芸
達
者

で
、
い
ろ
ん
な
芸
を
し
て
く
れ
ま
す
。

現
在
オ
ス
ー
頭
と
メ
ス
ニ
頭
で
す

が
、
人
気
者
の
た
め
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
過
密
で
疲
労
気
味
と
の
話
で
す
。

ま
た
、
特
に
関
係
な
い
ん
で
す
が
、

シ
ロ
イ
ル
カ
は
ハ
ー
レ
ム
を
形
成
し

て
い
る
ら
し
い
と
の
噂
も
あ
り
ま

す
。オ
ー
プ
ン
し
た
平
成
一
二
年
は
、

一
三
五
万
人
を
超
え
る
入
場
者
で
し

た
が
、
昨
年
は
六
〇
万
人
ま
で
落
込

み
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
歌
聖
柿
本
人
麿
は
何
処
に
眠
る

万
葉
集
第
一
の
歌
人
と
さ
れ
る
柿

本
人
麿
は
、
歌
や
伝
承
を
通
し
て
石

見
地
方
と
関
わ
り
の
深
い
人
物
で

す
。
生
没
年
な
ど
を
含
め
て
謎
が

以
上
、
石
見
地
方
の
ご
く
ご
く
一

部
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
興
味
を
持

た
れ
た
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、
ぜ

ひ
島
根
県
に
き
ん
さ
い
ー
･
ま
っ
と

る
け
ー
襲

柿本神社 (益田市) の人麿像

多
々
あ
り
ま
す
が
、
七
〇
五
年
頃
、

朝
廷
の
役
人
と
し
て
石
見
国
に
赴
任

し
ま
し
た
。
石
見
地
方
各
地
に
は
、

人
麿
ゆ
か
り
の
場
所
や
伝
承
が
数
多

く
あ
り
歌
碑
も
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
自
ら
の
死
に
際
し
て

石
見
国
で
詠
ん
だ
歌

｢鴨
山
の
岩
根

し
枕
け
る
わ
れ
を
か
も
知
ら
に
と
妹

が
待
ち
つ
つ
あ
ら
む
｣
(意
味
は
省

略
)
の
、
終
焉
の
地

｢鴨
山
｣
が
ど

こ
な
の
か
を
巡
っ
て
古
来
様
々
な
論

争
が
あ
り
、
歴
史
愛
好
家
の
永
遠
の

ロ
マ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
を

述
べ
る
と
紙
面
が
足
ら
な
い
の
で
省

略
し
ま
す
が
、
先
日
も
、
遠
く
宮
崎

県
の
熱
心
な
愛
好
家
か
ら
小
生
に
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
考

え
る
と
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
地
域
な
ん
だ
な
と
、
改
め
て
思
っ

た
次
第
で
す
。
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囲
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覚
鬮
繭
圓
鬮

鬮
糒
纖
楚
遭
を
め
ざ
す
櫨
篝
葉
臓

函
館
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

一

実
験
概
要

1

地
域
の
課
題

函
館
市
は
北
海
道
の
南
端
部
に
位
置
し
て
お
り
、
我
が

国
最
初
の
国
際
貿
易
港
と
し
て
、
ま
た
、
北
海
道
と
本
州

を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

近
年
は
函
館
山
か
ら
の
夜
景
や
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
町

並
み
等
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
が
増
え
、
道
内
有
数
の
観
光

地
と
な
っ
て
い
る
。

函
館
市
に
お
い
て
は
、
函
館
駅
周
辺
を
要
と
す
る
扇
状

の
地
形
や
自
動
車
需
要
の
増
大
、
ま
た
、
人
口
の
郊
外
化

か
ら
幹
線
道
路
を
中
心
と
し
た
慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生
し

て
お
り
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
交
通
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
都
市
計
画
道

路
の
整
備
を
推
進
す
る
一
方
、
平
成
八
年
に
周
辺
町
を
含

む
一
市
三
町
で
都
市
圏
の
交
通
特
性
を
考
慮
し
た
交
通
需

要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
交
通
円
滑
化
施
策
の
推
進
を
目
的

に
函
館
都
市
圏
渋
滞
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
や
時
差
出
勤
等
の
T
D
M
施
策
を
試

行
し
て
き
た
。

レンガ倉庫前路上

歩行者と車が交錯す

鬮頭

一
方
、
道
内
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
函
館
を
訪
れ
る
観

光
客
は
年
間
約
五
三
〇
万
人

(平
成

一
三
年
)
を
数
え
、

人
気
の
高
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
東
に
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道

院
、
西
に
函
館
山
、
中
心
部
に
五
稜
郭
と
分
散
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
観
光
客
の
交
通
手
段
と
し
て
は
随
意
性
の
高

い
自
動
車
の
利
用
が
多
く
、
観
光
地
周
辺
に
お
い
て
渋
滞

が
発
生
し
て
い
る

(図
1
)。

特
に
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
群
と
い

っ
た
歴
史
的
建
造
物
が
集
積
し
て
い
る
西
部
地
区
で
は
、

生
活
道
路
の
中
に
も
観
光
客
の
自
動
車
が
入
り
込
み
、
駐

車
場
不
足
か
ら
く
る
路
上
駐
車
が
多
く
交
通
環
境
の
悪
化

を
招
い
て
い
る
。

さ
ら
に
西
部
地
区
の
主
な
散
策
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る

元
町
地
区
で
は
、
歩
行
者
と
自
動
車
の
錯
綜
が
生
じ
歩
行

空
間
が
阻
害
さ
れ
、
交
通
安
全
上
問
題
と
な
っ
て
い
る
。



こ
の
よ
う
に
函
館
都
市
圏
で
は
、
観
光
時
期
に
お
け
る

交
通
問
題
が
地
域
住
民
や
観
光
客
に
与
え
る
影
響
が
大
き

く
、
観
光
都
市
と
し
て
観
光
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と

が
日
常
的
に
発
生
す
る
渋
滞
問
題
と
並
ん
で
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

2

実
験
の
目
的

函
館
観
光
に
お
け
る
交
通
手
段
と
し
て
は
自
動
車
利
用

が
約
四
割
と
他
の
交
通
手
段
と
比
べ
多
い
。
そ
こ
で
渋
滞

緩
和
を
図
る
た
め
に
は
、
バ
ス
転
換
に
よ
る

｢ノ
ー
マ
イ

カ
ー
観
光
｣
を
促
進
す
る
パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド

(以
下
、
P
&
B
R
)
の
推
進
と
、
到
着

時
間
や
観
光
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、

バ
ス
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
有
効

性
と
本
格
導
入
を
す
る
際
の
条
件
を
検

討
す
る
た
め
、
社
会
実
験
を
実
施
し
た
。

図 1 函館市内の渋滞発生状況

3

実
験
内
容

施
策
の
導
入
に
向
け
て
は
、
定
量
的

な
渋
滞
緩
和
効
果
の
検
証
が
必
要
で
あ

る
が
、
函
館
観
光
に
お
け
る
自
動
車
か

ら
公
共
交
通
移
行
へ
の
受
容
性
が
ど
の

程
度
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
相
当
規
模

の
P
&
B
R
駐
車
場
を
用
意
し
実
験
を

実
施
す
る
こ
と
は
費
用
も
か
か
り
得
策

で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
第
一
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

｢自
動
車
利
用
の
多
い
函
館
で
、
観
光
客

は
P
&
B
R
を
利
用
す
る
の
か
｣
と
い

う
点
に
主
眼
を
お
い
た
実
験
を
平
成
一

二
年
度
に
行
い
、
そ
の
結
果
か
ら
施
策

の
展
開
を
判
断
す
る
こ
と
と
し
た
。

=

受
容
性
と
効
果
を
把
握
す
る
た
め
の
社
会
実
験

市
内
の
主
要
な
観
光
施
設
を
三
〇
分
間
隔
で
循
環
す
る

定
期
観
光
バ
ス
を
利
用
し
た
P
&
B
R
と
、
バ
ス
の
利
便

性
向
上
策
と
し
て
G
P
S
を
活
用
し
た
バ
ス
到
着
情
報
を

携
帯
電
話
に
提
供
す
る
実
験
を
平
成
一
二
年
九
月
か
ら
一

ヵ
月
間

(土
、
日
の
み
)
実
施
し
、
公
共
交
通
移
行
へ
の

受
容
性
や
効
果
を
次
の
と
お
り
把
握
し
た
。

①
受
容
性

P
&
B
R
利
用
者
の
約
七
割
が
バ
ス
観
光
に
満
足
、

自
動
車
利
用
観
光
客
も
渋
滞
な
ど
で
自
動
車
観
光
が
不

便
な
時
期
に
は
、
約
四
割
が
バ
ス
を
利
用
し
て
も
よ
い

と
の
結
果
を
得
た
。

②
効
果観

光
目
的
の
自
動
車
の
約
四
割
が
P
&
B
R
を
利
用

す
る
と
、
観
光
交
通
が
多
い
西
部
地
区
で
は
歩
行
者
と

自
動
車
の
錯
綜
が
減
る
こ
と
か
ら
、
安
全
性
が
向
上
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
平
成
一
三
年
度
に
向
け
た
改
良
点
を
次
の
と
お

り
検
討
し
た
o

③
改
良
す
べ
き
点

･
認
知
度

実
験
実
施
を
知
っ
て
い
た
観
光
客
は
二
割
以
下
に

と
ど
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
中
心
の
広
報
以

外
に
も
道
の
駅
、
観
光
地
周
辺
で
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布

,‘̂を
ノて
＼“
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･
駐
車
場

バ
ス
停
と
の
近
接
性
や
、
分
か
り
や
す
い
駐
車
場

案
内
の
方
法

(携
帯
電
話
を
活
用
)
の
検
討

･
バ
ス移

動
の
自
由
度
を
高
め
る
密
な
バ
ス
連
行
の
確
保

･
情
報
提
供

観
光
情
報
な
ど
内
容
の
充
実

こ
れ
ら
三
点
を
踏
ま
え
第
二
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
次
の

実
験
を
計
画
し
た
。

　　　　
　　
　
　
　　　　　
　
　
　
　
　
　　　

こ
の
獲
著
翼
隷
膠
の

　
　
　
　
　
　

　

と
“
雫
魁
襲
騨
な

~

　
　
　
　
　　
　
　
　

ノ

ト

嚢

②

施
策
導
入
を
判
断
す
る
た
め
の
社
会
実
験

平
成
一
三
年
度
は
エ
リ
ア
を
観
光
交
通
に
よ
る
交
通
環

境
の
悪
化
が
著
し
い
西
部
地
区
に
限
定
し
、
P
&
B
R
の

本
格
導
入
を
検
討
す
る
実
験
を
計
画
し
た
。
多
く
の
観
光

客
が
利
用
し
渋
滞
解
消
の
効
果
が
上
が
る
実
験
に
す
る
た

め
、
場
所
、
時
期
、
料
金
等
を
以
下
の
と
お
り
設
定
し
た
。

･
場
所西

部
地
区
の
中
で
も
道
幅
が
狭
く
通
行
禁
止
等
の

規
制
が
さ
れ
て
い
て
、
自
動
車
で
の
移
動
が
制
約
さ

れ
る
元
町
地
区
と
し
た
。

･
時
期観

光
ピ
ー
ク
期
の
八
月
四
日
~
一
九
日

(
一
六
日

間
)
と
し
た
。

･
駐
車
場

前
年
同
時
期
の
西
部
地
区
に
お
け
る
観
光
目
的
の

自
動
車
台
数
は
一
日
あ
た
り
約
一
、
0
0
0
台
あ
り
、

路
上
駐
車
が
多
く
発
生
し
、
一
部
の
道
路
で
は
自
動

車
同
士
が
す
れ
違
え
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

本
実
験
に
お
い
て
も
同
じ
自
動
車
数
を
想
定
し
、
こ

の
内
四
割
、
四
〇
〇
台
の
P
&
B
R
利
用
を
見
込
ん

だ
。
駐
車
場
の
利
用
は
午
前
と
午
後
に
分
け
、
そ
の

春
に
開
業
し
た
二
〇
〇
台
程
度
が
駐
車
で
き
る
観
光

駐
車
場
を
実
験
用
に
確
保
し
た
。

･
バ
ス
連
行

聴鱗幽隧麟 鬮 J北國橙瓣ならグイー ス! 溥靴鰭員夜橘ら｣イトー-ス!
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図3 リーフレット (平成13年度)



昼
間

(
一
〇
時
か
ら
一
九
時
ま
で
)
は
西
部
地
区

内
を
循
環
運
行
、
夜
間
(
一
九
時
か
ら
二
二
時
ま
で
)

は
駐
車
場
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
麓
駅
ま
で
ピ
ス
ト

ン
連
行
し
た
。

と
も
に
、

一
〇
分
間
隔
、

一
回

一
〇
〇
円
、
P
&

B
R
利
用
者
は
同
乗
者
も
含
め
無
料
と
し
た
。

･
情
報
提
供

駐
車
場
案
内
や
バ
ス
到
着
情
報
、
函
館
山
や
散
策

経
路
な
ど
の
観
光
支
援
情
報
を
提
供
し
た
。

三

実
験
結
果
の
概
要
と
評
価

1

P
最
B
R
利
用
状
況

駐
車
場
の
利
用
台
数
は
実
験
前
に
比
べ
四
倍
に
増
加
し

た
。
循
環
バ
ス
も
延
べ
約
一
三
、
五
〇
〇
人
の
利
用
と
な

り
市
内
の
路
線
バ
ス
と
比
べ
約
二
倍
の
乗
客
率
と
な
っ
た

24 29 9/3

図 4 実験前 ･実験中の駐車場利用状況
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鰡
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(表
1
、
図
4
)。

2

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
等
か
ら
得
ら
れ
た
P
S
B
R
運
用
条
件

①
バ
ス
連
行

利
用
時
間
、
連
行
間
隔
と
も
約
七
割
が
肯
定
し
、
約

九
割
が
P
&
B
R
の
本
格
実
施
を
望
ん
だ

(図
5
)。

②
料
金
と
採
算
性

駐
車
場
と
バ
ス
料
金
の
支
払
い
意
思
額
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
P
&
B
R
を
導
入
し
た
場
合
、
駐
車
場
単
独
の

営
業
に
比
べ
二
倍
以
上
の
収
入
が
期
待
で
き
、
採
算
性

が
十
分
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

(図
6
、
表
2
)。

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000

設定金額(円)

図 6 P & R設定金額と利用率の関係 (デイコース)

表 2 採算性の検討

ナイトコース

デイコース

-

-
者

　　
一一言熱讓剰----

1-

-
て

猟
-

-べ沈ん

　　
　　　　

　
　　　　　　

　　　　　　

　

　
　　

③
セ
ッ
ト
料
金
の
設
定

駐
車
場
を
利
用
し
た
理
由
と
し
て
バ
ス
が
無
料
で
あ

る
こ
と
を
挙
げ
た
人
が
約
三
割
お
り
、
P
&
B
R
の
割

安
感
を
与
え
る
た
め
に
は
バ
ス
代
込
み
の
セ
ッ
ト
料
金

に
す
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る

(図
7
)。

④
交
通
環
境
改
善
効
果

元
町
公
園
周
辺
で
発
生
し
て
い
た
路
上
駐
車
は
半

減
、
約
一
時
間
か
か
っ
た
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
駐
車
場
待
ち

の
行
列
も
解
消
さ
れ
た
。
ま
た
、
周
辺
住
民
か
ら
は
路
上

駐
車
や
交
通
量
が
減
少
し
た
と
の
感
想
が
合
わ
せ
て
約
八

割
あ
り
、交
通
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
た
(表
3
、
図
8
)。

料

安

た

他

烙

見

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

廳

増

　

　

　

　携帯電話の案内を見た 0.9%

元町観光駐車場利用者回答数 (N = 676)複数回答

駐車場案内看板を見た

図 7 元町観光駐車場の利用理由

バス料金 支払額 年間収入
C a s e 1 料無 嬬

円
M碗c a s e 2 100円 嬬鱗鰊 円礪

本

筋
"
卸
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鱒
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得
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ゅ
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表 1 乗客率



鰯報

　　
　
　

車
幸
田

　

茅
0

　
　
　 専用端末の利用内容

　誘
=

コ

図刊 インターネットの利用内容

図 8 実験による交通環境の変化

6‐7%

図 9 携帯電話提供情報の評価

3

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
効
果

①
利
便
性

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
は
約
九
割
が
利
便
性
を
評
価
、

実
験
期
間
中
一
日
あ
た
り
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
約
六
五
〇
件
、
専
用
端
末
で
約
一
〇
〇
〇

件
、
携
帯
電
話
で
約
一
〇
〇
件
あ
り
、
多
く
の
人
に
利

用
さ
れ
て
い
た

(図
9
)。

②
利
用
内
容

専
用
端
末
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
函
館
山
情
報
が

三
割
、観
光
･
バ
ス
情
報
が
そ
れ
ぞ
れ
約
二
割
を
占
め
、

観
光
客
は
多
彩
な
情
報
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た

(図
中
･
=
)。

ま
た
、
携
帯
電
話
で
は
散
策
経
路
情
報
が
約
五
割
、
観

光
情
報
が
約
三
割
を
占
め
、
歩
行
支
援
情
報
が
評
価
さ
れ

た
。
一
方
、
駐
車
場
情
報
の
利
用
は
一
割
以
下
と
低
く
、

こ
れ
は
実
験
認
知
度
が
低
か
っ
た
こ
と
が
要
因
と
思
わ
れ

表3 昨年と実験中の路上駐車の比較
ナンバー概

爾廟轍廟 餅
元
町

焔 姶 姶 治 25台

実験中 冶 袷 台 冶
中/昨年 鰓 " 臘 ㈱

西
波

止
場

昨年 恰 始 蛤 袷実験中 冶 胎 姶 冶
中/昨年 … " 鱒Û ㈱

る

(図
肥
･
燈
)

4

実
験
認
知
度

実
験
を
知
っ
て
い
た
人
は
二
割
以
下
と
少
な
く
、
広
報

に
課
題
が
残
っ
た
。

ま
た
、
実
験
参
加
者
の
約
六
割
は
駐
車
場
の
案
内
看
板

を
見
て
利
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
現
地
に
お
け
る
大
型

看
板
の
設
置
や
旅
館
、
観
光
施
設
で
の
P
R
が
重
要
と
考

え
る

(図
7

･
1 3
)
。

楕　
　

駐

図12 携帯電話の利用内容

263%
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図13 社会実験の認知状況



三

本
格
実
施
に
向
け
て

今
回
の
実
験
後
、
P
&
B
R
の
本
格
実
施
に
向
け
以
下

の
課
題
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
調
整
を
行
っ
た
。

1

本
格
実
施
に
向
け
た
課
題

本格運用となった携帯電話

液
覊
鬮
面
で
瞬
時
に
穢
鰓

M
癖
"
つ
4

　　
　　
　
　
　
　　
　　
　　
　
　

　
　

　
　　　　　　　　
　
　
　
　
　　
　
　

　
　
　
　
　　
　　
　
　　　

　
　

　
　
　　
　
　　
　
　

群
藤
鱗
本観

図お 本格運用となった循環バス

　
　
　　
　
　　

　　　
　　　　
　　　
　

Jれ滋皹
をl発し、四
分閤でーロa儀震遇わす

①
資
金
･採
算
性

,
駐
車
料
金
と
バ
ス
料
金
を
セ
ッ
ト
に
し
た
P
&
B
R

シ
ス
テ
ム
導
入
に
対
す
る
運
営
者
間
の
合
意

駐
車
場
の
位
置
、
利
用
時
間
帯
の
決
定

バ
ス
連
行
時
期
、
時
間
帯
、
連
行
間
隔
の
決
定

･
情
報
提
供
を
す
る
た
め
の
費
用
及
び
管
理
費
の
負
担

②
組
織
･体
制

･
P
&
B
R
を
実
施
す
る
新
組
織
の
設
立
、
ま
た
は
駐

車
場
と
バ
ス
事
業
者
が
連
携
し
て
の
運
営

･
前
述
の
と
お
り
連
携
す
る
場
合
、
料
金
体
系
、
収
入

分
担
の
合
意
が
問
題

･
携
帯
電
話
等
に
よ
る
多
様
な
情
報
提
供
に
向
け
た
シ

ス
テ
ム
の
改
善
、
情
報
内
容
の
更
新
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
の
運
営
体
制

･
ポ
ス
タ
ー
、
看
板
な
ど
の
広
報
手
段
の
費
用
分
担
及

び
管
理
主
体

2

本
格
実
施
の
内
容

実
験
は
駐
車
場
、
循
環
バ
ス
、
情
報
提
供
を
一
体
と
し

て
行
っ
た
が
、
本
格
実
施
で
は
事
業
者
間
の
調
整
が
つ
か

ず
バ
ス
連
行
、
情
報
提
供
を
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
次
の
よ

う
な
内
容
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

①
バ
ス
運
行

循
環
バ
ス
は
函
館
駅
、
元
町
公
園

(駐
車
場
前
)
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
麓
駅
等
を

一
〇
時
か
ら
一
七
時
ま

で
、
二
〇
分
間
隔
、
一
〇
〇
円
で
連
行
。

②
情
報
提
供
の
本
格
実
施

函
館
市
が
携
帯
電
話
の
文
字
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ

て
、
観
光
客
に
市
内
の
観
光
地
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
提

供
。

3

今
後
に
向
け
て

今
後
、
観
光
型
P
&
B
R
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、

･
駐
車
待
ち
時
間
の
短
縮
、
観
光
時
間
の
増
加
な
ど
バ

ス
利
用
に
よ
る
時
間
的
な
優
位
性
の
更
な
る
向
上

･
P
&
B
R
シ
ス
テ
ム
料
金
一
台
当
た
り
一
、
0
0
0

円
程
度
と
し
、
連
行
時
間
は
一
〇
分
間
隔
程
度
の
密

な
連
行
を
確
保
で
き
る
か
と
い
う
採
算
性
の
確
認

･
駐
車
場
、
循
環
バ
ス
、
情
報
提
供
の
一
体
的
な
シ
ス

テ
ム
構
築
を
す
る
た
め
の
事
業
者
間
の
調
整

が
必
須
条
件
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四

お
わ
り
に

今
回
の
実
験
で
は
既
存
の
バ
ス
路
線
を
利
用
す
る
の
で

は
な
く
函
館
都
市
圏
渋
滞
対
策
協
議
会
で
独
自
に
バ
ス
を

走
ら
せ
る
等
大
掛
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
関
係
者

の
協
力
調
整
等
苦
労
が
絶
え
な
か
っ
た
が
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
無
く
実
験
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
安
堵
し
て
い
る
。

最
後
に
、
こ
の
実
験
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
地
元
商
店
街
組
合
の
十
字
街
商
盛
会
を
始
め

多
く
の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ

る
。



月
･日

世

界

の
動

き

○
ド
イ
ツ
連
邦
議
会

(下
院
)
が
即
日
投
開
票
さ
れ
、
連
立
与
党

の
社
会
民
主
党

(S
P
D
)
と
九
〇
年
連
合

･
緑
の
党
が
辛
う
じ

て
過
半
数
を
確
保
し
て
政
権
を
維
持
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
首
相
の
続

投
が
決
ま
っ
た
。

○
国
際
通
貨
基
金

(I
M
F
)
が
、
｢世
界
経
済
見
通
し
｣
を
発

表
。
〇
二
年
の
世
界
の
成
長
率
を
二
･
八
%
、
0
三
年
を
三
･

七
%
と
予
測
し
た
。
こ
の
中
で
日
本
は
0
二
年
が
マ
イ
ナ
ス
○
･

五
%
、
0
三
年
が
一
･
一
%
で
、
両
年
と
も
主
要
七
ヵ
国
の
中
で

は
最
低
。

○
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
委
員
会
が
○
二
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
ジ
ミ
ー
･
カ
ー
タ
ー
元
米
大
統
領
に
贈
る
と
発
表
し
た
。

○
米
上
院
が
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
攻
撃
の
与
え

る
両
院
共
同
決
議
を
賛
成
多
数
で
採
択
し
た
。
こ
れ
で
米
国
は
い

つ
で
も
単
独
で
武
力
行
使
に
踏
み
切
る
事
が
で
き
る
。

○
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
に
あ
る
外
国
人
専
用
の
デ
ィ
ス
コ
で

爆
発
が
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
ら
多
数
の
外
国
人
を
含
む
一

人
七
人
が
死
亡
、
三
〇
O
人
以
上
が
負
傷
。
テ
ロ
行
為
と
認
め
ら

れ
た
。

○
米
国
務
省
の
ケ
リ
ー
国
務
次
官
補
が
一
0
月
初
め
に
朝
鮮
民
主

主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
を
訪
れ
た
際
、
北
朝
鮮
側
が
核
兵

器
開
発
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
と
発
表
し
た
。

事
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榔
月
･日

国
内

の
動

き

○
民
主
党
代
表
選
の
投
開
票
が
行
わ
れ
、
鳩
山
由
紀
夫
氏

(五
五
)

が
再
選
を
決
め
た
。

○
総
務
省
の
労
働
刀
調
査
に
よ
る
と
、
八
月
の
完
全
失
業
率

(季

節
調
整
値
)
は
五
･
四
%
で
、
五
月
以
来
の
横
ば
い
。
男
性
の
完

全
失
業
率
は
前
月
比
0
･
二
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
五
･
七
%
。

○
小
泉
首
相
が
政
権
発
足
後
初
め
て
内
閣
改
造
し
、
竹
中
経
済
財

政
担
当
相
に
金
融
担
当
相
を
兼
任
さ
せ
る
な
ど
、
六
閣
僚
を
交
代

さ
せ
た
。
六
人
の
交
代
は
一
九
五
〇
年
の
第
三
次
吉
田
内
閣
の
五

人
に
次
ぐ
小
幅
。

○
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
、
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
を
小
柴
昌
俊

･
東
大
名
誉
教
授

(七
六
)
ら
三
人
に
贈

る
と
発
表
し
た
。
物
理
学
賞
は
一
九
七
三
年
の
江
崎
玲
於
奈
氏
以

来
で
四
人
目
。

○
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
、
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
を
島
津
製
作
所

(京
都
市
)
分
析
計
測
事
業
部
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
所
主
任
の
田
中
耕
一
氏

(四
三
)
ら
三
人
に
贈
る

と
発
表
。
日
本
の
ノ
i
ベ
ル
賞
受
賞
は
一
二
人
目
。
化
学
賞
は
三

年
連
続
。同
じ
年
に
日
本
人
が
二
つ
の
賞
を
受
け
る
の
は
初
め
て
。

○
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
に
よ
る
日
本
人
泣
致

事
件
の
被
害
者
五
人
が
政
府
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
二
四
年
ぶ
り
に
帰

国
、
家
族
と
再
会
し
た
。

○
北
関
東
な
ど
で
ゴ
ル
フ
場
一
一
カ
所
を
経
営
す
る
エ
ス
テ
ィ
テ

ィ
開
発

(本
社

･
東
京
)
が
東
京
地
裁
に
民
事
再
生
法
の
適
用
を

申
請
し
た
。
負
債
総
額
は
四
、
九
二
二
億
円
で
今
年
最
大
の
倒
産

と
な
っ
た
。
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･

劾
月
･日

道
路
行
政
の
動
き

○
道
路
緑
化
保
全
協
会
は
｢第
二
三
回
道
路
緑
化
技
術
発
表
会
｣

を
東
京
･
港
区
の
日
本
道
路
公
団
ハ
イ
ウ
ェ
イ
プ
ラ
ザ
東
京
で
開

催
し
た
。

○
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
が
大
阪
で

｢
一
目
委
員

会
m
大
阪
｣
を
開
催
し
た
。

0
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
未
着
工
区
間
の
今
後
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
東
京
環
状
道
路
有
識
者
委
員
会
が
会
合
を
開
い
た
。

○
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
が

｢
一
日
委
員
会
m
仙

台
｣
を
開
催
。
一
八
日
に
は

｢
一
日
委
員
会
m
福
岡
｣
も
開
催
し

た
。

○
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
聖
籠
新
発
田
I
C
、
中
条
I
C

間

=

･
二
皿
が
開
通
。

○
一
般
国
道
二
号
広
島
南
道
路
の
広
島
高
速
三
号
宇
品
ラ
ン
プ
~

鷹
野
橋
宇
品
線
を
結
ぶ
街
路
部
一
･
三
皿
が
開
通
。
こ
れ
に
よ
り
、

広
島
都
心
部
か
ら
鷹
野
橋
宇
品
線
と
広
島
高
速
三
号
線
が
直
結
。

○
近
畿
地
方
整
備
局
と
歴
史
街
道
推
進
協
議
会
は
、
歴
史
街
道
モ

デ
ル
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢市
町
村
サ
ミ
ッ
ト
~
文
化
遺
産
を
結

ぶ
歴
史
街
道
の
新
た
な
る
発
信
~
｣
を
開
催
。

○
石
原
東
京
都
知
事
と
太
田
大
阪
府
知
事
は
｢大
都
市
圏
に
お
け

る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
関
す
る
緊
急
ア
ピ
ー
ル
｣
を

表
明
。
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)
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〆

久
し
ぶ
り
に
イ
タ
リ
ア
旅
行
を
し
て
き
た
。

｢
ナ
ポ
リ
を
見
て
か
ら
死
ね
｣
と
い
う
諺
は
、

｢日
光
を
見
て
結
構
と
言
え
｣
と
同
じ
よ
う
に
ナ
ポ

リ
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
て
二
度
目
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
で
は
二
度
死
な
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
軽
口

を
叩
く
気
楽
な
観
光
客
の
一
人
で
あ
っ
て
、
ま
た
ロ

ー
マ
の
ト
レ
ビ
の
泉
の
見
物
も
三
度
目
で
あ
る
。

一
度
目
に
は
こ
の
次
に
も
ロ
ー
マ
を
訪
ね
て
泉
の

絢
爛
さ
の
前
に
立
て
る
よ
う
に
と
願
い
、
二
度
目
に

は
願
い
が
叶
っ
て
感
謝
を
込
め
コ
イ
ン
を
投
げ
た
筈

で
あ
っ
た
。
三
度
目
の
今
回
は
何
を
願
う
べ
き
か
と

ユ
ー
ロ
硬
貨
を
手
に
し
て
迷
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
同

行
の
博
学
者
曰
く
、
離
婚
を
願
っ
て
投
げ
る
者
も
い

る
と
。
だ
か
ら
、
二
度
目
は
恋
人
同
士
が
結
ば
れ
て

く
れ
る
よ
う
に
祈
っ
て
投
げ
た
結
果
が
こ
れ
で
あ
る

な
ら
ば
、
泉
の
噴
水
は
何
と
恐
ろ
し
い
願
い
ご
と
を

受
け
る
こ
と
か
と
苦
笑
し
て
し
ま
う
o

さ
て
、
こ
の
ナ
ポ
リ
と
ロ
ー
マ
を
結
ぶ
の
が
有
名

な
太
陽
道
路
で
あ
る
。
ニ
ニ
o
m
あ
る
こ
の
途
中
に

モ
ン
テ
カ
シ
ー
ノ
と
い
う
丘
陵
が
あ
り
、
そ
の
頂
き

の
修
道
院
に
立
て
籠
っ
た
ド
イ
ツ
兵
を
ハ
ワ
イ
の
日

系
兵
士
達
が
勇
敢
に
戦
っ
て
攻
め
落
と
し
た
第
二
次

世
界
大
戦
の
戦
跡
も
二
度
目
の
強
烈
な
思
い
出
と
し

て
遠
望
し
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
道
路
は
イ
タ
リ
ア
が
誇
る
高
速
道

路
で
あ
っ
て
テ
レ
パ
ス

(自
動
料
金
徴
収
装
置
)
も

極
め
て
ス
ム
ー
ス
に
操
作
さ
れ
て
い
て
気
持
が
い

い
。
か
な
り
の
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
バ
ス
が
ゲ
ー
ト
を

通
過
す
る
瞬
間
も
入
口
の
バ
ー
が
奇
麗
に
上
が
り
快

走
さ
せ
て
く
れ
る
。

案
内
人
は
テ
レ
パ
ス
を
自
慢
げ
に
説
明
す
る
の
で

あ
る
が
日
本
で
も
E
T
C
を
強
力
に
普
及
推
進
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
聴
き
流
し
て
車
窓
よ
り
南
欧

の
空
に
目
を
向
け
た
。

再
度
の
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
ダ
デ
ル
ソ
ー
レ
、
太
陽

道
路
を
走
っ
て
の
旅
愁
で
あ
っ
た
も
の
の
、
歴
史
を

上
手
に
生
か
し
て
観
光
資
源
と
し
て
し
ま
う
イ
タ
リ

ア
の
し
た
た
か
さ
に
感
心
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

や
は
り
、
ア
ッ
ピ
ア
街
道
を
含
め
て
す
べ
て
の
道

は
ロ
ー
マ
に
通
ず
る
と
い
う
都
市
国
家
ロ
ー
マ
帝
国

の
繁
栄
と
そ
の
経
緯
を
思
い
返
す
と
き
、
道
な
く
し

て
歴
史
は
作
り
得
な
い
こ
と
を
今
更
な
が
ら
再
認
識

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

か
つ
て

｢歴
史
は
夜
作
ら
れ
る
｣
と
い
う
題
の
映

画
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
旅
行
の
感
想
か
ら

｢歴
史
は

道
路
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
作
ら
れ
る
｣
と
叫
び
た

い
心
境
で
あ
る
。

(s
)
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